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　　　魔術師事件







　　　　　　１




「わあ……凄すごいお肉。何か圧倒されちゃう！」

　彼女が見入っているのは黒い鉄皿に載せられた肉の塊かたまり──こんがり焦こげ茶ちや色の焼き目がついた分厚いステーキだ。表面は肉汁で光りまくり、見るからに脂あぶらがのっている。いんげんソテーとフライドポテトが貴人に傅かしずく控えの者よろしくその脇わきにかしこまっていた。

「あの、白しろ奈なさん。これ本当に食べて良いんですかっ？」

「勿もち論ろん！　その為に事前に連絡して昼食を抜いてもらったんじゃないか。お腹が空すいているだろう？」

「とっても空いてます。実は授業中おなかが鳴っちゃって大変だったの。美お味いしそう！」

「くふふ！　思う存分たっぷりと食べてくれ！」

　得意げな顔でそう答えたのは、制服の上から白衣を羽は織おった女。部活動の際は怪盗が纏まとうマントさながら必ずこれを着ている。理由は格好良いからとのこと。

　七月。夏休みを間近に控えた、とある平日の放課後であった。

　ここは風かぜ乃の森もり学がく園えん高等部、料理事件部の部室──。

　ホワイトボードにはでかでかと『肉』と書き付けられていた。天井ではプロペラが回り、部屋の隅には幸福の木こと少し皮の向けたドラセナが飾られている。

　応接用のテーブル上に置かれたステーキ皿を挟はさんでソファーに座っているのは、二人の麗しい女生徒であった。

　白衣を着ているのは城じよう之の内うち白しろ奈なといい、神秘的に煌きらめく双そう眸ぼうと腰まであるロングヘア、一見スーパーモデルかと見み紛まごうばかりの瘦そう身しんが印象的な美少女だ。

　彼女はこの九く森もり町ちよう出身の有名な食通、城之内正しよう太た郎ろうの曾そう孫そんであり、自らも包丁を取るのだが、それ以上に人助けが大好きで、美お味いしい物をご馳ち走そうして学園のトラブルを解決するという、摩ま訶か不思議なコンセプトの変な部──『料理事件部』を起たち上げた個性的な人である。

　性格も頗すこぶるユニークだ。

「未み百ゆ合りちゃんはたっぷり食べて、たっぷりおっぱいに栄養をあげるべきなんだよ！　わたしと違って大変だろう。エネルギーの大半を胸に持っていかれちゃうんだから」

「な……？　突然何を言い出すんですかっ？」
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「ここで一発がつんと肉を入れて、エネルギーを充電しないと！」

「え。ええー……っ」

　いきなりのセクハラ発言に切ない声をあげ、遠い目をしているのは葉は月づき未み百ゆ合りといい、サラサラの黒髪が文学少女風の印象を与える美少女だ。本が好きで、よくページに目を落としたままぼうっとしたり、勘違い的な物思いに浸ひたったりしている。性格がとろくてワンテンポ遅いので、一部の男子から《遅咲きの撫子なでしこの花》等と呼ばれる事もあるが、体の成長は早い。白しろ奈なの指摘通り胸はふくよか、かなり自己主張強めに制服を押し返している。

「くふふ、ところで動物は好きかい、未百合ちゃん？　砂漠を旅する時のため、ラクダのこぶには沢たく山さんのエネルギーが貯蓄されているんだけどね。何も食べずにいると、ラクダのこぶというのは徐々に萎しぼんで小さくなっていくらしい」

「そうなんですか？　ふうん、白奈さんって物知り……って、わたしの胸はラクダのこぶじゃないですー！」

「何にせよ、その発育ぶりはただ事ではない。明らかにわたしより多くのタンパク質を摂とらなきゃならない筈はずだ。だってホラ、わたしはこの通り慎ましやかなものだからね」

　そう言ってペシペシと自分の胸を叩たたき、大口開けて笑っている白奈──とても残念な人ではあるが、一方の未百合はこわごわ自分の身を抱きかかえて深刻極まりない顔だ。

「どうしよう……。お肉は美味しそうだけど、急に食べにくい空気になったわ。何な故ぜかしら。目の前のステーキ肉が危険な物に思えてきちゃう。食べたら全部の栄養が……」

「さあ、未百合ちゃん！　この肉を食べて更にむちむちの我わが儘ままな体になってくれ！」

「……ど、どうしたらいいの」

「ボン、キュッ、ボン！　セクシーボディの高校一年生っ。ひゃああー、本当に羨うらやましいな、未百合ちゃん！」

「……こ、この空気の中で食べろって言うの？」

　未百合は眼前のステーキ肉を見つめ、青ざめた顔でガクガク震え始める。

「早くお食べ、未百合ちゃん。だっだーん！　ぽよよんぽよよん！」

「ああ……。白奈さんはわたしをどうするつもりなの……。一体何を望んでいるの。この意地悪なお肉をわたしどうすれば……!?」

　別な世界にいっているかの如ごとく未百合は何やら呟つぶやいていたが、不意にぱっと顔を上げると、

「ねえ、玄人くろと君、何とか言って！」

「……あ？」

　話しかけられたのは窓際でスチールの椅い子すに座り、耳を穿ほじっていた本ほん間ま玄人だ。

　彼は未百合の幼おさな馴な染じみで、白奈には料理事件部に無理矢理入部させられるという、女運が良いのか悪いのかよく解わからない男である。卓越した料理の腕の持ち主だが、他の事には拘こだわらない我が道を行くタイプだ。先程から白奈と未百合のやりとりを適当に聞き流していたのだが、

「このタイミングで俺に振るなよ。俺に何を言えってんだ？」

「だ、だって……。こんな空気の中だと、わたしとっても食べにくいんだもの」

「食いたくなければ食わなきゃいいし、食いたかったら食えばいい」

「そ、それはそうなんだけど」

　未み百ゆ合りは口元を押さえて続きの言葉を待つように黙していた。誰も何も言わなかった。

　蟬せみ時雨しぐれだけが窓の外で響ひびき続け──やがて彼女の細い肩がプルプル震え始めた。

「お願い！　そんな風に突き放さないで玄人くろと君っ。この前は優しくしてくれたじゃない。何でも良いから言って。玄人君が言ってくれれば、わたしは何でも喜んで言う事をきくわ！」

　だってわたしは玄人君の……ブツブツブツ、と小声で独りごちている未百合さん。かなりテンパってきたのが見て取れる。些いささか自分の世界に入り込みやすい人なのだ。

「ったく、仕方ねえなあ」玄人はボリボリ頭を搔かき、「お前はどうしたいんだよ？」

「わたし、食べたい。せっかく白しろ奈なさんがわたしの為に手て間ま暇ひまかけて作ってくれたんだもの。美お味いしそうだし、食べたいわ」

「だったら食べろ」

「ええ！　そうする」

　未百合は素直に頷うなずいた。何なんだ、と玄人は思う。

「それじゃありがたく頂くわね、白奈さん」

　未百合はそう言ってナイフとフォークを手にする──が、肉を切りにかかった未百合を白奈の不思議な台詞せりふが止めるのだった。

「ちょっと待った未百合ちゃん。このカロリーたっぷりの極悪ステーキは別にわたしが作ったわけじゃないよ？」

「エッ？」

　未百合は目をパチパチと瞬またたき、三秒程そのままの体勢で考えていた。

「……ああ！　だったら」

　不意にパアッと弾んだ笑顔に変わり、嬉き々きとして首を玄人に向ける。

「これは玄人君からの贈り物なのね！　もうっ、ぶっきらぼうなふりして、やる事が優しいんだから……。でも嬉うれしい。お肉をプレゼントしてくれるなんて、何かの符ふ牒ちようなのかな。今夜は何かが起こるのかしら？　わたし、ちょっぴり期待しちゃったりなんかして」

（あああ？　何を意味不明な事を言ってんだ、この勘違いちゃんはよ……）

　玄人はジト目で首を横に振った。

「俺はそんなのプレゼントしてねえ。よく考えろ、未百合。一人暮らしで食費を切り詰めてる俺に、そんなばかでかい高級肉をくれてやる余裕があると思うか？」

「そうか……。そういえばそうよね」

　だったらどういう事かしら？　未百合は小首を傾かしげて考え込む。

「放課後ご馳ち走そうしたいから昼食を抜いてくるようにと昨日白奈さんに言われた。そして今日、待っていたのは美お味いしそうなステーキよ。でも料理を作ったのは白しろ奈なさんじゃない。玄人くろと君からの誘惑でもなかった。だとすると」

　未み百ゆ合りはサッと部室の奥を向く。そこには喫きつ茶さ店てんにでもありそうな私物のテーブルにノートＰＣを置き、澄ました顔でキーボードを叩たたいている人がいた。

　大きなヘッドホンを首にかけた彼女は、未百合の視線に気づくと顔を上げて言う。

「違うわ」

「そうよね……」

「わたし、お肉ダメだし」

　そう言って再びＰＣのモニターに顔を向けたのは血ち倉くら知ち里さとといい、淡雪のように白い肌と貴族的な顔立ちが特徴的な美少女だ。アレルギー体質で肉も魚も食べられないが、音楽が好きで特にゴシックメタルは大好物である。気配り上手で性格も優しいところがあり、しかし基本的には冷静で物事をてきぱきこなすタイプなので、最近では部の事務処理を一任されていた。

　血倉と未百合は料理事件部の正式な部員ではないが、白奈の推すい薦せんもあり、玄人の助手としてよくここに出入りしているのである。

　尤もつとも、料理事件部は学園の揉もめ事処理を謳うたってはいるが、実際に依頼人が来る事は殆ほとんど無く、仕事という程の仕事も無いので、実は今も血倉はタイピングソフトでブラインドタッチの練習をしているだけだ。

　とはいえ、来たるべき事務処理に備えるのも必要な事ではある──という風に血倉は割としっかりした考えに基づいて行動する人なのだった。

　さておき、血倉も無関係だと知って未百合はますます困惑顔だ。ナイフとフォークを手にしたまま不思議そうにステーキ皿を眺めて呟つぶやく。

「……だったらこのお肉は？」

「くふふ」

「これって何？　つまりどういう……一体何だっていうんですか、白奈さん？」

「うん、その真相はだね」

　と、その時だ。不意に部室のドアがノックされた。返事を待たずにドアが開け放たれ、元気の良いソプラノボイスが響ひびき渡る。

「こんにちは、皆さん！　その節はお世話になりましたっ」

　ずかずか部室に入ってきてステーキ皿を一いち瞥べつすると、愛らしい垂れ目をパッと大きくする。

「あらまあ！　何だか素敵なお肉がありますね。本官に隠れてご馳ち走そうを食べようだなんて言語道断。即刻逮捕します！　っていうのは冗じよう談だんですが、皆さん相変わらずお暇ひまそう。お変わりなくて何よりです」

「……お前も相変わらずじゃねえか」

「やーだ、そんなに褒ほめないでください、玄人さん！」

　口調は丁てい寧ねいだが内容を聞くと意外とそうでもない──愛くるしいドーリースマイルでビシッと親指を立てたのは二年の赤あか座ざ伊い衣い子こであった。

「そのステーキは未み百ゆ合りのもんだから摘つまみ食いすんなよ。それより何の用だ、赤座」

「はい、実は頼みたい事があってですね。料理事件の依頼なんですが」

「おいおい、またかよ？」

「えへへ。あなた方料理事件部の腕前に惚ほれ込んじゃいましたからね！」

　赤座伊衣子は可か憐れんな風ふう貌ぼうの二年生。玄人くろと達より一つ上の先輩だ。《垂れ目の柔和令嬢》の二つ名で呼ばれているが、警察官を目指していて、割と血の気が多い。

　それはさておき、先日彼女が持ち込んだ事件は謎なぞと不思議が躍おどりに躍るというだけでなく、ちょっとした刃にん傷じよう沙ざ汰たも発生した厄やつ介かいな代しろ物ものだったのだ。そういうのは本職の……お前の親父にでも任せとけよ、と玄人が言おうとすると、

「よーし！　その依頼、我々料理事件部が引き受けよう！」

　白奈が立ち上がり、どむっと胸を叩たたくのだった。

「ちょっと部長。ろくに話も聞かずに……」

「相手はまた宇宙人かい？　それとも宇宙怪物かな？　何にせよ、この町で料理人に敵かなう者はいないよ。美お味いしい料理をご馳ち走そうしてその舌をねじ伏せるのみさ！」

　さあ一体どんな料理事件なんだね、と揉もみ手をしながら勢い込む白奈に、あの事件の元凶は部長だったでしょう、という玄人の突っ込みは届かない。それどころか今や外野も興味津しん々しんだ。未百合と血ち倉くらも何だかんだで暇ひまだったらしく、俄にわかに態度がそわそわしている。

　そして語り出す赤座伊衣子──またしても新たな料理事件が始まってしまったようだ。

（……クソッ。面倒な事になりそうな気がぷんぷんするんだが）

　彼女達が盛り上がる様を見ながら、玄人は半眼で額を押さえていた。




　　　　　　２




　九く森もり町ちよう総合運動公園陸上競技場。

　風かぜ乃の森もり学がく園えんからバスで十五分ほど揺られた所にある陸上スポーツのメッカ──と、以前は言われた場所である。名前が示す通り公園内に付ふ設せつされたこの競技場、かつては名実共にこの界かい隈わいで最大の規模を誇っていたが、二年前に新・九森町総合運動公園という上位互換的ネーミングの施設ができてからというもの、めぼしいスポーツイベントの殆ほとんどがそちらで行われるようになり、切なくも目に見えて客足が減ったという。

　が、それ故ゆえに料金大幅値下げという大おお雑ざつ把ぱな処置がとられ、高校生は五十円──。気兼ねせずに個人練習に励はげみたい陸上部員の間では密ひそかなブームだ。また、職場で出会いのない社会人アスリートの出会いの場としても大いに活用されているという。

　否──そんな微妙過ぎる情報はさておき。

　バスを降りた玄人くろと達は陸上競技場の入口へと歩いていた。強い夏の光に目を細める玄人と未み百ゆ合りに、黒いレースの日傘を差している血ち倉くら。白しろ奈なは風に白衣をなびかせ、赤あか座ざは気持ち良さそうに日差しに身を晒さらしている。

　この見るからに個性的な五人、別に走り込みをする為に来たわけではない。目的は料理事件の捜査──

　先程聞いた赤座伊い衣い子この話によればこうだった。

「わたしの後輩に美み咲さきという女の子がいるんです。あ、中学時代からの友達でですね。もともとは近所に住んでまして、幼い頃はよく一緒に警察官ごっこをした仲なんですけども」

「……や、そんなところから説明すんなよ！　喋しやべってるうちに日が暮れちまう。手っ取り早く要点だけ言ってくれ」

　と、そこで不意に血倉知ち里さとが口を挟はさんだ。

「えっと……美咲さんっていうのは、もしかして空そら野の美咲さんの事かしら？」

「はいはいはい、そうです！」赤座は目を丸くして頷うなずき、「もしかしてご存じでした？」

「同じクラスよ」

　意外なところに話が飛び火した。

「わたし、Ｄ組全員のフルネームを言えるし、漢字でも書けるし。それでなくたって彼女は目立つもの。勿もち論ろん知ってるわ」

　血倉知里は少し前までクラスに馴な染じめなかったが、料理事件部の活躍で溶け込めた。最近は同級生の事情にかなり気を配っているらしく、淀よどみなく説明を始める。

「一年Ｄ組の空野美咲さんは爽さわやかな性格の、色んな意味で美しい女の子よ。体育が得意で足の速さは学年一。それもその筈はず、彼女は陸上部なの。異名は《ビューティフルランナー》。一年生ながらエースとして期待されているみたい」

「へえ、お前のクラスにそんな奴やつがいたなんてな。全然知らなかった」

「本ほん間ま君も顔は知ってる筈よ。我が道を行くタイプのあなたと似たタイプかもしれないわ。走りに関しては物もの凄すごく才能あるの。今年はあと一歩及ばずだったけれど、来年は個人種目でインターハイに出られるかもしれないって専もつぱらの評判よ」

「うむ、その通りだ！」

　城じよう之の内うち白奈が得意げに口を挟んできた。

「夏といえば高校総体！　陸上は先月に県大会があって、まあ、うちの学校はそこで見事に敗退した訳だが……。致し方ない。風かぜ乃の森もり学園は運動が盛んな学校ではないからね。とはいえ、彼女だけはかなりの記録を出したんだ。確かに来年は個人の方でいけるかもしれない」

　何でもよく知ってる奴だな、と玄人は思う。

「ほっ！　わたしは色んな事に首を突っ込むタチだからね。とはいえ、件くだんの美咲さん。最近何だか調子を崩していると小耳に挟はさんだ。ねえ血ち倉くらちゃん、クラスでの様子はどうなんだ？」

「ええ、確かに言う通りね。何だか元気無さそうにしているわ。タイムがどうとか、スタミナがどうとか言っていたような……。ともかく、来年に向けて厳しい練習に取り組んでいるみたいなのよ。そのせいで疲れが溜たまっているみたいな事を言っていたけれど」

「ふむふむ、それは心配だ」

「悩みでもあるのかも……。聞いてあげたら多少は楽になってくれるかしら」

「なるともさ。よーし！　ここは一つ、我々が何とかしてやろう！」

　白しろ奈なと血倉の小気味よい応おう酬しゆうの過程で情報が引き出され、瞬またたく間に方針が決まっていく。

　そして。

「あ、あのぅー……」

　すっかり取り残されている赤あか座ざ伊い衣い子こ。……駄目な依頼人だった。いいんです、きちんと説明しなかったわたしが悪いんです、と若干いじけて独りごちている。それに血倉が気づいて、

「すみません。わたし達だけで盛り上がってしまって。それで赤座先輩の依頼というのは何でしょう？」

「……いやー、大枠は今あなた方が仰おつしやってくれた通りなんですけどね……。後輩の美み咲さきが調子を崩しているみたいなんで、いつものように解決してあげてほしいかなー、と」

「あ、やっぱり」

「何かしらの理由があるっぽいんですよ。ただ彼女、若干ストイックなところがあって、誰にも打ち明けようとしないんです。そこであなた方の事を思い出しまして」

　百戦錬れん磨まの料理事件部さんなら必ずや話を聞き出せるでしょう、と根拠のない確信をこめて言う赤座伊衣子。……そんなに過度な期待をするなよ、と玄人くろとはこめかみを押さえるが、とりあえず皆の勢いに流されて依頼を引き受ける羽目に。

　ステーキを目前に長々と放置プレイをくらっていた未み百ゆ合りは切なげにプルプルしていたが、急いで食べるのも一人部室に残って食べるのも嫌いやだったらしく、肉を冷蔵庫にしまって玄人達についてきた。ステーキとその謎なぞについてはひとまず保留──。

　そして一行は美咲がいつも練習しているという陸上競技場へやってきたのだ。




「ふーん、そうなんだ？」

　彼女はしとどに流れる頰ほおの汗をスポーツタオルで拭ぬぐいながら言った。

「今日もまた料理事件部は人助けのために東西奔ほん走そうしているって訳だね。立派だよ。ほんと、この暑い中わざわざお疲れ様、本ほん間ま玄人君！」

「や、そんな立派なもんじゃねえよ。俺は無理矢理連れて来られただけでだな……」

「謙けん遜そんしなくていいよ。こないだのトマトスパゲティーはお世辞抜きに絶品だったもの」

　またいつか食べたいなっ、と白い歯をキラッと光らせているこの人が件くだんの空そら野の美咲だった。

　競技場に入るとトラックには数える程しか走者がいなかったのですぐに解わかった。それは美み咲さきの方も同じだったようで、玄人くろと達を見つけると素早くコースを外れて駆け寄ってきたのだ。

「キミ達、僕に何か用なのかい？」

「ボク少女！」

　という風に。

　さておき、空そら野の美咲──澄み渡った瞳にしなやかな手足、風もないのにフワリと風になびいているような髪型が特徴的な女の子だ。Ｔシャツではなく、へそ出しの正式な陸上ユニフォームを着ているが、それでもなお美少年にも美少女にも見える不思議な印象の人である。ほっそりしており、仕草はまるでバレリーナのように優雅だ。

[image: ]

「少し瘦やせた？」赤あか座ざが首を傾かしげてそう言うと、

「僕は前からこんなものですよ、赤座先輩」美咲は髪をサラリと搔かき上げる。

「んー、何にしても流石さすがは陸上選手。こうして間近で比べると、スレンダーぶりはわたしと良い勝負だな！」白しろ奈なも感嘆する程だ。

「お肌も凄すごく白いわ。まるで妖精みたい」未み百ゆ合りがこくこく頷うなずいて、「美咲さんって、もしかしたら陸上の精なのかしら……」

「こ、こらこらっ。キミは何を夢見がちな事を言ってるんだい、葉は月づき未百合君。そんな訳ないでしょ。僕は日焼け止めを念入りに塗っているだけだよ」

「日焼け止め？」

「そう。僕はいつでも美しくありたいからね。華か麗れいなストライドやフォームだけじゃない。外見も常に人を惚ほれ惚ぼれさせる美しいランナーでいたいんだ。そのためには紫外線対策もきっちりしておかないと。薔ば薇らは美しく咲く。そして僕は美しく走る女の子でいたい！」

　……うわあ、何か変な事を言い出したぞ、と玄人くろとは思う。

「あ、言っておくけど、僕はナルシストじゃないよ？」

「どの口が言うんだ！」

　思わず大きな声が出た。ぽかんとしている未み百ゆ合りに代わって玄人が突っ込んだのだ。

「本当だよ。僕は決してナルシストじゃない。ただ自分が美しいと思っているだけで」

「……や、それをナルシストっていうんじゃねえのか？」

「何にしても、これは僕なりのイメージトレーニング法なんだよ。美しい僕が美しく走っている理想の姿を想像して技術を高める。フィギュアスケートの選手なんかは皆やってるよ。それにおばあちゃんにもよく言われているんだ。美み咲さきは薔薇のように美しく咲くランナーになりなさい、とね」

　美しくあれと思えば美しくなる。料理心理学で言うところのピグマリオン効果……いや、それは深読みし過ぎだろう。ちなみに美咲の祖母（某ぼう女子駅伝に出場経験あり）は未いまだ健在で、足腰もしっかりしているという。

　つくづく風かぜ乃の森もり学園には変な奴やつが多いな、と思いながら玄人は頭をボリボリ搔かき、

「……で、俺達は一体何を食わせればいいんだ？」

　と、言った。

「えっと、それはどういう意味だい、本ほん間ま玄人君？」

「お前最近スランプっていうか、調子を崩くずしてるんだろ？　その辺のくだりを話せよ」

　すると彼女は細い眉まゆを寄せ、サッと口を閉ざすのだった。

「ちょっと美咲……」赤あか座ざが口を挟はさんだ。「せっかく料理事件部さん達が来てくれたのに」

「美咲さん、遠慮する事ないわ。わたし達クラスメイトでしょう」血ち倉くらも口添えする。

「いや……。赤座先輩や血倉さんには申し訳ないけど、これはあくまでも僕の問題だから。料理事件部の人達には関係ないよ。自力で解決する」

　他人に頼るのは美しい行為とは言えないもの──と美咲は影のある表情で言い、その雰囲気に引き込まれて未百合が、これが美というものなの……と呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。キーッ、ほんとにこの子は融通がきかないですっ、と赤座はその場で地団駄を踏み、随ずい分ぶんと自立心が強い人なんだなあ、と白しろ奈なは腰に手を当てて笑っている。……陸上競技場の一角が奇人変人ワールドと化しつつあるが、玄人はその空気を振り払うように、

「ったく、ほんと面めん倒どう臭くせえな。いいから話せよ、空そら野の美咲。他人に全く頼らずに生きてる奴なんてこの世にいねえんだ。ていうか、ここまで来といて、はいそうですかって素直に帰れるか。それじゃ話が進まねえだろ」

「いや、でもこれは本当にキミ達には関係ない事で。多分どうにもできないと思うし……」

「できる。この手の料理事件にはお約束のパターンって物があってだな。俺ら料理人はそれを熟知してんだよ。大方お前、体力付けようとして変なもん食ってんだろ？　激げき辛から料理とかマムシとかスッポンとかよ」

「ううん、そんな事ない。最近は野菜ばっかり食べてるよ」

「ほんとかあ？　生の大蒜にんにくを摺すり下ろして食ってたりしねえだろうな。ああいうのは確かに精がつくが、料理法次第じゃ夏バテの原因にもなるんだぞ？　いいからとにかく言っちまえ」

「いや、だからその……」

　と、出し抜けに玄人くろとを見上げる美み咲さきの頰ほおが不意にぽっと赤らんだ。

「そこまでして僕に関わろうとするなんて。まさかキミ、僕の事が──？」

「あ？」

　何を言い出すんだ、と玄人は思う。

「ダ、ダメだよ！」美咲はカアッと頰を染めて首を横に振り、「キミはその、確かに魅力的な男子だとは思う……。だけど僕の事も考えてくれっ。僕の美しさは少年と少女の間を駆け抜ける刹せつ那なの中間的な美しさ！　もう少し今のまま咲いていたい。キミの気持ちは嬉うれしいが、まだその思いを受け入れて普通の女の子になる訳には！」

「……見かけによらずマジで面めん倒どう臭くさい奴やつだな、お前は」

　思わず半眼になる玄人の背後では、葉は月づき未み百ゆ合りが青い顔で震えながらブツブツ言っていた。

「どうしよう。玄人君が危険な道に引き込まれちゃう。あぁ、だめ……。いけないわ。わたしの好いい人を誘惑しないで。たぶらかさないで……」

　未百合の狼ろう狽ばいぶりに釣つられて血ち倉くらまでが眉まゆを寄せ、不安げに口を押さえたりして、混迷を極めるこの状況──カオスとしか言いようがない。

「ほっ！　じゃあこうしよう！」

　不意に白しろ奈なが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「駆けっこで対決して、わたしが勝ったら事情を話す。キミが勝ったら我々は帰る。そんな感じでどう？　シンプルで解りやすくないか？」

　一同ポカーンと水を打ったように静まり返る。……そりゃそうだ。美咲がスランプの理由を話す事と競走する事には何の関係もない。とはいえ、白奈は得意満面、いかにも良い知恵を出したと言いたげだ。にんまりと笑み、その残念ぶりを遺い憾かんなく発揮している。

　やれやれ、こんな安っぽい挑発に乗る奴がいるかよ、と玄人が呆あきれ返っていると、

「うふふ、それ面おも白しろいね！」

「え？」

「ビューティフル！　いいよ。その勝負、美しく受けて立とう！」

　もっと残念な事にその挑発に容易たやすくのってしまう空そら野の美み咲さきがいるのだった。玄人くろとは両手で頭を抱え、しばらく勝手にやらせておこうと思う。

　かくして陸上部のビューティフルランナーこと空野美咲ＶＳ料理事件部発起人、城じよう之の内うち白しろ奈なの突発的な対決が始まった。




「よりにもよって短距離で勝負を挑むなんてね。僕が一番得意な種目なのに……」

「料理人をあまり甘く見ない方がいい。わたしは必ず勝つよ、美咲ちゃん！」

　勝負の方法は百メートル競走だ。玄人がスタートの合図をし、ゴール地点でストップウォッチを構えている血ち倉くらが勝者を判別する。ルールはいたって単純だが、それだけに小細工をする余地が無く、ましてや美咲は短距離ランナーらしいのでここは長距離で勝負すべきでは？　と玄人としては思うのだが、どうなのか。実は白奈の運動神経も尋じん常じようではなく、廃工場の頂上からバンジージャンプくらいは軽くやってのけるのだ。

「くふふ、わたしは瞬発力には自信がある。とはいえ、スタミナはそれ程でもないからね。この方法で勝負するのがベストさ」

「でも相手は本職ですよ。勝算はあるんですか、部長？」

「心配ないよ、ボス。こちらには我が家に伝わる秘伝の策──城之内流妖術がある」

「何すかそれ!?」

　変なの出てきた！　と玄人は思う。

「ちょっと部長……。言っときますけど、空気読まない真似はしないでくださいよ？　これは料理の話なんだから。俺達は普通の高校生で、あくまでも一介の料理人なんですからね？」

「くふふ、まあ安心して見ていたまえ」

　二人がスタートラインに立った。

　美咲は妖精さながらリズミカルにその場でステップを踏み、凜り々りしく引き締まった顔つき。一方の白奈は愛用の白衣を脱ぎ──すると何故か下は制服ではなく体操服だった。いつの間に着替えたんだ！　と玄人は突っ込むが、まさかこれが妖術というオチではあるまい。

「位置について」

　玄人の言葉に二人が屈かがんだ。

「よーい……」

　二人は両手を地面につき、お尻しりを高く持ち上げて前を見る。いわゆるクラウチングスタートの格好だ。美咲は当然だが、白奈のポーズもかなり様になっていて期待が高まる。これはひょっとしたらひょっとするのかと思い、玄人はスタートと叫ぼうとするが──。

　その時、事件は起こった。

「ぶうううっ」

　とても派手な音が轟とどろいたのだ。

　玄人くろとは殺意を覚えた。

（あの野郎──）

（やりやがった）

（ヒロインが人前でやってはいけない事を遂にやりやがったっ！）

　まさしくフリーダム。城じよう之の内うち白しろ奈なという女、自由にも程がある──。その思いは全員共通らしく、美み咲さきは勿もち論ろん、ゴール地点で待機している未み百ゆ合りと血ち倉くらと赤あか座ざも顔面蒼そう白はくと化している。

　だが、それこそが白奈の狙ねらい。

「……何っ？」

　目を凝こらせば、白奈は唇に片手の甲を押しつけていた。

　そう、放ほう屁ひ音おんではなく──勢い良く空気を吐はき出して類似の音を出しただけ。つまりこれはフェイク！　美少女の尊厳は断固として守られたまま──か、どうかは知らないが、白奈は裂れつ帛ぱくの気合いと共に走り出し、直後に美咲はハッと我に返ったのだ。

「こ、小こ狡ずるい真似を……っ！」

「やーい、引っ掛かったあ！」

「小学生か！」

　美しくない、こんなの全然ビューティフルじゃないぞっ、と出遅れた美咲は大だい憤ふん慨がいだ。気合いを漲みなぎらせ、大きく息を吸い込んで白奈の後を追いかける。

　が、数メートルもいかないうちに突然噎むせ返った。

「ゴフッ!?」

　げほっごほっと鼻を押さえて激しく咳せき込む空そら野の美咲──目に涙を浮かべて呼吸困難に陥おちいっている。彼女に何が起こったのか？　ここからでは何が起きているのかよく見えないが、

（そうか……）

　玄人は理解した。

（一発目は只ただのフェイクじゃなかったのか）

　音のない二発目──それを見舞う事こそが白奈の真の狙いだったのだ。さりげなく、やったのだろう。美咲が今苦しんでいるのは油断していたところにそれを吸い込んだせい。──一般的に無音の時の方が臭気が強いと言われている。白奈、恐ろしい子。尻しりから発する攻撃である以上、相手の前に出なければ顔に見舞う事はできない。だからこそスタートダッシュの時に驚かせて先んじる事と、また、怒らせて興奮させる事で吸い込みを促そく進しんするという二重の効果が最初のフェイクにはあったのだ。

　人を惑わせ翻ほん弄ろうする、まさに妖術──。

（って、おい。……何を真ま面じ目めにこんな考察をしてるんだ、俺は）

　とはいえ、勝負はついた。ビューティフルランナーは必死に追い上げたが、ぎりぎりで追いつく事ができず、何だかんだで結構足が速い白奈が先にゴールしたのだった。




「ふうーっ！　嫌いやだなボス、誤解しないでくれ。わたしは別にオナラなんかしていない」

　走り終わった白しろ奈なは勝ち誇った顔でそんな風に言った。

「……しゃあしゃあとよくもそんな事を。だったらさっきのは何だったんですか」

「これこれ」

　そう言って白奈は今まさに着ようと手にしていた白衣をばさりと広げてみせた。

「な、何じゃこりゃあああっ？」

　殉じゆん職しよくする刑事のような台詞せりふを言う玄人くろと。それくらい驚いた。白奈の白衣の内側は隠しポケットだらけで──そこには変な器具がごまんと収納されていたのだ。菜さい箸ばしや計量スプーンといった調理器具あり、調味料が詰まった小袋あり、とバラエティに富んでいる。

「くふふ。コートの中に大量のメスを仕込んで持ち歩く外科医の如ごとく、必要な物を携けい帯たいして有事に備える。それが城じよう之の内うち流妖術の真しん髄ずいさ！」

　確かに妖しい術だった。

「成程。それが料理事件部発起人、城之内白奈の真の凄すごさ……って、何でですかー」

　らしくもないノリ突っ込みをする玄人。色んな意味でペースを乱されている。

「さっき使ったのはこれだよ、ボス。白奈特製匂におい袋！」

「匂い袋ぉ？　それって確か、部屋に飾って虫よけにしたりする──」

　否、別物であろう。白びやく檀だんや丁ちよう字じといった天然香料を布袋に詰めて香りを楽しむのが匂い袋だが、白奈が取り出したのは銀色に輝く小型のアルミパックなのだ。自作品である。

　渡された袋の口を開け、玄人はそっと鼻に近づけた。

「臭くせえっ？　何だこれ！」

「凄いだろう？　スカンクも驚く傍はた迷惑な代しろ物ものさ。言うなれば、鼻つまみもの……だよ」

「うまい事言ったみたいな顔すんな！　自分で作ったんだろ！」

　先程の勝負で白奈はこれを使ったのだった。隠し持っていたこの袋をさりげなく開け、匂いを美み咲さきの走行ルートに撒まき散らすという、まあお世辞にも正々堂々とは言い難がたい。

　とはいえ、何だかんだで恙つつがなく事を運んだ訳だから、白奈は大した奴やつである。

「ん？　これをどうやって作ったかって？　くふふ、単純単純。古今東西の匂う物をひたすら混ぜて乾燥させたんだ。薬草系が多いね。ドクダミ、コリアンダー、大蒜にんにく、ドリアン……」

「そんな事聞いちゃいませんよ。与太話はその辺にして、さあ美咲、約束は約束だ」

「わ、解わかったよ……。これ以上変な事をされたくないし、負けた言い訳するのもビューティフルじゃないからね。話すよ」

　玄人達はコンコースの階段を上ってスタンドに移動。ベンチに腰掛けた美咲を皆で囲んだ。

「だけどお願い、誰にも言わないで。《魔術師》の事は秘密にしているから」

「魔術師……？」

　何だそれは、と目を丸くする玄人くろとに美み咲さきはこう語った。




　九く森もり町ちようの外れに《九森銀ぎん座ざ》という商店街がある。地方にはよくあるネーミングだが、九森銀座もご多分に漏もれず、東京の銀座とはかけ離れた雰囲気で、良く言えば風ふ情ぜいがある。

　そんな九森銀座のダーティかつ寂れた裏通りに最近謎の占い師が出没するという。凄すご腕うでにして料金無料。とにかく稀まれに現れ、あらゆる事をピタリと当てると評判のその人物が、通称《魔術師》だ。魔法じみた占いの力で人を幸福に導くらしい。

「最初は僕も噂うわさ話ばなしとか都市伝説の類だと思ってた。でも、うちの学校でもチラホラ占ってもらった人がいて、凄すごく効果があったって口を揃そろえて言うんだよ。実際、ネットで調べてみると魔術師のおかげで開運したって人は凄く沢たく山さんいるんだ。それでずっと気になっていた。何が何でもって訳じゃないけど、機会があれば一度試してみたい。もっと良いタイムを出せるように開運してほしい……ぐらいには思ってたんだ」

「ふうむ」

　美咲は狐きつねにつままれたような玄人の顔を一いち瞥べつし、コホンと咳せき払ばらいして続けた。

「あれは今月の初め、木曜の放課後の事だよ……。丁度その前日から僕、ものもらいができていてさ。眼帯をしてるとコースを曲がる時に危ないから、練習を休んで眼科に行ったんだ」

「まあ片目だと距離感が摑つかみにくいからな。で？」

「で、眼科に行った帰りに九森銀座に寄ってみた。そしたら何と遭遇してしまったんだ。噂の凄腕占い師、通称《魔術師》にね」

　なかなか会えないって評判だから、そういう意味では幸運だったんだけど、と浮かない顔で言う美咲。唇の端を軽く嚙かんで悄しよう然ぜんとした様子である。

「占ってもらったのか？」玄人は訊きいた。

「うん……」

　美咲は伏し目がちに答える。

　何だか知らないが、余程酷ひどい事を言われたらしい。仕方ねえな、と思いながら玄人はボリボリ頭を搔かいて、

「気にすんな、美咲。占いはあくまでも占いだ。悪い事を言われたらスルーして、良い事を言われた時だけ喜んでおけばいいんだよ」

　ところが玄人の励はげましに美咲はゆっくり首を横に振るのだった。

「……いや、占い自体には何も問題なかったんだ。色んな事を言われたけど、凄く良く当たっていた。素敵なアドバイスも沢山貰もらえたし、評判になるのも当然だと思ったよ。でも最後に何だか変な事をされたみたいで」

「変な事？」

「いや、どう言えばいいんだろう。こういう表現はおかしいかもしれないけど」

　魔法、と美み咲さきは小声で言った。──何かまじないじみた物をかけられたという。

「はああ……？　魔法ってどういうこったよ？」

「帰り際に魔術師が言ったんだ。『これから御お主ぬしに魔法をかける。日を追うごとに御主の望む物がどんどん出てくる。どんどん望む通りの自分になれる』ってね。そして彼は僕の肩にぽんと手を置いた。次第に目の前がぼんやりしてきた。夢見心地って言ったらいいのかな。凄すごく気分が良くなって……気づけば僕はいつの間にかその場を離れ、駅に向かって歩いていたんだ」

　その辺の記憶ははっきりしないらしい。

「マジかよ……？」

　このご時世に魔法とは。

　とはいえ、それを契機に美咲の調子は変になったのだという。

　翌日は走れど走れど速度が上がらず、そのまた翌日も同様だ。日増しに遅くなるばかりで、この二週間で美咲のタイムはがくんと落ちた。今では自身の最低記録を塗り替える日々で、来年インターハイに出るどころではなくなってしまったのだ、と彼女はしょんぼりと語る。

　玄人くろと達には速そうに見えたが、やはり素人しろうと目線だったようだ。

「何とかスランプを脱出しようと僕なりに頑張ってるんだ。でもスピードだけじゃなく、スタミナも無くなっちゃって。走ってるとすぐにバテちゃう。夜はしっかり寝てるし、食事にも気を遣ってるのに……。こんなの全然ビューティフルじゃない。こんな事って有り得ないよ！」

　魔術師に何かされたせいだ、と美咲は呻うめく。メンタルな問題としか考えられない、と。

「こういうのって結構デリケートな問題でさ。スポーツ選手にとって精神面の脆もろさは付け込まれる恰かつ好こうの隙すきになる。個人同士が抜きつ抜かれつのデッドヒートを繰り広げる陸上競技では特にね。だからこの事は秘密にしていたんだ。お願いだよ、できれば誰にも言わないで」

「ああ、そりゃ誰にも言わねえが」

　玄人は額を押さえて思う。……何だってこんな怪しい依頼ばかりが舞い込んでくるんだ？

　しかも占い師だとか魔術師だとか、今回は料理と無関係だろう。完全に便利屋扱いか。最初にこの話を持ち込んだ赤あか座ざ伊い衣い子こに文句を言ってやりたいが、しかし、今はそういう雰囲気ではないのだった。良い意味でも悪い意味でもここにいるのはお人ひと好よし揃ぞろいで、未み百ゆ合りも白しろ奈なも血ち倉くらも赤座も懸命に美咲を励はげましている。心配ないわ、ここにいるハードボイルド料理人の玄人君がきっと何とかしてくれるから、と。

（……一体俺に何を期待してるんだ）

　そもそも俺のどこがハードボイルドなんだよ、と思いながら玄人は言う。

「なあ、基本的な事を訊ききたいんだが、お前ら解ってる？　俺はちょっと腕が立つだけの料理人なんだぞ？　美お味いしい物なら作れるが、トラブルを何でも解決できるって訳じゃあ……」

「さあて！　今回は人数も多いし、二手に分かれて動く事にしようか！」

　凄すさまじいまでのスルーぶりを披ひ露ろうして白奈が立ち上がった。白衣をバサバサとなびかせて、この女ノリノリだ。空中で何か摑つかむような格好のまま固まっている玄人くろとの髪をひゅうっと夏風がなぶっていく。

「まずは美み咲さきちゃんの心身についてだが、これはわたしが担当しよう。城じよう之の内うち家に伝わる食事療法を色々と試してみるつもりだ」

「うわあ……。ちょっと部長、また頓とん狂きような真似をするつもりじゃないでしょうね？」

「ん？　とりあえず基本から攻めるつもりだけど。メンタルというのは脳内の神経分ぶん泌ぴつ物質の働きに左右されるからね。このバランスを安定させるにはトリプトファンが豊富に含まれる大豆、バナナ、牛乳、チーズなんかを多めに摂とると良い。そうすれば精神を安定させるホルモンであるところのセロトニンが作られやすくなる」

　存外まともだ。思わず鼻白む玄人だった。

「あらまあ！　それ全部、わたしの好きな物ばっかりです」赤あか座ざ伊い衣い子こが話に食いつく。「わたし、牛乳もビシソワーズもジョッキでがぶがぶいけますし」

「え？　わたしはビシソワーズなんて一言も言ってないんだが……しかしあれも材料を鑑かんがみれば、相当トリプトファンが豊富そうではある。よし！　それじゃあ赤座ちゃん、君はわたしと同じチームだね。占い師の方はボスに任せたっ！」

　好き勝手に仕切っている白奈。面めん倒どう臭くさい事をこっちに振るなよ、と抗議しようとした玄人だが、ふと気配を感じて横を見た。思わず、「……うぉう？」

　──未み百ゆ合りと血ち倉くらが仲間になりたそうにこちらを見ている。

「玄人君、わたし頑張るわ。何でも言いつけて」うっとりと目を細めて言う未百合。

「わたしもよ。絶対あなたの役に立つわ」血倉も気の強そうな目をキラキラさせている。

「……二人とも何でそんなにやる気まんまんなのっ？」

　未百合と血倉は互いにチラッと視線を交わしたが、結局何も言わなかった。まあ困っている美咲を助けたいという優しい気持ちの表れなんだろう、と玄人は思う。

「じゃあ決まり。ボスは助手を二人連れて九く森もり銀ぎん座ざの調査に向かってくれ」

「「はーい！」」

　と、声を揃そろえて言う未百合と血倉。もう断れる流れではなく、玄人は眉み間けんをぐりぐり揉もむ。こうして世にも奇妙な『魔術師事件』が幕を開けたのだ──。
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「知ってる知ってる！　九森銀座に出しゆつ没ぼつする占い師でしょ。何か凄すごく当たるんだってね！」

「あら。あなた会った事があるのかしら？」

「や、あたしはないんだけどね。友達の友達の友達が占ってもらったらしくて」

「それって……他人よね？」

　ＳＮＳの話じゃないのよ、と咳せき払ばらいして質問を続ける血ち倉くら知ち里さと。いまいち胡う乱ろんな情報提供者は、あたしは友達の友達まで日記を公開してる、と訊きいてもいない事を教えてくれる。

　玄人くろとと未み百ゆ合りと血倉は競技場からバスで学園に戻り、例の占い師について聞き込みをしていた。九く森もり銀ぎん座ざが方角的に正反対だったからだ。

　七月の放課後はまだまだ明るく、放課後の校舎にはかなり生徒が残っている。美み咲さきの話では風かぜ乃の森もり学園にも占ってもらった人がチラホラいるという話だったから、物は試し。こういう事なら任せて頂ちよう戴だい、と血倉が率先して色んな生徒に訊いて回っているのだった。

　先程までの濃過ぎる面子メンツの中では目立たなかったが、血倉は実は気配り上手で、その気になると要領が良い。今のわたしはちゃんと存在感をアピールできているわ、と言いたげな充実した顔で走り回り──情報収集を終えた彼女は息を弾はずませ、玄人と未百合のもとへ戻ってきた。

「大体完了！　報告するわ」

　得意げに人差し指を立てて言う。

「かなりの人が魔術師について知っていたけれど、実際に占ってもらった人は少数よ。美咲さんが言っていた程じゃなかったわ」

「話に尾ひれがついた訳か」玄人は言う。

「ええ、殆ほとんどの人が仄そく聞ぶんを自分の体験談のように語っていただけ。ありがちな話だけれどね。でも、実際に占ってもらった人も二人いたわ。彼女達の話によれば料金なんかは取らないそうよ。何が目的なのか気になるところだけれど、やっぱり腕は相当に良いらしいわ」

　どうしてそんな事が解わかるのかとびっくりするくらい、その占い師は様々な事を当てるという。占ってもらった彼女達は大仰天。そして素敵なアドバイスを沢たく山さん貰もらい、とてもハッピーな気持ちになった──この感想は美咲とも共通する物だから、おそらく基本的にそういう活動をしているのだろう。

　特に変な……まじないじみた真似はされなかったようだ。むしろ、恋が叶かなった、憧あこがれの彼と結ばれた、等と思わぬ御ご利り益やくがあったらしい。

（だとすれば、美咲だけがそいつの被ひ害がいに遭あった事になる）

　何な故ぜなんだ……？

　と、眉まゆを顰ひそめる玄人の前で血倉は流りゆう暢ちように語り続ける。

「魔術師が出没する場所と時間は本当にまちまちみたいね。占ってもらった二人はその手の事が相当好きらしくて、九森銀座に毎日通い詰めてようやく会えたって言っていたけれど、遭遇した場所も時間も全然違っていたから。うん、これはわたし達も気長に張り込むしかないと思うわ。ねえ、本ほん間ま君。これから九森銀座に行って軽く下見しない？　そして明日からはタイムテーブルを決めて、手分けして張り込みするとか……。あの、未百合さんはどう思う？」

　何やらひどく深刻な顔をしている未百合に気づいて血倉が話を振った。若干のんびりしたところのある彼女が話についてこれていないのでは？　と気遣ったのだが、

「恋が叶かなった……」ボソッと呟つぶやく未み百ゆ合り。

「え？」

「憧あこがれの彼と結ばれた……」ボソッ。

　話はしっかり聞いていたらしいが、予想外の勘違い美少女、葉は月づき未百合は明らかに別な事を考えていたご様子だ。小声で独りごちながら頰ほおをほんのり赤く染めている。

「御利益……。縁結び……」

「ちょっと、未百合さん？」

「良縁……。子宝……」

（やーれやれやれやれやれ）

　玄人くろとは思わずジト目になる。未百合は黒目がちの瞳を潤うるませ、すっかり自分の世界に浸ひたっていた。長い黒髪に指を絡めた夢見心地の大和やまと撫子なでしこ。占い師に何の御利益を期待しているのか、ぽうっとしながら気の早い言葉を紡つむぎ続ける。

「一人っ子だと寂しいものね。ウン……やっぱり安産祈願よ。わたし、赤ちゃんはいっぱい産みたい……」

「ちょっと未百合さん！　家族計画立てないでぇ！」血ち倉くらが泣き笑いのような顔で言う。

　未百合は大家族に憧れがあるのだ──

　が、それは今の状況とは全く関係ない。玄人は冷や汗を拭ぬぐって言った。

「……とりあえず九く森もり銀ぎん座ざに行ってみるか。急げば明るいうちに着くだろ」
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　現場に着いたらまずは周辺の見回り。どこにどんな施設があるか把は握あくして面倒事に備える。拠点を決めよう。長時間いても平気な喫きつ茶さ店てんが良い。張り込みは二人一組で行う事にして、残った一人はタイムテーブルに従い、そこで休きゆう憩けいを取る──。

　と、道すがら立てていた血倉のプランは初しよっ端ぱなから不要の物となった。

「ねえ、魔術師ってあの人じゃない？」

「おそらく、もしかしたら……」

「いや、どう見てもあいつだろ」

　と、玄人は突っ込む。

　いきなり出くわしてしまったのだ──世にも怪しい風ふう采さいの人物に。

　九森銀座は駅から徒歩五分、昭和の雰囲気を色濃く残す、閑散とした飲食店街だった。

　既すでに辺りは薄暗く、立ち並ぶ建物の壁も負けず劣らず黒く煤すすけている。定食屋、居酒屋、ホルモン焼き店、脈絡なく並んでいる床屋の看板がどこかシュールだ。いわゆる隠れ家的な感じの店が多いが、デートで訪れるのはやめておけ──と、助言したくなるような所である。

「ふん、案外こういう場所に美う味まい店があったりするんだよ」

　と、ポケットに手を突っ込んで無造作に進んでいく玄人くろとの後ろを未み百ゆ合りと血ち倉くらがキョロキョロしながらついていき、角を曲がると閉鎖された何かの店舗があった。そのシャッター前に怪人物がいたのだった。

（……さて、どうしたもんか）

　そいつは黒いフードを深々とかぶっていて顔は見えず、長い髭ひげを垂らしている。路上に小さなテーブルを出し、その上に水晶玉を置いて、猫背気味に椅い子すに座っていた。傍そばに置かれた立て看板に占いをする旨むねが書かれているから、彼が噂うわさの魔術師らしいが、少々……いや、かなり近づきがたい濃厚な怪しさなのだ。

「これこれ、そこの人達」

「「「喋しやべった！」」」

　不意に怪人物が玄人達三人を手招きした。

「わしの事を捜していたのじゃろう？　わざわざご苦労じゃった。何もとって食ったりはせんから、遠えん慮りよしないで来るがよい。何でも占ってしんぜよう」

　玄人達は顔を見合わせる。……胡う散さん臭くさすぎるだろう。血倉は警けい戒かいするように眉まゆを寄せ、未百合は、どうして捜していた事が解ったのかしら、と不思議そうに首を傾かしげている。

（しかし、何か違和感があるな）

　玄人は思う。──声にどことなく変な感じが。何だろう？　しわがれた老人風ではあるのだが、反響の仕方がおかしいというか。

「さあさあ、いいからこっちに来なされ。黒髪の可愛かわいらしいお嬢さんよ」

「え、わたしっ？」未百合がビクッと肩を持ち上げ、「あ、あのっ……。あなたが魔術師さんなんですか？」

「いかにも。わしが悩める人々を救いに導く幸福の魔術師じゃ。御お主ぬし、何か強く望んでいる事があるじゃろう？　わしが未来を見てやっても良いぞ。幸せというのは求める人のところにやってくるが、逆に言うと求めなければ幸せはやってこないのじゃ。さあ、おいで」

　ふぉふぉふぉふぉ！

　未百合は花に向かう蝶ちようのようにふらふらと魔術師に近づいていき、テーブルを挟はさんで椅子に座る。幸せという言葉に弱い女の子なのだ。しょうがねえなと思いつつ、玄人と血倉も彼女の後ろに控え──そして占いが始まった。




「あの、お手柔らかに……。よろしくお願いします」未百合は髪を押さえて頭を下げた。

　うむ、と重々しく魔術師は頷うなずくと、テーブル中央に置いていた水晶玉を脇わきに寄せ、かぶりつくように身を乗り出した。あれ、水晶玉は使わないんですか、と質問する未百合に、

「ふぉふぉふぉ。人の運命を見抜くのに道具は必要ない。人間を見抜くのは人間じゃ」

　身も蓋ふたもない事を言う。──水晶玉は客寄せ用の小道具だったらしい。

「それではお嬢さん、名前と生年月日と血液型を教えてくれ」

　若干おどおどしながら未み百ゆ合りが問いに答えた。魔術師は得心げに頷うなずく。

「ふむふむ、という事は山や羊ぎ座ざじゃな。山羊座は土星に支配されておる。成程成程。大体の事は解わかったぞよ！」

「あの……。エエッ？」

　もう解ったんですか、と戸惑いがちに言う未百合。魔術師は事も無げに言う。

「御主は素直で正直で、お淑しとやかに見えるが、意外に冒険心があるのう。かよわく見られがちだが、本当は我慢強い。じっくり時間をかけて物事に取り組むと成果を出せるタイプじゃ」

「……」

　未百合は不安そうに小さく喉のどを鳴らして魔術師を見た。この人は只ただ者ものではないと思っているのだろう。とはいえ、それは玄人くろとも同様だ。前方の怪人物を睨にらむように見て思う。

（こいつ……）

（口で喋しやべってねえ）

　玄人だけが気づいた。魔術師の顔はフードですっぽり隠れ、長い髭が見えているだけなのだが、その髭ひげが全く振動していない。先程の違和感の正体がそれで解る。

（魔術師ってのはよく言ったもんだ。こいつは只の怪しい奴やつじゃねえ。少なくとも腹話術師のスキルがある）

　──気をつけろよ、未百合。

　後ろで警けい戒かい心しんを強めた玄人の気配が伝わったのか、未百合の細い肩が持ち上がった──ついふらふらと誘いに乗ってしまったが、どうしよう。迂う闊かつに何でも教えたら危険かもしれないし、個人情報の開示には注意しないと、という未百合の心の声が聞こえてくるようだ。

　ところが。

「ふぉふぉ！　そんなに一生懸命身を堅くして。御主はしっかり者じゃのう！」

「ハイッ？　……わ、わたしが？」

　予想外。出し抜けに魔術師が意外なところを持ち上げてきたのだ。

「只の占いにそこまで大おお仰ぎように緊張するとは……大したもんじゃのう！　そのぴりぴりした警戒ぶりは御主の根がしっかり者である事の何よりの証明じゃ。いやはや偉えらい。実に立派じゃ！」

　派手な賞賛の言葉に未百合が瞳を大きくしている。──それはそうだろう。彼女は普段からおっとりしている、のんびりしている、ほんわかしている、トロトロしている、と評される事はあってもその逆はあまり無いからだ。

　未百合はくすりと微笑ほほえんだ。持ち上がっていた肩がスッと下がる。

「あの……それも占いですか、魔術師さん？　だとしたら今度のはちょっぴり外れてるかも。ン、確かにわたし、自分ではしっかり者のつもりよ。今だって警戒心を高めまくっているわ。よく友達から未み百ゆ合りは隙すきだらけって言われるけど、全然そんな事は無いと思ってるの」

「うむうむ、皆は御主の事を十全に理解できていないようじゃ。だがそれは些さ事じに過ぎん。肝心なのは御主が自分をどう思っているかという事じゃよ。安心せい。御主のぴりっとした警けい戒かいぶりは実にあっぱれな物じゃ！」

　すると未百合は満更でもなさそうにモジモジと体を動かすのだった。──照れている。

「さて、余談はこの辺にしておこうか。そろそろ御主が今最も望んでいる事について教えてしんぜよう」

「あ、はい。そうですね。わたしが今一番気になっている事は、その……」

　未百合は声を小さくして俯うつむくと顔を赤らめた。魔術師の顔が一いつ瞬しゆんチラッと玄人くろとに向けられる。何だろう？　魔術師はすぐに元の体勢に戻ってこう言った。

「実は言われなくても解っておる。恋愛関係じゃろう。恋の悩み。そうではないか？」

「ど、どうしてそんな事まで解っちゃうのっ？」未百合は背筋を伸ばした。「魔術師さんって本当に凄すごいわ！　確かにわたし、子供の頃からずっと想ってる人がいるんです！」

「子供の頃からの想い人な訳じゃな。ふむふむ、それはつまり──」

　不意に魔術師は口を噤つぐんだ。

　一方の未百合はキョトン。目を瞬またたき、しばらく胸に手を当てて考え込むようにしていたが、

「それはつまり、子供の頃からの片想いって事になるんですけど」

　と、モジモジ華きや奢しやな体をくねらせて言った。

「ふむふむ、一途な恋心を伝えられていない訳じゃな。だから──」

　と、またしても口を閉ざす魔術師。未百合は先程と同じように少し考え、

「だから、いつか告白した方がいいと思ってるんですけど」

「ふむふむ、告白には及べていない訳じゃな。何な故ぜかというと──」

「何故かというと……えっと、不安だから。あっさり断られるんじゃないかと思うと、なかなか踏ん切りがつかなくて」

「ふむふむ、その理由はというと──」

「だって、彼って凄いんです！　タフで優しくてユーモアのセンスがあって、何でもできちゃうハードボイルドな人なんだもの。日本中の女の子が彼の事を狙ねらってる……。あの人を我が物にしようと女の子達はいつも気が変になるくらいウズウズしながら色んな事を考えまくっているんですっ」

　そんな凄過ぎる彼にわたしは釣り合っていないような気がして──と吐と息いき混じりに言う未百合の後ろでは玄人が腕組みしてその話を聞いていた。

（おいおいおい、あいつ、ちょっと思い込みが激し過ぎるだろ）

（しかしマジかよ？　未百合の奴やつ、好きなヤツがいるのか？　そんなに凄い男なのか）

（まあ俺には関係ねえが）

（いや、本当はちょっとだけ気になるが。……ふん、これは単なる興味ってやつだ。幼おさな馴な染じみが変な男に引っ掛かって泣き喚わめく羽目になったら寝覚めが悪い）

　仏ぶつ頂ちよう面づらでそんな事を考えている。

（だが話をよく聞くとあれだな。タフで優しくてハードボイルドな男……？　そんな奴やつが現実にいる訳ねえ。本好きの未み百ゆ合りの事だから、おそらく小説に出てくる登場人物にでも恋しちまっているんだろう）

　多分フィリップなんちゃらって奴だな、と結論づけて一人うんうんと頷うなずく玄人くろと。我が道を行くタイプだから仕方ない。

　一方、未百合は訥とつ々とつと語り続けている。

「で、でも……そうですね。今思い出したわ。わたしにも一つ取り柄がある。彼がそれを教えてくれたんです。だから、これだけは凄すご過すぎる彼にもばっちり釣つり合っちゃうと思います」

「ふむふむ、それはずばり──」

「む……胸っ！」

　吐はき出すように答える未百合。ああっ、言っちゃったあ！　と恥はずかしそうに両手で顔を覆おおっても発した言葉は戻せない。そんな愉快な様を見ながら、ふぉふぉふぉ、と魔術師は笑い、

「心配無用。御主の想い人はまさにそれを欲しているからこそ告げたのじゃ。その男は随ずい分ぶんと支配的な肉食系のようだから、御主の巨乳が大好物じゃよ。二人の相性は最高じゃ！」

「えええっ？」未百合がビクンと体を縦に揺らし、キャーッと黄色い声をあげる。

「必ずやうまくいく。御主は自分のおっぱいに自信を持つと良い。否、むしろ隙すきを見て押しつけてしまえ！」

「そんな……大胆！」

「必ずや相手はクラクラになるじゃろう！」

　ひょっとしたらその勢いで彼を一気にモノにできるかもしれんぞ……？　と未百合のハートをゾクゾクさせるような台詞せりふを連発する魔術師。完全にこの場を掌しよう握あくしている。一方の未百合は、いけない、いけないわっ……と独りごちつつ喜びに舞い上がってしまっていた。

「も、もう！　未百合さんばっかりずるいわ！」

「……押しつけて、クラクラに……」

　と、夢見心地の未百合が席を立った後、そこに滑すべり込んだのは血ち倉くら知ち里さとだった。

「今度はわたしがっ！」

　首にかけたヘッドホンをくるんと回して気合い充分。血倉は両の拳こぶしを丸めて机の上に置くと、挑戦的に切れ長の目を細めて眼前の魔術師を見た。

「風かぜ乃の森もり学園一年、血倉知里！　十月二十四日生まれの蠍さそり座ざ。ＡＢ型よ」

　自分からそう名乗った。

「言っておくけれど、わたしは未み百ゆ合りさんみたいに素直じゃないわよ？　これでもガードは堅い方なの。あなたがいくら不思議な方法で心の中を覗のぞこうとしても多分無理。フフン、それでもわたしの望みを占う事ができるなら、やってみるが良いわ、魔術師さん！」

　……お前は占ってほしいのかそうでないのか、どっちなんだ、と玄人くろとは思う。

　牽けん制せいし合う血ち倉くらと魔術師の間では見えない火花が交こう錯さくし、数あま多たの蝙こう蝠もりと魔術火球が激突するヴァンパイアＶＳウィザード的な幻想が展開されていた。

　二人はしばらく無言で対たい峙じしていたが、

「ふぉふぉふぉふぉ」

　張り詰めた空気を紛まぎらわすように笑ったのは魔術師だった。

「まあまあ、そんなに突っかかるでない。御主の事も大体もう解っておるのじゃ」

「……何ですって？」

　瞬発力がある女、血倉知ち里さと。舐なめられたと思ったのか、椅い子すから腰を浮かさんばかりに食ってかかろうとする。貴族的な顔立ちの人だから怒るとそれなりに迫力があり──

　ところが出し抜けに魔術師が意外な台詞せりふを放つのだった。

「御主、ツンデレじゃろう？」

「……」

「知っておるか？　ツンデレは男子に大変な人気があるらしいぞ？」

　──曰いわく言い難がたい沈黙が立ちこめた。

　やがて血倉はそっぽを向くと、甚はなはだ心外だという口調でぷりぷり言う。

「べ、別にツンデレなんかじゃないわっ。わたしは単に好きになった人に一途に尽くすタイプなだけよ。他の男子に媚こびを売ったりしないだけで、全然ツンツンなんかしていないわ」

「ほほう」

　……いや、よく解らないがそれをツンデレって言うんじゃねえのか、と玄人は内心で突っ込みながら事態の推移を見守る。今の発言は血倉を多少揺さぶっただけのようで、彼女は再び澄ました顔になり、逆襲に移ったのだ。

「ていうか、いい加減な事を言っていると只ただじゃおかないわよ、魔術師さん。あなたの力はその程度のものなの？　だとしたら、とんだ見込み違いね。未み百ゆ合りさんみたいに純粋な人の心しか読めないようじゃ、この先到底やっていけないんじゃないかしら？」

　と、冷ややかに挑発する。今さっき動揺させられたお返しだとでも言うように、尖とがった顎あごを反らして魔術師を見た。

　だが、またしても魔術師から意外な発言が飛び出した。

「御主はトマトを育てているじゃろう」

　血倉は凍こおりついた。

「なっ……。どうしてその事を──」

「ふむふむ、外国産の有名なトマトじゃな。御主はそれを使った料理で人をもてなし、一躍クラスの人気者になったのじゃ。作った料理はトマトスパゲティー。そうではないか？」

　信じられないという呆ぼう然ぜんとした顔で血ち倉くらは首を振った。

「その料理をクラスメイトに振る舞う機会を作ってくれた者がいて、その人物に御主は大変な恩義を感じておる。だから、ひたすら尽くそうと心に誓った訳じゃ。ああ、泣かせるのう。健けな気げな女の子じゃのう」

「こ、この人……っ。ホンモノだわ」

　その後も魔術師は見てきたような事を語り続け──しかもそれが全て的中。今や血倉はすっかり抵抗する気を無くし、魅み入いられたように従順に頷うなずくばかりになってしまった。

「御主が望んでいる事もまた黒髪のお嬢さん同様、恋の占いじゃな。よいよい。乙女の恋する気持ちは万事に優先する尊い気持ちじゃから、決して遠慮したり躊ちゆう躇ちよしてはいかんぞ」

「そ、そうなんですか？」血倉はいつの間にか敬語になっている。

「ふぉふぉふぉ！　衝動に従った行動をする事で初めて人は己の気持ちを理解する。自分を知りたければまず行動せよという事じゃ。御主の場合は……ふむふむ、そうじゃな。そのすらりとした脚を活いかすのが吉じゃろう。美脚、それは古いにしえより伝わる男殺しの魔術」

「美脚!?」血倉が前のめりになる。「男殺し!?」

「高く上げたり、これ見よがしに組み替えたりして、想い人を誘惑するが良い。必ずやうまくいく。ニーソックスの柄に凝こるのもまた良し」

「わ、わたしっ……頑がん張ばりますっ！」

　がたんと立ち上がって言う血倉。わたしにも望みがあるのね、嬉うれしいっ、と連呼しながら普段の彼女とは別人のようにはしゃいでいる。舞い上がるあまり、近くをふらふら彷徨さまよっている未み百ゆ合りの手を取り、二人でぴょんとジャンプ。未百合は解っているのかいないのか、とにかくキャーキャー言いながら二人は喜びを露あらわにしているのだった。

（……この占い師。やたらと放ほう埒らつな助言をしてる気がするのは俺だけかあ？）

　ボリボリ頭を搔かく玄人くろと。色々と突っ込みを入れたい展開だったが、あまりに彼女達が引き込まれ、夢中になっていたので我慢していたのだ。

（大体二人とも忘れてるんじゃねえのか？　こいつは美み咲さきに何か妙みような事をした。俺達はその調査に来たんだって事をよ）

　油断したタイミングで何かされないとも限らない──この魔術師は心理操作のスキルに長たけた、ある意味危険な人物なのだ。

　とはいえ、上機嫌な二人は玄人の内心も知らずに大はしゃぎだ。

「本ほん間ま君、この人は魔法使いよね！」と血倉。

「ウン、やっぱり本当の魔術師なのよっ！」と未百合。

「ったく、何が本物の魔術師だ。未百合も血倉もいい加減に目を覚ませ。そんなに簡単に騙だまされてるといつか悪質なのに引っ掛かるぞ。こいつがやった事には全て理屈がある。魔法でも何でもねえ。単なるトリックだ」

　目を丸くした二人がピタリと動きを止める。──トリックってどういう事？

「要するに話術だ。コールドリーディングと言う。仕草や表情を観察しながら、その場その場で臨機応変に対応して相手の情報を得る。それをさも最初から知っているように見せかけるんだよ」

　それによって自分の言葉を信じ込ませやすくする。占い師の十八番だ、と玄人くろとは言う。

「だよなあ、ニセの魔法使いさん」

「……はてはて、何を言っておるのか解わからんのう」

　あくまでも惚とぼけるつもりらしい。なら種明かしをしてやるか、と玄人は言う。

「複数の技術を組み合わせて実行するのがコールドリーディングのポイントでな。まず最初にこいつは未み百ゆ合りから生年月日と血液型を訊きいて性格を当てた訳だが……」

　──御主は素直で正直で、お淑しとやかに見えるが、意外に冒険心がある。かよわく見られがちだが、本当は我慢強い──。

「これは別に星占いキラキラの世界じゃねえ。奴やつは未百合の姿を観察していたのさ。仕草や姿勢も含めてだ。トロトロしてるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだし、容よう貌ぼうも淑やか。だからその客観的な見え方とは逆の事を絡めて言う。そうすると、さも内面を見抜かれたように感じるんだよ。例えば──荒っぽい外見の奴に対してなら、その事を指摘すると同時に、『でも実は繊せん細さいなところもある』とか言えばいい。要するに反対の事をくっつけて言う訳だ」

　誰にでも当てはまる内容を尤もつともらしく言う事をバーナム効果っていうんだが、それの一種だ、と玄人はポケットに手を突っ込んで言う。

「人間の性格は固定されたもんじゃねえ。その日の体調や気分で変わるし、人間関係やら環境によっても変わる。全ての人の中に全ての性格が内包されてんだよ。逆に他人から自分の性格の思わぬ一面を指摘されて初めて気づく──自分をそんな性格だと思い込んだり……性格ってのは案外そういう曖あい昧まいなもんなのさ」

　と、玄人は言う。

「その後、性格を当てられて警けい戒かいした未百合の緊張を解いたのも同様の話術スキルだ。途中で突然しっかり者だとか、いい警戒ぶりだとか、妙に持ち上げた事があっただろ？　あれは気の抜けた台詞せりふで空気を和ませただけじゃねえ。警戒心を蝕むしばんだのさ」

「蝕んだ？」未百合が目を見開く。

「人の行動する動機……要するにモチベーションには、自発的な物と外的要因による物の二種類があるんだが、自発的にそれをしている時に外部から報ほう酬しゆうを与えられるとモチベーションは下がるんだよ。自発的な動機が報酬目的の外的な物にすり替わっちまうからだ。アンダーマイニング効果という。日本語だと蝕むって意味で、未百合がされたのもこれの応用だ。だって敵がこんな風に褒ほめてくるんだぜ……『たかがこれしきの些さ細さいな事に大おお真ま面じ目めになって、御主は実に大したもんじゃのう！』ってな。これがシリアスな対決物語なら展開が台無しだ。動機がスポイルされちまう」

　まだあるぞ、と玄人くろとは言う。

「好きな相手の話を聞く時にやっていたのはツァイガルニク効果──一言で言うと中断されたら気になるって事だ。ＴＶ番組が良いシーンでＣＭに入るアレみたいなもんだが、それを応用し、相手の話に無理矢理ヒキを作る。『つまり』とか『即すなわち』とか『要するに』なんて言葉を相手が話し終わった後に付け加えて、中断された話みたいにしちまうのさ。すると人は続きを喋しやべりたくなる。付け加える言葉の種類によって、引き出す話の内容をコントロールできる」

　玄人は思い出す。確かこんなやりとりだった。

　──それはつまり、子供の頃からの片想いって事になるんですけど。

　──ふむふむ、一途な恋心を伝えられていない訳じゃな。だから──。

　──だから、いつか告白した方がいい、と想ってるんですけど。

　──ふむふむ、告白には及べていない訳じゃな。何な故ぜかというと──。

「とまあ、そんな風にだな。さっきのは全部有名な心理スキルを使ってやった事だ。只ただのコールドリーディングだったんだよ」

　久々に長く喋った、と玄人は思った。魔術師は沈ちん黙もくしたままで、フードの奥の表情は窺うかがい知れない。とはいえ、口元に手をやったりしているから不安を感じてはいるようだ。玄人の事をこいつは何者なのかと思っているに違いなく。

　一方、未み百ゆ合りと血ち倉くらは夢から覚めたような呆ぼう然ぜんたる表情で立ち尽つくしていた。が、

「も、もぉっ……何よぉ！」

　意外にも突とつ如じよ二人は弾はじかれたように猛もう然ぜんと玄人めがけて駆かけてくるのだった。

「お、おい？　何だよ」

「「プンプン！」」

　未百合と血倉はぷりっと唇を尖とがらせ、共に玄人の体にしがみつくかの如ごとく取り付くと、

「ひどいわ、本ほん間ま君ったら！」

「そうよ、玄人君の意地悪っ！」

　丸めた拳こぶしの付け根の部分で、ポコポコと左右交互に玄人の胸を叩たたきまくる。

　ポコポコポコポコポコポコポコポコ。

「な、なあおいっ、何をそんなに怒ってんだよ？　せっかく俺が……」

「ふんだっ、知らない知らないっ」

　ぷりぷりしながら玄人太鼓を叩き続ける未百合と血倉。よく解らない奴やつらだな、と玄人が汗をかいていると、不意に未百合がはっと危険な感じに黒目がちの瞳を輝かせた。

「そ、そうだわ……。物は試しよ。この機会に──エイッ！」

　ぎょっとする玄人。心臓がドクンと強く打つ。──未百合が彼の背中に手を回し、突然抱きついてきたからだ。お、お前一体……？　と呻うめく玄人くろとの言葉に耳を貸さず、未み百ゆ合りは真っ赤な顔で恥はずかしそうに柔らかな体を押しつけてくる。ふくよかな胸の膨ふくらみを思い切り潰つぶし、玄人の横腹の辺りに当てていた。

「ち、ちょっと！　未百合さんっ？」

「あぁ。今わたし、大胆っ。……目め眩まいがしそう……」

　クラクラしちゃう、とすっかり悦に入っている未百合だが、たわわに実った柔らかな果実を押しつけられた玄人も大混乱だ。この感触──。

（何だ何だ何だ？　このけしからんパッションフルーツは……って、そうじゃねえだろ。落ち着け俺！）

　この状況で落ち着くのも無理な話だが、しかし更に度肝を抜かれる。

　玄人が未百合を引き剝はがすよう血ち倉くらに頼もうとした瞬しゆん間かん、彼女が何か見せつけるように片足をスッと持ち上げたからだ──危険の予感。血倉はクールにこう言ってのける。

「美脚は男殺しの魔術……」

「何て!?」

　今いま凄すごい事言わなかったっ？　と取り乱す玄人の眼前で血倉は曲げたり伸ばしたり、爪つま先さきをピンと伸ばしたりして美脚を見せ付け始めた。恥じらいながらも大胆に魅み惑わくの血倉ショー、まさに悩殺ものである。やがて血倉は玄人の両足の間に美脚をスッと差し込んできて──。

　ていうか、どうしちまったんだ血倉さん、と玄人は愕がく然ぜんとして思う。いつから魔性の女になったのだ。未百合も含めてこいつらは本当にどうなってしまったのか。

「俺が……何をした……」

　鬼のような顔で泣く玄人。意外と面おも白しろい人だ。うっとりした顔の未百合と血倉に纏まとわり付かれて、しばらく彼は途方に暮れていた。が、

「げほん！　ごほん！　うぉぉぉぉぉっほんっ！」

　魔術師のわざとらしい咳せき払ばらいでようやく全員我に返った。

「ハッ！　わ、わたし達は一体？」

「何だか魔法にかかっていたみたいだわ」

「……いや、だから違うって言ってるだろ」

　未百合と血倉は玄人の体から飛び退のくと目を泳がせながら、髪を忙せわしなく搔かき上げたりヘッドホンを無意味に弄いじくったりと、見え透いた照れ隠しをするのだった。

「コホン……。それはそうと本ほん間ま君」

　やがて落ち着いた血倉がまともな顔に戻って言う。

「さっきのトリックの解明、凄かったわ。本当にしびれちゃった。料理人って何でも知っているのね」

「いつも言ってると思うんだが、何でもは知らねえよ。料理の事だけ」

「え？　でもさっきのは料理とはまるで関係ない気がしたけれど。あ！　もしかして本ほん間ま君がたまに言う……何だっけ、ええっと……そうそう、料理心理学っていうやつかしら？」

「あー……。まあそれの応用だな」

「実はいつも気になっていたのよ。料理心理学っていうのは一体何？」

「そりゃ読んで字の通りだ。料理と人の心理の関係を探るんだよ」

　基本、玄人くろとの料理術もそれを取り入れた物である。

「この世のあらゆる物に人の意識が関わる。逆に言うと、人の心で認識できない物は人の世界に存在しない。……という風に、俺の恩師がその昔教えてくれたのさ。色んな種類があるらしい。最近じゃスポーツ心理学とか交通心理学、災害心理学なんてのもあるんだとか」

「恩師？」血倉が目をぱっと丸くする。「本間君に先生がいるわけ？」

「あ、いや」

　しまったという風に玄人は口を噤つぐむ。

（あの人は）

（今ＮＹにいる……）

（大学の官能分析センターで味覚鑑かん定てい人にんをしてるって話だったが）

　否、思い出に浸ひたっている場合ではない。玄人は首を横に振って回想を中断した。

「何にせよ、そういうのは使用者のモラルが問われるんだよ。人をこっそり操る為に使うのはどう考えても卑ひ怯きようだろ。素人しろうとをコールドリーディングで気づかれないように操作しようなんて、おこがましいとは思わないのか、占い師さんよ」

　玄人の言葉に魔術師のフードが揺れた。顎あごを引いたのは警けい戒かい心しんの表れである。

「御主は相当な自信家タイプじゃな……」

　魔術師が玄人に語り始めた。

「だが、本来の御主は非常に繊細な感性の持ち主で、ナイーブじゃ。過去に何か衝しよう撃げき的てきな事が起こったのじゃろう。御主が今のような態度を身につけたのはそのせい──」

「やめろって言ってんだろ」玄人は言下に遮った。「自信も繊細さもナイーブな一面も誰にだってある。過去に何も無いヤツはいない。人を侮あなどるのも大たい概がいにしておけ。その気になれば俺だって、お前の真似事はできるんだ」

「ほほう？」魔術師の声色が僅わずかに高くなった。「ならば、やってみるが良い」

「やれって言うならやってやるが……」

（どうしたものか）

　玄人はポケットに手を突っ込んで目を閉じた。緊張感のある沈黙が薄うす闇やみの街をスパークリングウォーターのようにぱちぱちと満たす。やがて玄人は静かに首を横に振り──

「いや、やめた。俺が手を下す必要はないらしい。どのみちお前はおしまいだ」

「何じゃと？」

　お前なんかに関わるのは愚ぐの骨こつ頂ちようって事だよ、と玄人くろとは不敵に言う。

「どういう意味じゃ？」

「推理して解わかった。実は俺達がここに来る前、学校でやばい事件があってな。惨さん劇げきといってもいい代しろ物ものだったが……ここに来て得心した。詰まるところ、あれはお前が原因だったんだ」

　話の唐とう突とつぶりにその場の皆が動きを止めていた。学校ってどういう事？　と未み百ゆ合りはぽかんとした顔。血ち倉くらは、あれの事なの？　と短く言う。

「……何の話じゃ？　学校で事件だと？」

「こんな所にいたせいで知らなかったか？　だったらニュースを見ろ。全てはお前の責任だ。明日の学校でお前は調べられる。調べればすぐに解る。俺にだって解るくらいだ。そもそもこの事を公表すれば、お前の未来は終わりだ」

「……だから一体何の事なのじゃ？」魔術師の声のトーンが奇き妙みようにぶれる。

「大抵の犯罪ってのは人間関係から足がつく」

　玄人は矢や継つぎ早ばやに言う。

「惨事の原因は占いだった」

「御主、一体何を……」

「悲鳴は校庭まで聞こえた」

「だから何を……」

「可哀想にな」

「何を」

「あの傷は一生残る」

「何？」

「お前は風かぜ乃の森もり学園の生徒だろ！　何やってんだ！」

　いきなり玄人が物もの凄すごい大声を出し、魔術師はビクッと仰のけ反った。バランスを崩して椅い子すごと倒れる。暗さとフードのせいで顔は見えないが、へたりこんだ体は微弱に震えていた。

「な、何な故ぜそれを……？」

　と、呻うめいた直後に魔術師は失言に気づいたらしい。舌打ちすると何かを投げつけてきた。

「おっと？」

　玄人はそれを受け止めた。何だこりゃ、付け髭ひげじゃねえか──と、気づいた時には魔術師は仰天するような速さでその場を走り出していた。

「おい、待てよっ」

　魔術師は狭い建物の間に素早く入り込む。昆虫じみた敏びん捷しようさだ。慌あわてて追いかけた玄人達がそこを覗のぞいた時には煙のように姿を消していた。

（クソッ、挑発に乗ってやり過ぎちまった……）

　玄人は苦い顔で頭をガリガリ搔かく。確かに脅おどかすつもりではあったが、こんな結果になるとは思わなかった。骨折り損のくたびれ儲もうけとはこの事だ。

　かくして目的の美み咲さきの話は何も聞けずに、玄人くろと達は九く森もり銀ぎん座ざを後にするのだった。




　　　　　　４




　その翌日の風かぜ乃の森もり学園。──今は放課後である。

「やれやれ、じゃあ部長の方も大した成果はなかったんですね」

「うむ！」

　玄人の言葉に城じよう之の内うち白しろ奈ながビシッと親指を立てる。

「……褒ほめちゃいませんよ」

「まあまあ、いいじゃないですか。怒ると小こ皺じわが増えますよ、玄人さん」

　隣を歩く赤あか座ざ伊い衣い子こが宥なだめるように言う。にこにこして、今日は何だかご機き嫌げんだ。

「ごめんよ。僕のために……。今日は練習を休んでキミ達に付き合うから」

　隣で空そら野の美咲が申し訳なさそうに胸元を弄いじっている──あの日は陸上ユニフォームだったから気づかなかったが、この人は制服のポケットに薔ば薇らを飾っているのだ。でも造花である。

　放課後の廊下を玄人達は部活棟に向かっていた。

　玄人、白奈、未み百ゆ合り、血ち倉くら、赤座伊衣子、空野美咲という、見た目は良いがキャラが微び妙みように濃い六名──一歩間違えば珍ちん集団だが、風乃森学園には個性的な生徒が多いから問題ない。

　そんな事件の関係者全員が雁がん首くび揃そろえて何をしているかというと、今から『占い研究会』の部室に乗り込むところなのだ。何な故ぜなら、魔術師の手がかりがそこで摑つかめる──

（──かどうかは知らねえが、うちの学園にいるって事は露ろ見けんしたからな）

　玄人は思い出す。

　昨日の九森銀座での一件。それは後に料理人と魔術師の精神戦──吸血鬼の仇かたきを料理人が討った的な見出し付きで料理事件部の事件簿に記録されるのだが──勿もち論ろんそれを入力したのは日夜タイピングの練習に励はげんでいた血倉知ち里さとだ。

　さておき、あの出来事の後、未百合と血倉は声を揃えて玄人に訊きいたものである。

「「凄すごい！　今のは一体何をやったのっ？」」

　それに玄人が答えて曰いわく、

「でかい声で脅おどかしただけだよ」

　過不足なく説明したつもりだったが、未百合と血倉はキラキラした目を玄人に向けて逸そらさない。それだけじゃないんでしょ？　といかにも言いたげだ。渋々続きを語る。

「要は怖がらせたんだよ。と言っても想像させただけだが。尤もつともらしい事を仄ほのめかしただけで実体がある事は何一つ言ってねえ。あいつは自分が恐れているものを勝手に想像して勝手に怯おびえたんだ。効果が劇的だったのは、それだけヤツの中に疚やましい事があった証拠だろ。一の不安に二を掛けても二の不安にしかならねえが、五の不安に二を掛ければ十の恐怖になる」

　勿もち論ろん、事前に魔法のネタ暴き──コールドリーディングのトリックを玄人くろとが解明してみせていたから、言葉を深読みさせる事ができた。そして多大な効果があったのだ。

（あの驚きようを鑑かんがみると、結構やばい事をしてるのかもしれねえな）

　鼻先を指で引っ搔かき、玄人は続けた。

「こいつは自分の知らない何かを知ってるんじゃないか？　そんな不安を少しずつ高めるようにもっていき、不意打ち気味に相手が隠している事実を突然告げる。見抜いていたのに今まであえて言わなかった事も加味されて、奴はすっかりびびっちまったのさ」

「風かぜ乃の森もり学園の生徒だったっていう、例のあれね」血ち倉くらがこくんと頷うなずいて、「確かにあれは聞いているわたし達も衝撃だったわ。魔術師はもっとびっくりしたでしょう。本ほん間ま君の指摘が当たっていたからこそ、あそこまで狼ろう狽ばいした訳で」

「凄すごい逃げ足だったから、怪け我がとかしてなければいいんだけど……」

　お人ひと好よしの未み百ゆ合りが心配そうに少しずれた事を言う。優しい性格なのだ。

「でも玄人君、どうして正体が風乃森学園の生徒だって解ったの？」未百合が訊きいた。

「自分で言ってたからな」

「え……？　どういう事？」

「あいつはコールドリーディングだけじゃなく、ホットリーディングも使ってただろ」

　目を瞬しばたたく美少女二名。続きを説明しなくては済まされない流れだ。

「コールドリーディングってのは説明した通り『話術』だ。その場の状況に合わせて相手の情報を読み取る。ホットリーディングってのは『知識』だ。事前に相手の事を調べておき、あたかも今読み取ったかのように喋しやべる。血倉が言われてたやつだよ。トマトを育ててるとか、料理を作ってクラスの人気者になったとかよ」

　──外国産の有名なトマトじゃな。御主はそれを使った料理で人をもてなし、一躍クラスの人気者になったのじゃ。作った料理はトマトスパゲティー……。

「流石さすがにコールドリーディングだけじゃ、そこまでは解らねえだろ」料理人でもない限り。

「エ？　だったら」未百合が口元を押さえ、「血倉さんは調べられていたって事？」

「いや……」玄人が言いかけると、

「そうじゃないわ、未百合さん。もともと学園の生徒だから知っていたというだけでしょう。それについてはホラ、何というか……微妙に有名な話だったじゃない？」

　以前自分がしでかした吸血鬼事件の話を若干恥はずかしげに言う血倉知ち里さと。自分で言えるようになったらもう過去の話だ、と玄人は素早くフォローを入れて、

「策士策に溺おぼれるとはよく言ったもんだが、要はそれが決定打だな。学園の関係者だと解った時点で色んな事が判明する。出没の頻度や時間帯を鑑みれば教師の可能性は低いだろうし、生徒だとすればその行動から動機が透けて見えてくる」

　占いがしたいなら学校でやればいい。風かぜ乃の森もり学園には占い研究会があり、あれ程のスキルを持ちながらそこでそれをしないのは理由があるからだ。怪しい服や付け髭ひげで変装し、腹式発声法でボイスを大幅に変えてまで……。

　動機から人物像を割り出すのは料理プロファイリングの基本である。学園生活における大半の問題は人間関係によるものだから、部活でトラブルを起こしている可能性は大だろう。

　という訳で、玄人くろと達は『占い研究会』の部室に向かっているのだった。




「着いたぞ、ここだ」

「すみません、お邪じや魔ましますっ」

　未み百ゆ合りがドアをノックする。どうぞー、という声が中から聞こえ、玄人がドアを開けると異様な光景が目に飛び込んできた。




　　　　◆　◇　◆




「ようこそ、占い研究会へ！」

「「あひゃあ！」」

　玄人の横にいた未百合と血ち倉くらが身も世もない悲鳴をあげた。出迎えた男子があまりに珍ちん妙みような格好をしていたからだ。頭に派手な羽根飾り──ウォーボネットというらしい──を装着して手に長い槍やりを持っている。どこぞの民族の部族長のようだ。

「おいおいおいおい、何だか知らねえが……」

「そうだね、ボス。多分こいつが犯人だ！　取っ捕まえて締しめ上げよう！」

　白しろ奈なが白衣を翻ひるがえしてマシラの如ごとく飛びかかる。

「な、何だいきなりっ？　野や蛮ばんな真似はやめてくれ！　ぼくは君達お客様を歓迎するためにわざわざこんな格好をして待っていたんだぞ。喜ばれこそすれ、乱暴される理由は無いっ！」

「や、ＴＰＯってもんを考えようか」

　玄人は突っ込みを入れ、やんちゃな攻撃を仕掛けまくっている白奈を制止した。

　ウォーボネットのボリュームのせいで大きく見えるが、本体は意外に小柄で、どう考えてもスーパーモデル顔負けの体型をした白奈の方が強いのだ。

　何とも言えない沈黙を経へてウォーボネットの男子は気を取り直し、

「コホン……。ま、とりあえず中へどうぞ」

　と、女の子達を部室内に案内する。気配り屋の血倉が事前に見学したい旨むねを彼に伝えておいた為、サプライズ目的で素敵な扮ふん装そうをしてくれていたらしい。ご苦労様な人である。

「ぼくは一年の新しん宿じゆく貴たか志し。原始宗教における呪術やシャーマニズムに興味がある。最近はホピ族の予言を研究中で、彼らによればぼくらの文明は物質的な欲望を求め過ぎており、このままでは危ないそうだよ。よろしく！」

「よろしくって……おいおい、初しよっ端ぱなからそう飛ばしてくんなよ」玄人くろとは冷や汗を拭ぬぐった。

「今日はゆっくり見学していってくれ！」

　こんなに大勢の、しかも綺き麗れいどころが見学に来た事はなかったのだろう。怪しい男子こと新しん宿じゆくは羽根飾りを弄いじりながらご満悦だ。朗らかな口調で言う。

「あ、そうそう。この格好は部族長みたいだけど、ぼくは部長じゃないからね」

「ヒラ部員か！」

「まあ一年だから、ははは」

　……だったら部長はどこなんだ、と玄人は部屋を睨ねめ回した。

　占い研究会の部室は摩ま訶か不思議な物で溢あふれかえっていた。

　あちこちの壁に貼はられたエジプトの象形文字やトンパ文字の表、天井からドリームキャッチャーと呼ばれる輪状の飾りがぶら下がり、床には魔方陣が描かれた絨じゆう毯たんが敷かれ、部屋の隅にはタヌキの剝はく製せいなんかも置いてある。凄すさまじいまでの自由ぶり──。

　部として認可されていない研究会や同好会も、風かぜ乃の森もり学園では部室を与えられている。昔はそうでもなかったらしいが、少子化の影響か近頃は規定人数に達する部が減り、その辺が緩ゆるくなったのだ。料理事件部が部として認められるくらいだから、さもありなんである。

「ん？」

　ふと目が合う。部屋の奥に机と椅い子すがあり、そこから玄人をじっと見ている女子がいた。

「お前は確か、うちのクラスの……」玄人は言う。

　彼にしては珍しく顔を覚えていた。何な故ぜなら彼女はとても印象的な──左右の瞳の色が異なるからだ。左は黒く、右は明るい茶色。オッドアイというらしい。カラーコンタクトではなく生来の物だ。少しきつい感じのするその瞳と、すっきり通った鼻び梁りよう、サラサラの長い髪は夜の滝を思わせ、何か魔法でも使いそうな雰囲気の美少女である。異名は《舌遣いの魔女》。その性質は──多分これから解わかる。

「何だ。クラスメイトの名前も覚えていないんだな」

　彼女は散文的な口調で言う。こういう喋しやべり方なのだ。

　玄人は入学式の自己紹介を頭の中でリプレイしてどうにか名前を思い出すと、

「覚えてるって。お前の名前は各務かがみ麻ま戯ぎ香かだ。そうだよな？」

「……チッ」

「舌打ちされた！」

　舌遣いの魔女とはこの癖くせに由来するものである。

　各務麻戯香は長い髪を煩わずらわしそうに搔かき上げると玄人のリアクションを流し──芸人なら許されない行為だ──黒目がちな切れ長の瞳を眇すがめた。

「ところでそちらの名は？」

「何だよ、自分は覚えてねえのかっ？　俺は同じＡ組の本ほん間ま玄人くろとだよ」

「ああそうか。本間君だったな──」

　各務かがみはいたって抑よく揚ように欠けた口調でそう言うと、

「このハードボイルド野郎」

　と、脈絡なく暴言を吐はいた。

　玄人の頰ほおをつうっと一筋の汗が伝う。

　何なんだこの女は……。そして俺は何な故ぜいつもハードボイルド呼ばわりされるのか。

「ち、ちょっとぉ！」未み百ゆ合りが血相を変えて横から割って入る。「あなた、いきなり何て事を言うのよっ？　わたしの大事な人に向かってそれはないわ。ひどいじゃないっ」

　各務麻ま戯ぎ香かは沈黙でそれに答えた。神秘的なオッドアイを細め、早くも瞳を潤うるませている未百合をまじまじと見る。そして──

「いいや、本間君はわたしの物だ。何を言おうが何をしようが、わたしの自由だな」

　と、またしてもそんな暴言を吐くのだった。

　何を言ってやがんだこいつは、と玄人はポカーン……。

　というより、新しん宿じゆく貴たか志しを除くその場の全員が意味不明のやりとりに困惑している。

「あ、あなた、玄人君とは一体どういう関係っ？」

　顔を真っ青にしてガタガタ震え出す葉は月づき未百合──今きっと頭の中がとんでもない事になっている。一方の各務は問いに答えず、ただ妖よう艶えんな微笑を浮かべるのみだ。

「ま、まさか！」

　未百合は親の仇かたきでも前にしたように各務を恨みがましくキッと睨にらんだ。

「……いけない事をしたのね？」

「くすくす」

「あ、あなた、玄人君といけない事をしたのね？　いけない関係になったのねっ？」

　ひ、ひどいわ。わたしの好いい人にそんな事を──。

　未百合はヘナヘナとその場にへたり込んで、しばし放心。それから、うっ、うっ、この泥棒猫ぉ……と顔を覆おおってめそめそし始めた。冷や汗だらけの玄人だが、どうにかしないと話が進まない。気を取り直して未百合の肩にぽんと手を置いた。

「や、落ち着け未百合。お前最近思い込みが激し過ぎるぞ。俺は何にもされてねえ」

「エッ？　そうなの……？」玄人を見上げる勘違い美少女。根が一途なのだ。

「お前はからかわれただけだ。そうだよな、各務っ？」

　強い眼光を浴びせる玄人。しかし各務は動じる事なく傲ごう然ぜんと細い顎あごを反らした。

「からかった訳じゃない。これはペーシングというのだ、本間君」

「あ……？　何だって？」

「新宿君がホピ族の予言に詳しいように、わたしにも得意分野があってな。ＮＬＰ……神経言語プログラミング。ペーシングはそのスキルの一つで、話し方を相手に合わせる事をいう。これを使えば相手から、より多くの情報を引き出す事ができる。リズム、呼吸、雰囲気。それをマッチングさせて会話すると信頼感をスムーズに獲得する事ができるのだ」

　また、相手の仕草に合わせるのはミラーリングというスキルだぞ、と各務かがみは訊ききもしない事を教えてくれる。玄人くろとはキョトンとしながら、

「要するに……どういうこった？」

「つまりだな、本ほん間ま君。最初に無愛想な対応をしたのは無愛想な君が相手だから。葉は月づきさんに昼ドラ的な受け答えをしたのは昼ドラが好きそうな葉月さんのペースに合わせたからだ」

「へえ、それで信頼感を得られるのか……って、おい！　思い切り失敗してんだろ！」

「確かに今回はうまくいかなかった。君達とは相性が悪いようだ」

「……やー、そういう問題じゃない気がするんだが」

「チッ」

「舌打ちすんな」

「なあ本間君。解りにくいかもしれないが、わたしの属性はいわゆるドジっ娘こでな。一度や二度のミスで目くじらを立てず、気長に見てもらえるとありがたいのだが」

「そういう事を自分で言うなよ。ドジっ娘ならもっと可愛かわいい喋しやべり方をしてくれ」

　さておき、と玄人は思う。

（昔先生から聞いた事がある。ＮＬＰ、確か心理コミュニケーションの体系だ。諸分野から色んなスキルを取り入れているらしい）

（使い方次第じゃ、人を操る事も可能……か？）

（現に未み百ゆ合りは妙な感じに誘導された訳だが──）

　各務麻ま戯ぎ香か、とりあえず胡う散さん臭くさい女だと思いながら玄人は言う。

「まあいい。それで各務。見たところ他に部員はいないようだが、占い研究会ってのはお前と新しん宿じゆくの二人だけなのか？　実は訊きたい事があって来たんだ。どうせなら全員集まってからの方が……」

　各務は無言でスッと指を玄人の後方に向けた。振り返ると、

「うぉう？」

　不思議の国のアリスみたいな人がいた。メイド服を着ている。

「あ、ユキちゃん！」赤あか座ざ伊い衣い子こが明るい声で言った。面識があるらしい。

「皆さん、いらっしゃいませ」

　と、メイド姿の女子は軽やかに笑んだ。

　ほんわかした穏やかな感じの女子だった。メイド服を着ているのは新宿貴たか志しと同様、おもてなしのコスプレだろうか。頭にカチューシャを付け、ご丁てい寧ねいに手袋までしている。

「わたし、二年の雪き花ら菜ずユキといいます。占い研究会の会長をしています」

　そう言って玄人くろとにお辞儀した。額が膝ひざ頭がしらに付きそうなくらい深いお辞儀だった。

「あ、会長さんだったんですか」玄人は言う。

「はい。英語で言うとプレジデントです！」

「……」

「わたしの得意分野は色々です。占い、予言、ヨガ、心理分析、行動科学、コスプレ……人間の意識が関わる事ならほぼ何にでも興味があります。大体何でも知ってますよ」

　これまた微妙に厄やつ介かいそうな人だな、と玄人は思った。天然の匂においがぷんぷんする。

　一方、部室の奥では白しろ奈なが各務かがみに早くも遠慮なく話しかけていた。

「何だか知らないが凄すごそうじゃないか。うんうん、やはり人の上に立つ者は違うなあ！」

「どうかな」

　各務はチラッと会長を一いち瞥べつした。

（あ？）

　その時、何かが玄人の胸に引っ掛かった。だが確かめる暇もなく会長が言った。

「他にはですね……。そうそう、最近は超能力なんかにも興味があるんですよ」

「え？　超能力ぅ？」

「宇宙の大いなる意思と繫つながって奇跡の力を行使するんです。凄いでしょう？　アカシックレコードにアクセスすれば、あらゆる未来を予知できるようになる──かもしれないし、ならないかもしれないんです。あ、興味がおありみたいですね。詳しく説明します！」

　会長は嬉うれしげな顔で解説を始めた。

　間違いない、と玄人は思う。占い研究会リーダー雪き花ら菜ずユキは正真正しよう銘めいの天然だった。
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　さて、会長である二年の雪花菜ユキ、一年の各務麻ま戯ぎ香か、同じく一年の新しん宿じゆく貴たか志し──占い研究会はこの三名で構成されているとの事だった。

　どれも一ひと癖くせありそうな人ばかりで、身長も体格も同じくらいだし、見ただけでは魔術師かどうか解らない。あるいは全員が犯人でもおかしくないが、流石さすがにそんなアンフェアな事は言っていられないので、玄人は会長の雪花菜ユキに一連の話をした。

「俺達は九く森もり銀ぎん座ざに出没する占い師の事を調べていてですね。というのも……」

　──陸上部の空そら野の美み咲さきが近頃調子を崩している。九森銀座の魔術師に魔法をかけられたせいらしい。調査の結果、魔術師が高度な心理スキルに長たけた人物だという事。魔法の正体はそれを利用した何かだと判明したのだが──。

「どうですか会長さん。心当たりの程は？」

「……うーん」

　会長は首を横に振った。

「すみませんが、解わからないです。確かに魔術師という占い師の話は聞いた事ありますけど、それはあくまでも噂うわさを聞いただけであって。うちの同好会とは何の関係もありませんよ」

「や、別に魔術師の事じゃなくてもいいです。そうだな……。例えば部活中に変な事が起きたとか、部員と少しばかり揉もめたとか、何でも構わないんですが」

「いえ、特に……」

　玄人くろと達がここに来たのは、魔術師が風かぜ乃の森もり学園の生徒である以上、占い研究会と何らかの関係があると睨にらんだからだ。些さ細さいな事でも構わない。とにかく情報を引き出そうとあれこれ訊きいてみるが、いずれの問いにも会長は首を横に振るばかり。

「お役に立てずごめんなさい。占いの事なら何でも教えてあげられるんですけど」

「いやまあ、知らない物は教えられないし、仕方ないっすね会長さん。……ううむ、これは俺の推理が間違っていたのか？　今日のところは出直した方がいいのかもしれねえなあ」

　そう呟つぶやいた瞬間、会長の口端が僅わずかに上がったのを玄人は見逃さなかった。解りやすい人だと思いながら素早く言う。

「あ、忘れてた！　もう一つ質問！」

「は、はいっ？　何でしょうっ？」

　会長はあからさまにビクッとした。必死に落ち着いた態度を装よそおおうとしている。

「お、お話しできる事はもう全部言ってしまったんですけどっ……！」

「大した事じゃありませんよ」玄人は笑みを浮かべて言う。「そのメイド服はどこからレンタルした物ですか？」

「え？」会長は不思議そうに目を瞬またたくと、「家でよく着てるものですけど？」

「自前かよ！」

　と、こんな具合で有益な手がかりを何一つ得る事ができないのだった。

（雪き花ら菜ずユキ……。この人は何か隠してる気がする）

（もう少し揺さぶってみるか？　だがこういう天然タイプは微妙にやりにくいんだよな。おどおどムードのメイド先輩にあまり強く出るのもどうかと思うし）

　腕組みする玄人。隣では血ち倉くらと未百合が彼と同様にどうしたものかと小首を傾かしげ、傍そばでは美み咲さきが申し訳なさそうに胸元の薔ば薇らを弄いじっている。

　一方──

「ほっ！　この大きく口を開いた文字はもしかして『食べる』って意味じゃないか？」

「おお、その通り。なかなか解りやすいだろ。トンパ文字は世界で唯ゆい一いつ現役の象形文字だからね。長く愛される理由があるんだ」

「くふふ、確かに。こういう感性を料理に取り入れていくと新しい発見があるかもしれない」

　白しろ奈なと新しん宿じゆくはいたって暢のん気きに、壁際でトンパ文字の一覧表ポスターを眺めていた。出会い頭にやり合ったせいで意気投合したらしい。上半身裸でウォーボネットを被かぶった部族長と、白衣を纏まとったスーパーモデルが並んで喋しやべっている姿は異様だが、この部屋には合っている。

　そして反対側の部室の奥では──

「ムフフ。ほんと、警察官って格好良いですよね」にこにこ。

「確かに格好良い。あれは正義の味方だから」にこにこ。

「うんうん、あなたとは気が合います。何だか他人という気がしません。メルアド交換しましょう、各務かがみ麻ま戯ぎ香かさん。あ、わたし実は警察マニアのサイトも運営していてですね。アドレスを教えますから是非見にきてください。あ、今ケータイで見せてあげます、ぽちぽちっと」

「ほほう、これは確かにいい出来。ありがとうございます、赤あか座ざ先輩」

　部室の奥まった場所でにこにこにこ──興味が無い者のテンションを著しく下げがちな赤座伊い衣い子この警察トークを嫌いやな顔一つせず聞いている各務麻戯香。どうやら先程と同様、ペーシングをしているようだが、この二人は相性が良かったらしい。現状いたって和やかな雰囲気だ。

　尤もつとも、今日の赤座は最初から妙に機嫌が良さそうではあったが──。

（珍しい）

　と、玄人くろとは思う。

（初対面でいきなり赤座がこの事を打ち明けるなんてよ。しかもあんな大声で）

　赤座は将来警察官になるのが夢である。だがそれは一部の親しい者──後輩である空そら野の美み咲さきや料理事件部のメンバーにしか教えておらず、公おおやけの場では隠している。そんな風に猫を被っているからこそ《垂れ目の柔和令嬢》という割と表層的な二つ名で呼ばれたりする訳だ。

　ふと玄人は思う。

（ん？　そういや赤座は二年生で、この会長さんも二年生……。最初に会った時も面識があるような挨あい拶さつをしていたな）

　何気なく訊きいてみた。

「ところで会長さんは知ってましたか？　赤座のヤツが警察官を目指してるって」

「えっ？　あ、いや……。わたしはその」

　何だろう。会長は妙に歯切れが悪い。玄人が再度訊たずねようとした時、今の玄人の言葉が耳に入ったらしい赤座伊衣子が部室の奥から声を張り上げた。

「勿論知ってますよー！　だってユキちゃんとわたしは同じクラスですもん」にこにこ。

「あ？　何だよそれ」玄人は目を丸くする。

「おまけにとっても仲良しです！　今日もですね、わたしが帰りのＨＲホームルームの最中、うとうと居眠りしてたら、終わった時にユキちゃんが起こしてくれまして。いやー、あやうく皆が帰った後も眠り続けるところでした。持つべき者は友達ですっ」にこにこにこ。

　玄人は会長を見た。サッと不自然に顔を逸そらされた。

（この人……何だってその事を誤ご魔ま化かそうとした？）

　理解に苦しむ。隠す意味が解らなかった──玄人くろとが会長の横顔を凝視していると、ひどく決まり悪そうに彼女は言う。

「ご、ごめんなさい。特に意味は無いんですけど、何となく言いそびれて……。赤あか座ざさんの言う通り、わたしと彼女は同じクラスですよ。席もすぐ近くです。まあ、それがどうしたって言われたら、別に何でもないって答えるしかないんですけどね」

　怪しい。会長はやはり何かを隠していると玄人は確信した。

（口を割らせるか？）

（いや、ここはあれだな。先に赤座から会長の事を訊きいた方が良さそうだ）

（そうと決まれば撤てつ収しゆうするか。本人がいる前だと突っ込んだ話はしにくいし──）

「おーい、お前ら。今日はこの辺で帰るぞ」玄人は言った。「何だかんだで手がかりもないし、これ以上粘ってもあれだからな。また別な方向から考えよう」

　未み百ゆ合りや血ち倉くらは確信めいた表情の玄人に何かを感じたらしい。てきぱき仕度をすると、白しろ奈なと赤座と美み咲さきを引き連れ、全員で占い研究室の部室を出ようとする。

　そして玄人がドアを開けようとした時──。

「ちょっと待った、本ほん間ま君」

　彼らを呼び止めたのは各務かがみ麻ま戯ぎ香かだった。

「何だよ、各務？」玄人は振り返った。

「美咲さんが最近調子を崩しているのは九く森もり銀ぎん座ざの魔術師に魔法をかけられたせい……それは心理スキルによる物だとさっき言っていたよな？」

「ああ、確かに言ったが……心当たりでもあんのか？」

　すると各務は会長を一いち瞥べつし──それは不思議な目つきだった。疑念、不安、後悔、いずれとも判別しがたい複雑な色が一瞬オッドアイに浮かんで消える。会長はその視線に気づかなかったようだが、続く言葉を聞いてギクッと体を強こわ張ばらせた。

「暗示の心理スキル──」

　と、各務は言った。

「それをうまく入れる事ができれば、人を操り、意のままに動かせるという」

「あああ……？　何だって？」

　また胡う散さん臭くさい事を言いやがる、と思って玄人は苦い顔をした。暗示と言われても。

「そりゃフィクションの話だろ？　映画とかドラマでよくある……あ、こないだもＴＶでそういうのをやってたぜ。ヤバめの精神科医が色んなヤツに催さい眠みん術じゆつをかけて犯罪者を量産しまくっていた……って、まあ再放送だったんだが」

「そういう浅せん薄ぱくな物ではないっ」

　各務は眉まゆをキッと吊つり上げた。

「現代の暗示にはちゃんとしたスキルの体系がある。どう入れるかはテクニック次第だが、成功すれば凄すごい効力なんだ。何な故ぜなら潜せん在ざい意識に入れた暗示は表層意識に浮かび上がるに従い、強くなるからだ。これは誰にも止められないんだぞ」

　各務かがみはどこか必死な顔でこう語る。暗示を入れて古い性格を修正し、自分の望む理想の性格を構築する。それがＮＬＰの本質──神経言語プログラミングのわたしなりの解釈だ、と。

「いやあ……そう力説されてもよ」玄人くろとは軽く頰ほおを搔かいて、「俺には眉まゆ唾つばな話っていうか」

「確かに本ほん間ま君みたいな人には解らないかもしれない。わたしはただ……。いや、そもそも人を操りたいという欲求の核にあるのは──」

　と、各務が更なる主張をしようとした時だ。異様な雄お叫たけびが部室に轟とどろいた。

「ほおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉう！」

「どうした!?」

　全員思わず我が耳を疑う。何だ何だ、と流石さすがの玄人も口をあんぐり開けて驚きよう愕がくしているのは新しん宿じゆく貴たか志しが奇声をあげているからだ。ウォーボネットを激しく揺らし、裸の胸をドカドカと拳こぶしで叩たたきながら、彼はその場でステップを踏んでいた。

「ぼんぼぼんぼん！　ぼんぼぼんぼん！　ほおおう！　ほおおおおおおおう！」

　さながら未開人の舞踏である。

　おいおいおいおい新宿よ、脈絡もなく頭の螺ね子じが外れてしまったのか、と玄人はドン引きしていたが、驚きはそれだけに留まらなかった。

「アパパネ、パパネネ、アパパネポネ……」

「そっちも!?」

　会長である。

「アネパパ、パパネネ、ネポポアポネネ、アネネパパパネ……」

　青天の霹へき靂れきとはまさにこの事、会長の雪き花ら菜ずユキも意味不明の呪じゆ文もんを唱え始めていた。神に祈りを捧げるように両手を組んで床に膝ひざをつき、一心不乱に謎の文言を繰り返す。

　いや、本当に何だというのか？　新宿と会長による唐とう突とつ極まりないこの奇行、未知なる部族が儀式のセッションでもしているようだ。未み百ゆ合りや血ち倉くらはおろか、あの白しろ奈なまでもが顎あごが外れんばかりにポカーンとしているが、

（あ？）

　玄人は見逃さなかった。

　部室の隅の各務麻ま戯ぎ香かが左右のこめかみに指を当てて、カッと目を見開いていた。

　黒と茶のオッドアイ──神秘的な光彩で誰かを睨にらむように──いや、単にこの騒ぎに仰天しているだけかもしれないが、いつも無表情気味な彼女にしては間違いなく珍しい姿だった。

　三人とも変！

　やがて新宿が踊おどりながら玄人に近づいてきた。間近まで来るとこんな風に言う。

「チベットの奥地に不思議な部族が住んでいる。ン・ュフ族というんだが──」

「凄すごい発音した！」思わず突っ込む玄人くろと。

「その部族は踊おどる事でトランス状態に入り、未来を予知できる。有名なトンパ文字の古文書にその技法が記されていた。そして──今のぼくはまさにそのトランス状態にある。せっかく来てくれたのに手がかり無しで帰すのは忍びないからね。一つ予言をしてあげようと思うんだ」

「予言？」

「何でもいいから質問してくれ。確信を持って答えよう。それは必ず的中する」

「……」別に傍ぼう点てんを振ってまで意味ありげに言う事じゃないだろう。

「さあ遠慮せずにどうぞ！　ほおおう、ほおおおう！　この予言は絶対に外れない！」

　いや、マジでどうすっかな、と玄人は大量の汗を流しながら思った。
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　それから五分後──

「なあ、ちょっと待てよっ？」

　先に立って一人さっさと歩いていく赤あか座ざ伊い衣い子こを玄人達は小走りに追いかけていた。

　ひょっほひょひょひゅーん！　と鼻歌交じりに進む赤座から返事はない。

　部室棟から校舎へ続く長い道だった。脇わきのケヤキが地面に濃い影を落とし、飛び石の上を渡るように影の部分だけを選んで歩きたくなる──それくらい放課後の日差しはまだ強いのだが、より強いのは玄人達の困惑だ。

　占い研究会の部室を出た途端、赤座が校舎に向かって一人ずんずん歩き始めたからである。

（ったく、一体どうしたってんだ？　ったくよぉ）

　玄人は先程の一幕を思い出す──。

　踊る事でトランスに入り予言するという、新しん宿じゆく貴たか志しの申し出を受けて玄人はこう頼んだ。

「色々あれだが、せっかくだからやってもらうか。魔術師の正体を占ってくれ。いや、心配すんな。話半分に聞いておくから、外れても文句は言わねえよ」

「ノンノン、この占いは今まで外れた事がないんだよ！　的中率は百パーセントだ」

　自信たっぷりにそう言うと、新宿はウォーボネットに手を突っ込んで羽根を毟むしり取った。

　その羽根の先端はダーツのように尖とがっている。

　そして新宿は軽やかに身を翻ひるがえし──

　カッ！　カッ！　カッ！

　続けざまに三本投げた。……忍者研究会に入った方が適性を活いかせそうである。

「ほっ！　これはこれは」

　白しろ奈なが物もの凄すごく嬉うれしそうに感心していた。ツボだったのだろう。

　壁に貼はられたトンパ文字の一覧表に羽根ダーツは刺さっているのだった。新宿はそれに近づくと睨ねめ回すように見て、ダーツが刺さっている箇所は『一』『美』『女』の文字だと告げる。

　そして俯うつむくと物々しいタメを作り──突然クワッ！

「つまり、魔術師の正体は一人の美しい女……要するに美少女だったんだよ！」

　しーん。

　ドン引きしている室内の面々。そっか、犯人はわたし達だったんですね、とボケるのも忘れて放心している。ったく、予想通りの適当な予言しやがって、と玄人くろとが苦虫を嚙かみ潰つぶしていると、予想外のリアクションをした者がいた。

「あーあーあー！　成程、そういう事だったんですか！」

　予想外の人、赤あか座ざ伊い衣い子こであった。

「了解致しましたっ。犯人が美少女だと判明した以上、これからするべき事は明確です。学園の美少女を片かたっ端ぱしから捕まえて尋問しましょう。本官は早さつ速そく調査に行って参りますっ！」

「おい？　待てよ赤座っ」

　と、そんな流れで部室を出て行った赤座伊衣子を玄人達は追いかけているのだった。

　行けども行けどもこちらの言葉に耳を貸さない彼女にたまりかねて玄人は言う。

「おい赤座、いい加減にしろよ！　こんな事してる場合じゃねえだろ」

　玄人としては新しん宿じゆく貴たか志しの適当な予言は考慮の対象にならない児じ戯ぎ。それより赤座に、会長こと雪き花ら菜ずユキの事を色々と訊ききたかった。同じクラスだという事をさりげなく隠そうとしていたあの女には絶対に何かある──。

「止まれって！　この暑いのに馬ば鹿か馬鹿しい事させるなよ」

　と、言った時である。不意にぴたりと赤座が歩みを止めた。

「おっ、やっと話が通じたか。面倒な事にならなくて良かった──って、うぉうっ？」

　駆け寄った玄人の鼻先をチリッと掠かすめていく豪腕。赤座が振り向きざまに凄すさまじい勢いの裏拳を見舞ったのだ。紙一重でどうにか回かい避ひしたが、玄人でなければ鼻を潰されていた。

「ななな、何すんだ赤座！　危ねえだろおおっ？」

「……今、わたしの事バカって言いましたね」

「あ？」

　その場の皆がギョッとした。振り向いた赤座の目が別人のように据わっていたからだ。

　剣けん吞のん──酔っ払いでもこんな目つきはなかなかしない。

「わたしの事をバカって言うのは即すなわち、警察官をバカにするのと同じ事ですよ、玄人さん。いくらあなたでも言って良い事と悪い事があります。んー、仕方ありません。悪い人には正義の鉄てつ槌ついを下して、お仕置きしなくちゃいけないです！」

「お、おい……」

　言ってる事がいつにもまして無茶苦茶である。

　ブンッ！　ブンッ！　と赤座は豪腕をぶん回し──裏拳とフックの中間のような打撃だ。当たったら対象と同時に己の拳こぶしもぶち壊しそうな勢い。

（こりゃどう見ても普通じゃねえ。一体何だってんだ？　……ああ、そうか。普通じゃないから一人でずかずか勝手に行っちまったのか）

　何な故ぜかはまるで不明だが、今の赤あか座ざは変になっている──玄人くろとは未み百ゆ合りと血ち倉くらをかばって前に出た。白しろ奈なと美み咲さきは回り込むように左右に動く。密集していると攻撃の恰かつ好こうの餌え食じきだ。

「なあ赤座、怪け我がするからやめろよ。な？　阿あ呆ほうな真似はよせって」

「ホーラ、またアホって言った。駄目ですよ玄人さん、アホって言う人がアホなんです」

　その瞬間、轟ごう音おん──。

　ド迫力のストレートが玄人の頰ほおを掠かすめ、擦すり傷を作った。鳥肌が立つ。一般人に出せる速度を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

「本ほん間ま君！　これってさっき言ってたあれじゃないの？　暗示の心理スキルとかいう」

「暗示？　これが？」

　血倉に負けじと、未百合も心配そうな声を張り上げた。

「そ、そうよ！　きっとそうだわ。占い研究会の人達がさっきやってた不思議な……あれよ！　赤座さんはあの時に悪い暗示を入れられちゃったんだわっ」

　言われてみれば滅茶苦茶怪しい事をしてやがったよな、と玄人は思う。

（暗示のスキル──あの時にうまく入れたってのか？　一体誰が？　正直眉まゆ唾つばだが、しかし、この身体能力は異様だ。潜せん在ざい能力とやらを引き出されたと考えれば納得がいく……）

　その間も轟音と共にぶん回される赤座のロシアンフック。よけたつもりでもパラッと頭髪が数本宙に舞う。一瞬ごとに激しくなる迫力の攻防。と言っても玄人は回避しているだけだが、赤座伊い衣い子こ──この女、間違いなく強い。そして空気が読めない。

「カモン！　玄人さん、そうやってよけてばかりじゃ今に限界が来ますよ。一発くらい打ってきたらどうなんですか？」

「ふん、俺は女は殴らねえ──って、ベタな事を言わせんな。これは料理の話なんだぞ。多分、いや、おそらくその筈はずだったんだが……とにかくやめろ！」

「ほんと、玄人さんは強がりばっかり言っちゃって。そういう可愛い男の人は……」

　赤座は一瞬屈かがみ込むように身を沈めると、

「愛しちゃいますぅっ！」

　跳躍した。

　陸上部の美咲がショックを受ける程の跳躍力だった。

　そのまま重力加速度を加えて玄人を押し潰つぶそうと、赤座は大きく両腕を広げて突っ込んでくる。戦せん慄りつのフライングボディアタック！　かわせないと判断して玄人は足を止めた。プロレス技なのだ──受け止めないと赤座が怪我をする。してもいいが、

（いや！　こうなったら仕方ねえ。なるようになれだっ）

　潰つぶれるか、持ちこたえられるか。腰を落として巨大隕いん石せきの落下を待ち構える玄人くろと。

　だが、それが予想もしない結果を招いたのだ。

「だめぇ！　危ない玄人君っ！」

「本ほん間ま君の為なら、わたしっ！」

　ドンッ！　突然背後から突き飛ばされ──それに続く派手な衝撃音。

　振り返った玄人が見たのは立ちこめる土つち埃ぼこりと、赤あか座ざの下敷きになった未み百ゆ合りと血ち倉くらだった。

「なっ……？　未百合……血倉ぁっ！」一瞬視界が赤くなった。

　慌あわてて駆け寄ると、赤座はバッと後ろに飛び退のいた。未百合と血倉は口から泡を吹き、ぐるぐる目を回している。玄人をかばったはいいが、ボディアタックを受け止めきれず、後ろに倒れて頭を打ったのだ。揺さぶっても起きる気配はなく──

（……いや、大丈夫らしい。傷とかはついてない。気絶してるだけだ）

　ホッと安あん堵どの息を吐はいた。

　とはいえ、と玄人は思う。ずいっと前に出た玄人の迫力に赤座伊い衣い子こは躊ちゆう躇ちよした。

「あ、あれ？　玄人さんと戯たわむれていた筈はずなのに、どうして未百合さんと血倉さんが……？」

「黙ってろ。心配すんな赤座。今のお前は少し変になってんだ。悪いのは妙な暗示を入れた奴やつだから、俺の怒りは全部そのクソヤローにぶつけるとして……。ほら、何も考えずにとりあえず打ってこい。もう避けないから、思う存分ぶん殴りな」

「そ、そうなんですか？　何だかよく解わかりませんが、せっかくですので──」

　ズドォン！

　超ちよう弩ど級きゆうの大砲を思わせる右ストレートが玄人の胸板に直撃した。続けざまにズガン、ドゴォン！　右、左、右、左、と赤座伊衣子は交互に正拳突きを繰り出し、玄人は全て受け止める。

「す、凄すごいですっ……！　玄人さん、料理人ってここまでタフなものなんですね！」

「勉強になったか？　だがタフなだけでも案外務まらねえんだ、これが」

「どういう事です？」

「今解る」

　正拳突きに専念している赤座伊衣子の背後に向かい、玄人は目配せをした。やれ──。

　こくりと頷うなずいたのは赤座の後ろに忍び寄っていた城じよう之の内うち白しろ奈なだ。

　そう、玄人は漠ばく然ぜんと殴られていた訳ではなく、注意を引きつけていただけ。相手が攻撃に夢中になっている時こそ反撃の最大のチャンスなのだ。

「城之内流、裸はだか絞じめーっ！」

　おんぶのように背中にしがみつき、白奈は両腕を赤座の首に絡ませて頸けい動どう脈みやくを絞しめた。プラス、麻ま酔すい薬やくを染み込ませたハンカチを赤座の口元に当てている。

「むがぐーっ？　むー！　むー！　むーっ！」

　赤座は振り解こうと暴れるが、そこは白奈だ。簡単に引き剝はがされる事はなく、更に玄人と美み咲さきが牽けん制せいに入った事もあり、やがて赤あか座ざは電池が切れたように静かになった。

「すーっ、すーっ」

「いい気なもんだな、おい……」

　気持ち良さそうな寝息を立てる赤座に疲れた顔で突っ込む玄人くろと。気絶している未み百ゆ合りと血ち倉くらを左右の腕に抱え、むすっとした顔で歩き始めた。占い研究会の部室に戻るのだ。二人を地べたに寝かせておけないし、何より──

『誰が赤座伊い衣い子こに暗示を入れたのか？』

　突き止めて、仕置きをしてやらなければ気が済まない。煎せんじ詰めればそいつが今回の事件の犯人──空そら野の美咲の精神に悪戯いたずらした人物でもあるのだから。魔術師許すまじ。白しろ奈なは赤座をおぶり、美咲がそれを気遣いながら、足早に進んでいく玄人の後を追う。
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　玄人が占い研究会のドアを蹴け破やぶるように開けたのと、そいつが動いたのはほぼ同時だった。

「おい、誰でもいいから答えろ。誰が赤座に暗示を入れた？」

「ひいっ！」

　悲鳴と共にそいつは走り出していた。

　走って窓際へ。シャッと窓を開け放ち、ジャンプして部屋から脱出する。あっという間だ。

　占い研究会の部室は一階だから怪け我がをする事もなく──会長こと雪き花ら菜ずユキは玄人の顔を見た途端、有無を言わさず部室から逃げ出してしまったのだった。

　新しん宿じゆく貴たか志しと各務かがみ麻ま戯ぎ香かは何が起こったのか解らず、口をぽかんと開けている。

（クソッ、やっぱ会長か！　最初から怪しいとは思っていたが）

　当然玄人は後を追おうとする。だがその前に──。

「部長は残ってこいつらに説明をっ。皆で未百合と血倉を手当てしてやってください。多分寝かしとくだけでいいでしょうが。で、美咲と俺はヤローを追う。取っ捕まえるぞ」

　大おお雑ざつ把ぱなようで意外と細かい事に気が回る人、本ほん間ま玄人である。

「了解だ、ボス！　君の嫁二人はこちらで看病する。安心して行ってくれ！」

　何か聞き逃せない白奈の阿あ呆ほう発言があった気がするが、突っ込んでいる暇はない。玄人は美咲と共に窓から飛び出し、部室棟から凄すごい速度で逃げていく会長を追った。

　会長のスピードは予想以上だった。追い詰められて火事場の馬ば鹿か力ぢからが発動しているのか、とにかく速い。陸上部の美咲と玄人が本気で追っても追いつけないのだから、相当な物だ。

　とはいえ、かなりの距離を全力疾走し、やがて校舎が見えてきて──

「も、もう……駄目だあっ！」

「え？　お前がへたばるのっ？」

　意外にも空そら野の美み咲さきが脱落した。もう息が続かないという。

　陸上部のビューティフルランナー、せっかくの見せ場なんだから頑張れよ……と玄人くろとは励はげましたが、例の暗示をかけられたせいで美咲はスタミナが続かないらしい。思い返せば本来の依頼はそういう物だった。美咲は地べたに両掌てのひらをつき、ハアハアと苦しげに息を切らせて、

「ご、ごめんよ。僕に構わず彼女を追ってくれ、本ほん間ま玄人君っ！」

「悪いが躊ちゆう躇ちよなくそうさせてもらう」

（って、あん……？）

　ふと玄人は気づいた。否、それは漠ばく然ぜんとした思いつきに過ぎなかったのだが、へたばる美咲の姿を見ていて感じた事があったのだ。

（あれだ。こいつはもしかしたら……）

（検証する価値はあるかもしれねえな）

　だが今はそんな場合ではない。玄人は美咲に背を向けて会長の追跡を再開した。全力疾走しながら会長の名を大声で呼びまくり、プレッシャーをかける。

　すると会長が校舎内へ逃げ込むのが見え──玄人は頷うなずいた。これで決まりだった。




「た、助けてくださいっ！　わたしは何も悪い事はしていません。本当ですっ！」

「お前、これだけ派手に逃走しといて、よくそんな事が言えるな……」

　校舎の屋上で、会長こと雪き花ら菜ずユキは玄人の足に纏まとわり付き、弁解を繰り返していた。

　屋上──青空の彼方かなたに桃色がかった雲が浮かんでいる。ここより先のフロアは無い。会長は校舎内に逃げ込み、二階、三階と上に逃げていく過程で失策に気づいた筈はずだ。建物内に逃げ込んだら、追い詰めてくれと言っているような物だという事を。

　──という訳で、会長は屋上に出た瞬間、掌を返したように謝り始めたのだった。

「わたしは本当に何もしていません！　暗示と言われても何の事だか……。そもそもわたしは逃げた訳じゃないんですっ。保健室に先生を呼びに来ただけっ。だって、あなたが怪け我がしてる女子を連れていたものですから」

「あ？　だから窓から飛び出したってのか？　過剰反応にも程があるだろ。ていうか、保健室を思い切り通り過ぎてるじゃねえか」

　この時間、保健教師はとっくに帰っている。

「わたし、気が弱いので、その……ビックリしちゃって。動転しちゃったんですっ」

「そんな下へ手たな言い訳があるかっ。疚やましい事がなけりゃ、あそこまでぶっ飛んだ行動はしねえだろ。ここまで来たら素直に認めろ。お前が暗示を入れたんだよな、天然先輩？」

「い、入れてません！　それにわたし、天然じゃないです！」

「そこには別に食い付かなくていいよ。ったく、未み百ゆ合りと血ち倉くらをあんな目に遭あわせやがって。とにかく、来い！　何でそんな事をしたのか、動機は皆の前で告白してもらう」

「ひいいい」

（ふう。今回はマジで色々あったけどよ。これで後は犯人の告白を残すのみだ）

　素直に罪を認めないのは業腹だが、何はともあれ下げ手しゆ人にんは確保した。玄人くろとは弁解を続ける会長を半ば引き摺ずるようにして占い研究室に向かう。




　　　　　　７




　玄人が会長を引き連れて戻ると、部室棟には美み咲さきを含めた全員が揃そろっていた。

「話は城じよう之の内うちさんから全部聞いたよ」新しん宿じゆく貴たか志しが沈痛な面おも持もちで言った。「大変な事になっちゃったね。暗示の心理スキル、か。人を襲わせたりとか、そんな事が本当に可能だなんて」

「……」

　各務かがみ麻ま戯ぎ香かはいつにもまして無表情だ。心中は窺うかがい知れない。

　室内を見回すと、赤あか座ざは床でぐうぐう。未み百ゆ合りと血ち倉くらは各々ソファーに横たえられ──何やかやで機転のきく白しろ奈ながうまくやってくれたようだ。足の下にクッションを置き、頭の位置を低くして寝かせている。血の巡りが良くなるのだ。二人は未いまだ気がついていないが──

　否、玄人の気配を察知したかのように血倉の瞼まぶたがピクッと動いた。

「血倉っ！」玄人は横たわった彼女の顔を覗のぞき込み、「大丈夫か？」

「ん……」

　血倉の反応は意外なものだった。

　彼女は突然弾はじかれたように上半身を起こすと、玄人の手を両手でくるむように握ったのだ。

　そしてじっと彼の手を見る。理解不明の行動。これは打ち所が悪かったのか、と玄人は冷水を浴びた気分になるが、やがて血倉はホッと息を吐はいた。

「良かった……」

「え？」

「どこにも怪け我がはないみたいじゃない。本当に何よりだわ、本ほん間ま君！　あなたが無事でいてくれて、わたし今とても嬉うれしいわ」

　あの時の赤座さんはとんでもない暴れぶりだったでしょう。あなたがもし手を怪我していたら大変だって思っていたのよ、と血倉は言う。

「だって手は料理人の命だもの。傷一つだって負わせられない。命に代えても守らないと……なーんてね。フフッ。わたしにあなたを守らせてくれてありがとう」

　心底嬉しそうにそんな事を言う。

「血倉、お前」

　いじらしい奴やつだな、と玄人は思う。かばって気絶した側が普通そんな風に考えられるだろうか。何かグッときてしまった。

「あなたの周りって個性派揃ぞろいじゃない？　わたしって影が薄いから、あまり役に立ててないんじゃないかと思って、実は気にしていたの。日陰の身とはよく言ったものよ。だけど、できれば長い目で見ていて。こんな風に少しずつ恩返ししていくから」

　それがわたしの一番の望みよ、と澄んだ笑顔で言う血ち倉くら。玄人くろとはぶっきらぼうに答える。

「ふん、影は別に薄くねえだろ。むしろ濃いし……日陰の身でもねえよ。俺が保証するからもっと胸を張れよ」

「え……っ？」

　するとどうした事か。途端にボッと血倉の白い顔に火が灯るのだった。

「そ、それってつまり……」血倉の頰ほおがみるみる赤く染まっていく。「や、やだっ。何言ってるのよ本ほん間ま君。そんな優しい事を言われたら、わたし思わず期待しちゃうじゃない！」

「うおっ？」

「もう、にくいヒト！」

　真っ赤な顔で玄人の腕を雑ぞう巾きんのようにぎゅうっと絞しぼる血倉。よく解わからない反応だ。手は料理人の命なんじゃないのか、と玄人が言おうとした時、背後に只ただならぬ気配があり──

　振り向けば。

「ハッ？」

　未み百ゆ合りが目を覚まし、こちらを見ていた。

　ガクガクガクガク……。切せつ羽ぱ詰つまった顔で震えているから、また変な事を考えているのだろう。何でもないから心配すんなよ、と玄人が安心させようとすると、未百合はソファーから飛び降りて駆けてきた。

　血倉と玄人にそっと触れ、未百合は黒い瞳を潤うるませて言う。

「ねえ玄人君、血倉さんはとっても良い人よ……。わたし、彼女の事が好き。血倉さんには絶対幸せになってほしいわ。だからやっぱり愛人ではいけないと思うの」

　だってお嫁さんになるのは女の子にとって最高の喜びなんだもの……と唐とう突とつな意味不明発言をする未百合。意表を突かれた玄人は五秒くらい固まっていた。

「……あ？　っていうか、何だよお前、まだ寝ぼけてるんじゃねえのか？」

　仕方ないヤツだな、と未百合の頭をぽんぽん叩たたくと、幸せそうにうっとりと目を細める。彼女の頭頂部は黒髪がつやつや、珠たまのように滑なめらかだから、触れた玄人もかなり気持ちが良い。

　撫なでられた未百合は気分が安らいだのか、ようやく落ち着いた態度になって、

「それでね、玄人君。世界の……」

「ん？」

「世界のどこかにね？　一夫多妻制の国があるらしいんだけど」

　落ち着いた口調で変な事を語り始めた。……放っておこう、と玄人は思う。基本的に未百合も血倉も自分より相手を思いやる優しい子なのだが、もう少しこう、何というか。

　さておき。

「まあいい。とにかく事件は解決だ。未み百ゆ合りも血ち倉くらも無事だったし、犯人もほれ、この通り捕まえたからよ。赤あか座ざと美み咲さきにくだらん暗示を入れたのは占い研究会会長こと、この雪き花ら菜ずユキだ。さあ会長さん、今から犯人の告白タイムだ。何な故ぜそんな事をしたのか、皆の前で動機を語ってもらおう」

「だ、だからわたしは犯人じゃないです。さっきのは逃げたんじゃなくて、先生を呼びに行っただけで……」

「もうよせ。言い逃れできる状況じゃねえんだよ」

（まあ、あれだけのスキルの持ち主だ。大方、自分の力を誇示したかったんだろうが）

　前に押しやると、皆の注目を浴びた会長は震え始めた。口をぎゅっと嚙かみ締めて、浅い呼吸を繰り返す。庇ひ護ご欲よくを誘うメイド姿という事もあって、全員でお仕置きしている趣おもむきだ。

　とはいえ、しぶとく数分経過。会長はいつまで経たっても口を割らない。

　やがて──。

「ねえボス、わたしは思うんだが」

　白しろ奈なが手を上げて躊躇ためらいがちに口を挟はさんだ。

「この人は……本当に犯人なんだろうか？」

「あ？　何ですって？」玄人は眉まゆを顰ひそめた。こんな時に何を言い出すのか。

「いや、だってこんなに怯おびえているし……そもそも本人がやってないと言ってるじゃないか。ひょっとしたら本当に無実なのかもしれないよ？　ボスの迫力にびびり、言いたい事が言えなくなっているだけで」

「え……。俺が悪いのっ？」青天の霹へき靂れきだった。「や、部長。俺は別に普通ですよ」

「いやいや、ボス。さっきまでの君は結構怖い顔をしていた。未百合ちゃんと血倉ちゃんが傷つけられたんだから、そこで怒らなければ君ではないが、とはいえ、いつもの君ならもっと冷静に事態を検証しているように思う」

　玄人は思わずジト目になった。

　城じよう之の内うち白奈は一見スーパーモデルながら、性善説を地で行く大のお人ひと好よしだ。会長の怯える姿を見ているうちに可哀想になったのだろう。そこは白奈らしいのだが、

「ほっ！　会長ちゃんが正直に言っている可能性は否定できないよ。彼女は犯人ではなく、ましてや逃げたのでもなく、本当に先生を呼びに行っただけなのかも……。怒ったボスに追いかけられた事で動転し、突とつ飛ぴな行動をとっていただけかもしれない」

　と、そんな風に言うのだった。

「だったら部長、この事件はどう収拾するつもりなんです？」玄人は訊きいた。

「うん。実はここで君を待っている間、ずっと考えていた事があってね。それは──新しん宿じゆく貴たか志し君の予言についてだ」

「予言？」

　意外な着眼点だった。

「あー……何かありましたね、そんなの。トンパ文字の表を使ったやつだ。『一』『美』『女』にダーツが刺さったから、犯人は一人の美少女だ！　とかいう」

　何という適当な予言だと玄人くろとは思ったものだが、白しろ奈なはそうではなかったらしい。

「くふふ、件くだんの予言を考慮すれば容疑者は絞られる。美少女とは希少なものだし……偶然ここには極上の美少女が揃そろっているが、占い研究会のメンバーには会長ちゃんと各務かがみ麻ま戯ぎ香かちゃんの二人しかいないからね。そしてここがポイントなのだが……」

「何です？」

　ミスリードだよ、と白奈は得意げな顔で言った。

「犯人は美少女である、と誘導すれば結果的に容疑者から外れる存在があるだろう？　いいかい、ボス。これは真犯人によるミスリードなんだ。あれは予言じゃなくて狙った場所にダーツを投げたんだよ。即すなわち、事件の犯人は男子だ。疑いを美少女に向けようとした新しん宿じゆく貴たか志し君こそが、この事件の真犯人なんだ！」

「なっ、何だってえええー？」

　新宿貴志は雷光に打たれたような顔をした。

「な、何という事だっ！　ぼ、ぼくが暗示を入れた犯人だったのか！」

　と、両手で頭を抱えてワナワナしている。……いや、どう見ても犯人とは言い難がたいのだが、天才白奈の阿あ呆ほう推理は絶好調だ。

「九く森もり銀ぎん座ざに出没するのは苗みよう字じが関係してるんじゃないのか？　銀座と新宿だから何か語呂合わせ的なネタがあるんだろう。そもそも彼の格好が怪しい！　上半身裸にウォーボネットって、ちょっと露ろ出しゆつが過ぎるじゃないか。下へ手たしたら捕まるよ。暗いところで見たら驚いておしっこを洩もらしているところだ！」

　と、ノリノリでそんな事を言う。白衣を脱ぎ忘れて帰路につき、そのまま電車に乗ったりする人の発言とは思えない。（その時はモーゼが海を割るように人が避けていった）

「……やー、部長。そんな薄弱な根拠で人に容疑をかけないでくださいよ」

　玄人の言葉を華麗にスルーし、白奈はどこまでも確信的に語り続ける。

「さあ新宿君、犯行の動機を！　それと心理スキルのからくりも教えるんだ！　赤あか座ざちゃんと美み咲さきちゃんに入れた暗示もしっかり取り除いてもらうからねっ」

　状況は混迷をきたしている──。

　が、やがて曇どん天てんから水滴が落ちてくるように冷静な事を言う者がいた。

「あの、ちょっと待って」

　血ち倉くら知ち里さとだった。

「何か変じゃない？　新宿君が暗示を入れたって言うけれど、それって一体いつやったの？　動機以外の見地からも考えた方が良いわ。もう一度落ち着いて流れを整理してみない？」

　美み咲さきさんの件は置いといて今は赤あか座ざ先輩の件に絞って考えるの、と血ち倉くらは言う。

「わたし達がここ、占い研究室に来た時……まあ最初はばたばた色々あったけれど、全員集合してからは比較的落ち着いたわよね？　それからは基本的に──」

　玄人くろとははっとした。

（そうだ）

（暗示を入れるとしたらチャンスは限られている……。赤座が部室から出て行っちまうまでの間、俺と未み百ゆ合りと血倉と美咲は、ずっと会長から話を聞いていたんだ。つまりあの時間の会長にはアリバイがある。確か白しろ奈なと新しん宿じゆくは壁際でトンパ文字のポスターを眺めていたから、こっちにもアリバイがあるな。で、赤座と各務かがみは部室の奥まった場所でにこにこ喋しやべっていた。あれは例の何だっけ……そうそう、ペーシングをしていたんだと思うが）

（ペーシング？）

　まさか、と呟つぶやいた玄人が振り向こうとした瞬間、

「……チッ」

　各務麻ま戯ぎ香かが短く舌打ちした。

　こいつか、と玄人は思った。

　そう、各務だけがアリバイがない。というより、物理的に考えれば赤座伊い衣い子こに暗示を入れるタイミングがあったのは各務麻戯香しかいないのだ。

「お前がやったのか、各務……？」玄人は訊きいた。

　部室内は静まり返り、緊張感が満ちている。料理事件部と占い研究会のメンバー全員がこぞって各務を見つめていた。各務の顔色は真っ青だ。俯うつむき、腹部を抱えるように押さえ、ギリッと嚙かみ締めた唇は白くなっている。

「……答えろ各務。やったのはお前か？　あの時お前は赤座にペーシングをしていたんじゃなく、暗示を入れていたのか？」

　玄人の問いに皆が口を揃そろえて追従した。

「各務さん！」

「ねえ、各務っ」

「何な故ぜそんな事を……」

「各務さん、黙っていたら解らないわ」

「なあ各務。ほんとにお前が暗示を……」

　やがて舌打ち一つ。──チッ。

「うるさい」

　突然各務は椅い子すを蹴けって立ち上がった。傲ごう然ぜんと細い顎あごを反らし──その豹ひよう変へんぶりは見る全てをギョッとさせるのだった。

「確かに赤あか座ざ先輩に暗示を入れたのはわたしだ。だが……それがどうした？　素人しろうとに催さい眠みんをかけたから何だ。そんなのはわたしの勝手だろう。文句を言われる筋合いは一切ないな」

　全員啞あ然ぜん。

　開き直った各務かがみ麻ま戯ぎ香かはむしろ誇らしげに悪事を認めた。普段の寡か黙もくな仮面を脱ぎ捨てて、切れ長の瞳を不気味に輝かせながら感じの悪い微笑を浮かべる。魔女顔負けの佇たたずまいだ。

　あまりの変わりぶりに会長の雪き花ら菜ずユキも新しん宿じゆくも啞然とした表情だが──

（……だが、これで事件は終わりだ）

　玄人くろとは息を吐はいた。

　かくして暗示の使い手、各務麻戯香は皆の前で自分が真犯人だと自白したのだった。
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　それからすぐに空模様が崩れた。今は雨──。

　ピアノ線のような細い雨が静かに降るトラックを空そら野の美み咲さきは一心不乱に走っていた。

　ここは九く森もり町ちよう総合運動公園陸上競技場。

　先程までは叩たたき付けるような土砂降りだった為、また、もうすぐ七時になるかならないかという時間帯という事もあって、走者は美咲以外誰もいない。薄うす闇やみのトラックを雨に打たれつつ、走っては休み、走っては休み、まるで何かを振り払おうとするように美咲は練習を続けていた。

　振り払いたいのは先程の件の後味の悪さだろうか。そうかもしれない。各務麻戯香は自分が犯人である事を認めながらも、反省の素振り一つ見せなかったのだから。

　それどころか、暗示を解とくよう要求した玄人達に対し、

「無理だな」

　と、衝撃的な事実をさらりと開示したのである。

　あの時──。

「一度入れたら、暗示は解けない」

「……どういう事だっ？」

　食ってかかる料理事件部と占い研究会の面々に、各務麻戯香はこれ以上ない程まがまがしく口端を歪ゆがめながら、こう言ってのけたのだった。

「暗示というのはうまく入るケースの方が珍しい。つまり、この暗示は偶発的にかかったものだ。くくっ、わたしは人を操るのが何より好きでな。機会があれば誰にでもこういう悪戯いたずらをする事にしている。今回は赤座伊い衣い子こが被暗示性の強い、思い込みの激しい性格だったのが影響したのだろう。偶発的に入った暗示を意図的に抜く事はできない。解わかったな？」

「な、何それ……。元に戻せないっていうの？」未み百ゆ合りが震える声で言う。

「そうだ」

「ひどいわ、各務かがみさんっ！」

　自分の事でもないのに未み百ゆ合りが涙目で憤ふん慨がいすると、各務麻ま戯ぎ香かは酷こく薄はくそうに唇を歪ゆがめ、

「ああ、わたしはひどい女だ。せっかくだから、もっとひどい事を教えてやろうか？」

　こんな風に言う。

「《魔術師》の正体もこのわたしだ。変装して九く森もり銀ぎん座ざで好き放題やらせてもらった。動機は何かって？　そんな事は決まっている。純粋な悪意……つまりは無差別の悪戯いたずらだな。暗示が入りやすそうな者を捜し、そういう人物がおかしくなるように負の暗示を入れていたのだ！」

　信じられないという表情で首を振る未百合。そんな彼女に冷ややかなオッドアイを向け、各務麻戯香は毒々しい口調を更にエスカレートさせる。

「そこの空そら野の美み咲さきに暗示を入れたのも勿もち論ろんわたしだ。……簡単だった！　ペーシングで気分をシンクロさせ、オッドアイで両目を見つめ、潜在意識の深いエリアに送り込んだ。これもまた偶然成功したケースではあるが、偶然であるが故にもう二度と解けない」

　この目に魅み入いったが最後、そいつの双そう眸ぼうは釘付けになるのだ──。

　と、各務は空野美咲に向かい、にいっと唇を歪めて言う。

「陸上はもう諦あきらめろ！」

　何というひどい女だろう。あまりの傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに全員が怒るを通り越し、呆あつ気けに取られていた。同じ高校の生徒にここまで人間離れした悪意の塊かたまりのような女がいたとは。

　凍り付いた空気の中、各務麻戯香は誰だれ憚はばかることなく悠ゆう々ゆうと部室を出て行く。

　未百合や血ち倉くらは呆ぼう然ぜんとして動けず、玄人くろとは無言で彼女を見送った。妙に大人しくしていた白しろ奈なは気絶したままの赤あか座ざ伊い衣い子こを心配していたらしい──ひとまず城じよう之の内うち家け御ご用よう達たしの名医に診みせてみると言い残し、そそくさと赤座を背負って去っていった。

　ともあれ、修羅場は終わったのだ。

　各務はやっぱ退部ですかねぇ、と放心気味に話している新しん宿じゆく貴たか志しと会長を残し、料理事件部のメンバーは一いつ旦たん解散。それから美咲は塞ふさいだ顔で競技場に向かい、雨の中を一心不乱に走っていたという訳だった。嫌いやな気分を雨が洗い流してくれるとでもいうように。

（ふん、成程──）

　前まえ屈かがみになり、両りよう膝ひざに手を当てて荒い呼吸を繰り返す美咲の様子を遠くから見ているのは本ほん間ま玄人だった。その目は鋭く、表情は珍しく真剣である。

（あのフォーム……。やっぱそういう事だよな）

（事態は見えた。どうやら俺の思った通りの結論らしい）

　玄人は傘を差し、ゆっくりとトラックに近づいていった。

「よう美咲。こんな雨の中ご苦労さんだな」

「キミ……。本間玄人君」

「風邪をひくから、そろそろあがれよ」

「でも──」

　サアサアと静かな雨が降りしきる。

　びしょ濡ぬれのまま俯うつむく美み咲さきは唇を強く嚙かみ締め、そこから動く気配はない。今にも泣き出さんばかりに瞳は哀しく潤うるんでいるが、どうなのだろうか。雨が目に入っただけなのか。

　やがて美咲は消え入りそうな声で言う。

「陸上、諦あきらめたくないな……」

　各務かがみの言葉が余程堪こたえているらしい。ぽたりと大粒の滴しずくが零こぼれる。肩が微かすかに震えていた。

「心配すんな美咲。俺が何とかしてやるよ」

「えっ？」

　顔を上げる美咲を大きな傘に入れてやり、玄人くろとはニヤッと笑んで言う。

「明日の放課後、学園の第一調理室に来な。旨うまい物をご馳ち走そうしてやる。それで全ては解決だ。心理スキルだか暗示だか知らねえけどよ。世の中にはそれを遥はるかに凌りよう駕がする究極至高のスキルがあるって事を教えてやる！」

「え……？」美咲はぱっちりと目を見開いて、「そ、それは一体っ？」

「まあ明日まで待て」
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　どこから広まったのか定かではないが、翌日の学校は朝からその噂うわさで持ち切りだった。

「知ってる？　各務さんって……」

「聞いた聞いた！　やばい事してたんでしょ」

「洗脳？　マインドコントロールだっけ？　怖いよねえ」

　風かぜ乃の森もり学園一年Ａ組の教室も当然その例に漏もれず、生徒達の話題は各務麻ま戯ぎ香かの件ばかりだった。曰いわく──彼女は人に催さい眠みん術じゆつをかけて悪行を働かせるという。

　気を遣ってか、あるいは単に関わりたくないのか、面と向かって問い質ただそうとする者はいないものの、不可視の空気の壁が彼女とクラスメイト達の間に堅固に形成されていた。

　だが当の各務麻戯香はいたって平然としたものだ。

　いつにもましてクールな無表情で一人超然としており、ささくれた空気を物ともしない。時折興味深げに近づいてくる者を冷たく睨にらみ付け、チッと得意の舌打ち一つ。瞬またたく間に退散させる様子はまさに舌遣いの魔女だ。その日の午前中だけで数え切れない程の舌打ちをした。

「チッ」

　そして今、放課後の廊下を歩いている各務麻戯香が一際大きな舌打ちをしたのは道を開けろという示じ威い行為である。魔法のように人波が引いた。

　帰りのＨＲホームルームが終わり、生徒でごった返す二階の廊下を各務かがみ麻ま戯ぎ香かは超然と第一料理室に向かっている。料理事件部からの挑戦を受けたからである。

　──放課後、第一調理室に来い。ご馳ち走そうしたい物がある。

　と、同じクラスの本ほん間ま玄人くろとが、帰りのＨＲ前にさりげなく彼女に告げたのだ。正直何を考えているのかよく解わからない人、というのが各務の本間玄人に対する評価なのだが、今回に限っては明白だった。

（復ふく讐しゆう）

（只ただでは済まさないという事だろうな）

　昨日散々悪態をつかれた仕返しをするつもりなのだろう、と彼女は思う。ご馳走とはまた皮肉な言い方をする。一体どれ程の怒りを浴びせられるのか、どれだけの大人数が待ち構えているのか？　想像もつかないが逃げるつもりもない。

　そして各務は唇を引き結び、第一調理室のドアを開けたのだ。

「さあ、お望み通り来たぞ。くくっ、昨日の続きをしたいのなら──」

　と、思わず各務は言いかけた台詞せりふを飲み込む。大人数どころか室内には本間玄人と空そら野の美み咲さきの他に誰もいなかったからだ。




　調理室には微妙な空気が立ちこめていた。

　入口で怪け訝げんな顔をしている各務麻戯香と、テーブルについて困惑顔をしている空野美咲、ポケットに手を入れて突っ立っている本間玄人というこの三人──キャラ的にかなり絡みにくそうではあるが、そこは我が道を行くタイプの玄人だ。かなりアバウトな感じに各務を中に招き入れ、美咲の対面に座らせた。

「あ、あの……本間玄人君。一体どういうつもりなんだい？」美咲が戸惑い気味に言う。「僕は美お味いしい物をご馳走してくれるっていうから来たんだけど」

「勿もち論ろんご馳走はする」

「でも、料理をしている気配はないし……。そのうえ、各務さんまで呼ぶなんて」

　各務を恨みがましく一いち瞥べつして美咲は呻うめく。彼女と一緒じゃ美味しい物を食べても楽しい気分になれないよ、と。暗示を入れられた側からすれば当然の反応だった。

「チッ」と各務。

「何さ！　舌打ちなんかして」

「別に。君の意志薄弱ぶりに呆あきれただけだ」

「何だと？　キミは呆れると舌打ちをするのかいっ？」

「あー、よせよせ二人とも。ここで面めん倒どう臭くさい事はやめろ」玄人は本当に面倒臭そうに言う。

「とりあえずだ。美味しい物はご馳走するが、その前に一つ、片しておきたい事がある。これは料理を心置きなく味わうための……言わば食前のいただきますみたいなもんだ」

「チッ、何がいただきますだ」

　ふざけているのか本ほん間ま君、と各務かがみが冷たく毒づいた。

「わたしに仕返ししたいんだろう？　つべこべ言ってないでやればいい。そこの空そら野の美み咲さきと一緒に……いや、もっと仲間を呼んだらどうだ？　わたしは逃げも隠れもしないぞ」

「よせって各務。そんなに自暴自棄になるなよ。俺には全部解わかってる。仕返しなんかする気はない」

　何な故ぜならお前が悪い事をしていないからだ、と玄人くろとは素っ気なく言う。

「なっ？　そ、それはどういう……」各務は狼狽うろたえた。

「あまり料理人を見くびるなって事だよ。俺が何も知らないとでも思ってるのか？　お前が魔術師でも何でもないって事はとっくにお見通しだ。単に悪ぶってるだけだろ」

　各務麻ま戯ぎ香かは絶句した。

「各務さんが魔術師じゃないだって？」美咲は混乱の極みのようだ。「そ、それはどういう事なのさっ？　だって彼女は昨日言ってただろう。自分が九く森もり銀ぎん座ざの魔術師だって！　暗示のスキルを僕に入れたって──」

「ありゃ各務が吐ついた噓うそだ」

　玄人はいとも簡単にそう言った。

「皆まんまと騙だまされていたようだが、俺にはすぐ解った。各務は魔術師でも何でもねえ。暗示のスキルも入れてなければ、九森銀座で美咲と会ってすらいねえんだ」

　おそらく暗示を入れる方法も知らない筈はずだ、と玄人は言う。

「……ほんとに？」美咲はこれ以上ないくらい目を瞠みはって、「でも何故そんな事を……。どうして各務さんが噓を吐いたって解るのさっ？」

　目だ、と玄人は言う。

「美咲、お前が九森銀座に行ったのは何の為だった？」

「何のためって、それは勿もち論ろん占ってもらう為……」

「いや、俺が言ってるのはその日に占ってもらおうと思い立った大元の理由の方だ。片目だと距離感が摑つかみにくい。だから練習を休んだんじゃなかったか？」

　各務麻戯香はハッと顔を強こわ張ばらせた。

　玄人は思い出す。最初に依頼を聞いた時、美咲はこんな風に言っていたのだ。

　──丁度その前日から僕、ものもらいができていて、眼帯をしてるとコースを曲がる時に危ないから、練習を休んで眼科に行ったんだ──。

「その言葉を聞いていれば迂う闊かつな事は言わなかったんだろうがな。昨日の各務はこんな風に言っていた。『オッドアイで両目を見つめ、美咲の潜在意識に暗示を送り込んだ』と」

　──この目に魅み入いったが最後、そいつの双そう眸ぼうは釘付けになる。

「ところがどうだ？　その美み咲さきは片方の目が眼帯で塞ふさがれていた訳で。な？　発言が完全に矛む盾じゆんしてるだろ。それで噓うそを吐ついてるのが解わかったんだよ」

　説得力が出るように自らのオッドアイを絡め、尤もつともらしく言ったつもりだったのだろうが、それが逆に仇あだとなったのだ、と玄人くろとは言う。

「そ、そんな発言は……していない……」苦しげに各務かがみが言うと、

「無駄だっ！」玄人は一喝した。「料理人の記憶力は常人を凌りよう駕がする。俺は世界各国あらゆる料理のレシピを暗記している男だ。記憶には些いささかの乱れもない。尤も、英単語や数学の公式はさっぱり覚えてないんだが……あ、いや、話が逸それた。ていうか、美咲も覚えてるだろ？」

　美咲はこくんと頷うなずいた。ほらな、と玄人は言う。

「その気になればあの場にいた全員が証人だから、惚とぼけるのは無理ってもんだ」

　各務は悔しげに唇を嚙かむと無言で俯うつむいた。

「各務さんは魔術師じゃなかった……」美咲が困惑げに言う。「でも……。だったら真相はどういう事なの？」

「つまり各務は罪を被かぶっているだけ。一連の事件の犯人は、やはり占い研究会の会長なんだ」

　真犯人の雪き花ら菜ずユキを各務がかばっていた。これが事件の真相だと玄人は言う。

「で、でもちょっと待ってっ？」

　美咲が食い下がった。

「だったら会長さんはどのタイミングで赤あか座ざ先輩に暗示を入れたんだいっ？　あの時はそんなタイミング、まるで無かったじゃないか！」

「そうだな。だからあの時じゃないんだろう」

　玄人はあっさり言った。

「色々と混乱させる因子が多くて気づくのが遅れたが、落ち着いて考えれば簡単なこった。占い研究会の部室でチャンスが無かったんだから、当然その前の時点で暗示は入っていた。それしか有り得ない。赤座と会長は同じクラスらしいから、教室でＨＲホームルームの前後にでも入れたんだろう。居眠りしてたら起こしてくれた……とか言ってたし、大方その時じゃねえのか？」

「そう言えばそんな事を言っていたような」

「暗示の入れ方自体は流石さすがに俺も知らねえけどよ。入れたタイミングはそれだ。あの日赤座はずっとにこにこにこにこしていて変だと思ってたんだ。で、各務は赤座に暗示がかかっているのを見抜き──まあ会長をかばうくらいだから、その辺は情報を共有してたんだろう。仲が良いのか悪いのか……。ともあれ、各務は得意のペーシング技術で赤座と二人にこにこしながら、部室で変な真似をしないように沈静化させていた。そして暗示状態だって事を隠いん蔽ぺいしたんだ」

　あの状況からはそういう結論しか出てこない、と玄人は言う。

「なあ各務、何でそんな事をしたんだ？」

「……」

「あの場で言いにくかった事も今ここでなら言えるだろ？　俺がずっと黙ってたのはそれが理由だ。全部打ち明けちまえ。楽になるからさ」

　息詰まるような沈黙が満ち、各務かがみは拳こぶしを握り締めて地面を睨にらんでいる。

　切れ長の目の縁には光る物が──助けてほしいようで拒絶したいようで、素直になりたいようで噓うそを吐つきたいようで、相反する感情に揺さぶられているのが傍はたから見ていても解る。

「可哀想にな。お前、本当は傷ついていたんだろ」

　玄人くろとがそう言うと、各務は突然ぼろっと大粒の涙を零こぼした。

「うぐっ……？」

　そんな自分に自分で驚いたらしく、各務は慌あわただしく目を擦こすってチッと舌打ち。それから深く息を吐はくと神妙に語り始めた。

「そう……。全ては本ほん間ま君が言った通りだ。あの日あの時、赤あか座ざ伊い衣い子こ先輩が暗示状態にある事はわたしには一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。それについては会長に聞いてよく知っていたから。会長が入れたんだとすぐに解ったよ。でもその理由が解らない。一体どうして？」

　会長は妙におどおどしているし、この人達とトラブルでもあったんだろうか？

　だとしたら──。

　そう思って、各務麻ま戯ぎ香かは事情を知らぬまま、とりあえず刺激しないように赤座伊衣子を得意のペーシングスキルで大人しくさせていたのだった。

「でも……馬ば鹿かだった。わたしの気持ちは物の見事に裏切られてしまって……」

「裏切られた？」

「ああ……。それが解ったのは本間君が気絶した未み百ゆ合りさんと血ち倉くらさんを抱えて戻ってきた時だよ。あの時は体が震えたな。目の前が真っ暗になるくらい、物もの凄すごいショックだった。そんな事をするのかと思って」

　会長がわたしに罪を着せようとするなんて……。

　と、各務は苦しげに呻うめいた。

「だって、暗示を入れるチャンスがあったのはあの時わたしだけ。ペーシングをしていた事も疑惑を搔かき立てるだろう。いや、むしろわたしがやったと言ってるような物じゃないか。会長の為に暗示状態を沈静化させていたのに、結果的には真逆の事をされて……。わたしは悔しくて……とても悲しかった……」

　玄人は無言で頷うなずいた。美み咲さきも眉まゆ根ねを寄せている。

　やがて各務麻戯香はぽつりぽつりと語り始めた。

　──自分は子供の頃から占いや心理に関する物事が好きだった。生来ドジだから、それを改善したくて色んな事を試した。当然その程度で何かが変わったりはしなかったが──

　いや、高校に入って凄い人に巡り会ったから、やはり効果はあったのかもしれない。

　占い研究会会長、雪き花ら菜ずユキはそれくらい才能に満ち溢あふれた人だったのだ。

「見た目や態度からはそう感じられないけど……あの人は天性の素質の持ち主なんだ。わたし達には感じられない物を感じられる」

「そうなのか」玄人くろとは眉まゆを持ち上げた。

「凄すごいよ。わたしはそんな会長にいつも憧あこがれていた。こんな事ができたら素敵だな、楽しいだろうな、という特技を沢たく山さん持っていて、ある意味理想の……他はともかく、占いの事にかけては間違いなく天才的な人なんだ。わたしは会長を尊敬していた。なのに──」

　最近喧けん嘩かをしたのだという。それ以来二人はうまくいっていなかった。

　理由は例の魔術師の件だ。フードと腹話術で別人になりすまし、一般人を相手に占いをするという計画である。プロでもないのに流石さすがにそれはどうなのか？　と各務かがみが常識的に異を唱えると、会長は立腹した。そして今日まで仲直りしないまま──と言っても腹を立てているのは会長だけで、各務はむしろ心配しているのだが、微妙な冷戦状態が続いていたらしい。

　まあ確かにあの会長、そういう天然っぽい感じの人だよな、と玄人は思った。

「一般人に暗示をかけてコントロールするなんて、人を尊重しない行為だとわたしには感じられた。憧れの会長にそんな事をしてほしくなかったんだ」

　それなのに会長は、と各務は血が滲にじむくらい唇を強く嚙かむ。

「何もこんな事しなくたっていいじゃないか……！　わたしは会長の事が心配だっただけ。あの人はわたしの憧れの人なのに……。こんなのって無い！　だからわたし、何かもう全てがどうでも良くなってしまって、罪を被かぶせたいならお望み通り被ってやろうと思ってしまって、それで犯人のふりをしていたんだ」

「成程な」

　玄人は頷うなずく。各務が露ろ悪あく的に振る舞っていた理由がそれで理解できた。つまりは自暴自棄。会長に対する複雑な感情のせいで、自分を大事に思えなくなってしまっていたのだろう。

「わたし、これから……」各務は力なく頭こうべを垂れて、「一体どうすれば……」

「ああ、それはだ」

　と、玄人が言いかけたその時である。

「ご、ごめんなさいっ！」

　調理室のドアが開け放たれ、物凄い勢いで会長──雪き花ら菜ずユキが飛び込んできた。

　玄人の横を通り過ぎて、各務麻ま戯ぎ香かにひしっと抱きつく。

「ごめんなさい！　本当にごめんなさいっ！」

　涙目で必死に謝る。

「会長……」各務は抱きつかれて呆ぼう然ぜんとしながら、「どうしてここに？」

「ドアの外から、ちょっと……盗み聞きしていましたっ」

　玄人は説明する。放課後ここに各務を呼び出して糾きゆう弾だんするという情報をわざとリークした。会長は必ずや一部始終を見ようとするだろう。そうせずにはいられないだろうから、と。

「ごめんなさい……。傷つけて本当にごめんなさいっ。わたしが間違ってました！　わたしは自分勝手な臆おく病びよう者ものでした。ほんとにほんとに、ごめんなさいっ！」

「そんな、会長」各務かがみは目を丸くして、「子供みたいに……泣かないで」

「わたし、つい頭にきちゃって。占い魔術師の活動は良い事の筈はずだから、絶対賛成してくれると思って！　麻ま戯ぎ香かちゃんには褒ほめてもらえると思い込んでいましたっ。だからそれと真逆の反応されて、カッとなっちゃったんですっ。でも……こんな真似して陥おとしいれるなんて、本当にわたしはどうかしていましたっ。ごめんなさい！」

　この人はきっと物もの凄すごく純粋な人なのだろうな、と玄人くろとは思う。それ故ゆえに不可思議な心理スキルを自在に使いこなせるのだ。

「しかしあれだな、会長さん。いくら才能があるとはいえ、暗示とかそういうのを悪用するのは感心しねえ。そりゃ各務でなくたって反対するだろ。一体どこをどう都合良く解釈したら賛成してくれるなんて思い込めるんだ？」

「悪用なんかしてません！」会長は涙目で玄人を睨にらみつけた。「だって、わたしの心はいつもマザーと一緒ですもん！」

「マザー？　何だよ。お前のお母さん、そんな事をしろって教えてるのか？」

「違いますっ。わたしのお母さんは専業主婦です！」

「や、そんな事は訊きいてねえ。だったらどこのマザーだ」

「マザー・テレサです！」

　玄人は愕がく然ぜんとした。予想の斜ななめ上過ぎる発言だったのだ。

「わたしはマザー・テレサを尊敬しているんですっ。子供の頃に伝記を読んで以来、ずっとファンですっ。貧しい人の為に奉仕する……わたしの心はいつもマザーと一緒です！」

「あ……。ああ。そう、なのか？」

　流石さすがの玄人もどう反応していいのか解らなかった。

「わたしはマザー・テレサみたいに皆を幸せにしたいんです。たまたまわたしには暗示の才能がありましたから、それを使わない手はないでしょうっ。わたしは心の貧しい人達の為に奉仕したかったっ。良い暗示を入れてあげる事で、色んな人を幸せにしたかったんですっ！」

　未いまだにポカンとしている玄人。美み咲さきも各務も同様だ。何というぶっ飛んだマザー・テレサ観だろう。この雪き花ら菜ずユキという人は心底ピュアで、心底変な人だったようだ。

　ともあれ。

「そうか。そういう事だったんだ」

　各務は誇らしげな顔で会長を抱き締めた。その手にギュッと力を込める。

「暗示で人を操るんじゃなく、幸せにしようとしていたのか……。それは間違った事だけど、そういう思いが根底にあるなら、やっぱり会長はわたしの思った通りの素敵な人だ」

「麻戯香ちゃん……」

「ねえ会長、わたし、これからもついていきます、ずっと」

「ううぅ……ありがとう。本当にありがとう、麻ま戯ぎ香かちゃん……！」

　わだかまりは消え去り、かくして各務かがみ麻戯香と雪き花ら菜ずユキは仲直りする事ができた。

　途中玄人くろとには理解し難いスピリチュアルな展開があったが、当人同士が満足しているのだから、これはもう問答無用で良い結果なのだ。

「さて、事件の謎も解けたところで、会長さん。美み咲さきにかけた暗示を解いてくれ。ていうか、そもそも暗示ってのはどうやるもんなんだ？」

「そうですね。この方には良い結果を与えなかったみたいなので……一いつ旦たん抜きます」

　会長は美咲の隣に腰掛けると、掌てのひらをそっと肩に置いた。

「な、何を……？」戸惑う美咲。

「心配ご無用。今から暗示を抜きますので、リラックスしてください。気分がすっきりしますよ。はーい、息を吸って──吐はいて──」

　リズミカルに深呼吸させながら、肩に置いた雪花菜ユキの手がソロソロと動く。指で喉のどの横の辺り──頸けい動どう脈みやくをさりげなく圧迫していた。次第に美咲の目がとろんとし始める。

　玄人は思わず半眼になった。

（おいおい、思いっきり物理的な方法じゃねえかよ……）

　会長得意のやり方らしい。そういえば美咲も言っていた気がする。肩にぽんと手を置き、それを契機に記憶が曖あい昧まいになってきたというのは、要するにこういう仕掛けだったのだ。

　そして朦もう朧ろうとした美咲の耳元で会長がブツブツ何か囁ささやき続けること数十秒──。

「１、２、３……はい！　暗示は綺き麗れいさっぱり抜けましたっ」

「ん……僕は一体」美咲は覚かく醒せいした。「あれ？　何だか気分がいいよ。ビューティフル！」

「良かったです」

　邪気の無い笑みを浮かべて会長はこう説明した。

　人を操るような強い暗示は短時間では入らない。幾いくつかの難しい条件をクリアしないと無理なのだ。美咲に入れたのは、自分の欲している物を更に欲するようになる軽い誘導暗示。でもそれが悪影響を与えるというのだから不思議な事もあるものですね、と会長は小首を傾かしげた。

「じゃあ赤あか座ざに入れたのはどんなやつなんだ？」玄人は訊きいた。

「うっ……！　あれは完全にわたしのミスです。ごめんなさい！」

　あの日、料理事件部が占い研究会に乗り込むという話を教室で赤座伊い衣い子こから聞いた会長はひどく慌あわてた。学園一のならず者集団（と会長は思っていた）に、大切な占い研究会を好きにはさせない！　だからそれを仲裁するような暗示を赤座に入れようとした。だが時間が足りなくて途中で中断。半端な状態だったから赤座は変になっていたのだった。

「要は副作用みたいなもんか」

「あれは本当に想定外でした。赤座さんの本能が解放されちゃったみたいで。反省です……」

「よし。だったらそれも抜いてもらおう」

　携帯で合図する玄人くろと。すると廊下から足音がして調理室のドアが開いた。顔を出したのはお馴な染じみの面々──白しろ奈な、未み百ゆ合り、血ち倉くら、赤あか座ざである。予あらかじめ待機させていたのだ。

「ユキちゃーん、早くわたしを治してくださいよう……」

　情けない声でそう言う赤座伊い衣い子こは珍妙な巨大耳栓をしている。暗示で活性化した本能が外からの刺激を受けないよう、聴ちよう覚かくを遮断していたのだと後に白奈から聞いた。

　その白奈はといえば、むひょおお？　と思わず声が出そうなくらいてんこ盛りのステーキ肉を両手に抱えている。何に使うかはこれから解る。が、

「何はともあれ、色々と面倒事は片付いたようだね。くふふ、これで心置きなく料理ができるよ。決めポーズの出番という訳だ。未百合ちゃん、血倉ちゃん。これ持ってて」

　未百合と血倉に肉の塊かたまりを手渡すと、白奈は白衣をなびかせて走ってきた。

「さあボス、いつものアレだ！」

「アレ？　……って、うああーっ！　ノリノリポーズっすか？　今回すっかり忘れてました。や、人も多いし、やめましょうよ。あの設定は無かった事にすりゃいいじゃないですか」

「だーめ。部のルールなんだから、料理の前はバッチリ決めないとね。行くよ！」

「んああああぁ……クソッ！」切ない声を出す玄人。でもルールだから仕方ない。

　羞しゆう恥ち心しんで顔を真っ赤にしながら玄人は人差し指をビシッと立てて──完全に自暴自棄だ。白奈とお尻しりをくっつけると二人でＸの字を象り、声を揃そろえて言った。

「「わたし達は料理事件部っ。美お味いしい物をご馳ち走そうするのが何より好きなのさっ！」」

　ポカーン……。

　他はともかく、初見の各務かがみ麻ま戯ぎ香かと会長と空そら野の美み咲さきは当然ながらドン引きしていた。
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　それから三十分後。

「わあっ……。とっても美味しそうっ！」

　未百合が顔の辺りで両手をパアッと広げて言う。オーバーアクションは感激の証だ。

　調理室のテーブルについたお客様六名──未百合、血倉、赤座、各務麻戯香、雪き花ら菜ずユキ、空野美咲の前には、できたての料理が盛りつけられた黒い鉄皿が置かれていた。

　皿中央に鎮ちん座ざしているのは青々としたクレソンを御供に従えた迫力満点の分厚い肉塊──白奈が持ってきたステーキ肉を玄人が絶妙の加減で焼いた物である。

　肉の表面が脂あぶらでたっぷりとぬめり光っており、見るからにジューシィ。今すぐ獰どう猛もうにかぶりつき、天に向かって雄お叫たけびをあげながら、思う存分肉の旨うま味みを嚙かみ締めたい──と、そんな原始の本能が呼び覚まされそうになるくらい豪ごう奢しやな代しろ物ものだ。変な背徳感に苛さいなまれているらしく、未み百ゆ合りは若干そわそわしている。

「それにしても凄すごいお肉ですね。見てるだけで生なま唾つばがじゅるりと湧わいてきますよ」

　無事に暗示を抜いてもらった赤あか座ざが晴れ晴れとした顔で言う。両手に握ったフォークとナイフを垂直に立てて、早く食わせろのジェスチャーをしていた。

「くふふ、城じよう之の内うち家にはありがたい事に毎年とんでもない量のお中元が届く。これは神こう戸べの牧場主さんが贈ってくれた非常に良い肉なんだ。ほっ！　ボスが焼いてくれるというから家からごっそり持ってきてしまったよ」

　いつも楽しませてもらっている君達に心ばかりのご馳ち走そうさっ、と白しろ奈なは白衣のポケットに手を突っ込んでカラカラ笑う。この人は残念な部分もあるが、基本的に性格は良い。

　しかし──。

「どうして」「お肉？」

　と、揃そろって素朴な疑問を発したのは各務かがみ麻ま戯ぎ香かと会長だった。

「事件が解決したお祝いって事なのか？　要はお肉で打ち上げ？」「そうなんですか？」

「そうじゃねえよ」

　玄人くろとは首を横に振った。

「何か勘違いしてるらしいが、事はまだ終わってねえんだよ。そもそも最初に俺が受けた依頼はこうだ……『美み咲さきをスランプから脱出させよ』。それはまだ達成してねえ。つまりこの料理事件は今から解決するんだよ、本当の意味でな」

　一瞬全員キョトンとするが──元を辿たどればそうだった。

　赤座伊い衣い子こが料理事件部に持ち込んだ依頼は、魔術師の正体を暴く事でも、会長と各務を仲直りさせる事でもない。空そら野の美咲が調子を崩している理由を探り、それを解消する事だった。

「いや、だけど本ほん間ま玄人君。僕に入っていた暗示は既すでに会長さんが抜いてくれた筈はずじゃ……」

「まあ聞け美咲、実はお前のスランプと暗示は直接的には関係ねえんだ」

「は……？」

　どういう事だいそれは、と目を丸くする空野美咲。他の皆も同様だ。この人は今更何を言い出すんだろう、とぽかんとした顔で玄人を見ている。

「だったら理由は何だって言うのさ？」美咲が訝いぶかしげに訊きくと、

「お前がスランプに陥おちいっていた理由は──単純明快！　肉を食わなかったからだ」

　と、玄人は言った。

「いやマジで。お前、最近肉を食ってなかっただろ？　ていうか、俺が訊いた時も自分でそう言ってたしな。体力を付けるために変なもん食ってるんじゃねえのかって質問に『最近は野菜ばっかり食べてるよ』ってさ。要はそれが度を超していた訳だ。お前のスランプの原因は占いのせいでも暗示でもない。間違った食事節制による、只ただのタンパク質不足だ！」

「え……」

「この料理事件の真に凄すごいところはな、魔術師騒ぎ自体が巨大なミスリードだったって事なんだよ。本当の答えは肉不足！　それが答えだ」

「「「「「ええええ～～～～～～～～～～～～～～っ!?」」」」」

　全員大困惑である。

「た……確かに僕は最近殆ほとんど肉を食べていなかったよっ。野菜中心！　その方がお肌に良いって美容雑誌で読んだものだから！」

　ワナワナ震えながら美み咲さきは言う。

「だって僕は美しく咲くアスリート……ビューティフルランナーなんだもの。美しい走り手になろうと努力するのは当然じゃないか！」

　……本気も本気の口調で言う美咲に皆がどう反応するべきか困っている。仕方ないので玄人がボリボリ頭を搔かいて突っ込んだ。

「いやー、言いたい事は色々あるけどよ。とりあえず美咲。肝心の走りに支障をきたしたらそれはもうビューティフルランナーじゃねえ。只ただのビューティだ」

「あれ？　う、うん……。そう言えばそうだね」

　選手として最低限の肉体作りを疎おろそかにしていた事に気づいて美咲は首を捻ひねっている。どうしてこんな事になったのだろう？　別にお肉が嫌いな訳ではないのに、と。

「ああっ!?」

　そこで会長が声をあげた。

「ももも、もしかして、わたしの暗示のせいでは……っ！」

「その通りだ。お前の暗示は直接的な原因じゃないが、間接的な原因ではあった訳だ」

　先程の会長の言によれば、美咲に入れたのは自分の欲している物を更に欲するようになる軽い誘導暗示。だがその働きが干かん渉しようした。

　美咲の望みは走る事と美しくある事──。肉を断ち、野菜のみを食べ、美容に躍起になる一方で、ベストの走りができないと苦心惨さん憺たん。アスリートに必要なタンパク質が充分でないのにそれを大量に消費するハードな練習を重ねていればスランプになるのは当然だ。要はダブルバインドとして暗示が機能したのだ、と玄人は言う。

「そもそも美咲は短距離走の選手だろ？　短い間に最高のパフォーマンスを発揮するには瞬発力と爆発力が大事だ。それには良質のタンパク質を摂とって速筋を発達させるのが肝要なんだよ。勿もち論ろん野菜も食べなきゃいけないが、野菜だけじゃパワーが不足するんだ」

　パワー不足。

　玄人は美咲の走りを幾度か見てそれに気づいた。──フォームが変に崩れている事。

　肩に力が入った前ぜん傾けい姿勢で大きく手足を振るのだが、バランスがちぐはぐだった。その理由はこうである。

　パワーが足りないのに普段と同じパワーを出そうとするから力む羽目になり、力みはフォームを乱す。結果としてすぐバテるし、また筋力が落ちればストライドが小さくなるのは当然だ。専門家である美み咲さき本人がその単純な事実に気づいていなかったのだった。

「という訳でだ……。今日はパワーを補給する意味でも、全員存分に肉を食べろ」

「い、いっただきまーすっ！」

　玄人くろとの説教が終わり、今度こそ本当の意味で料理事件は一件落着！　皆が思い残す事なくステーキ肉を食べにかかった。




「フワアアァッ……。美お味いしいっ！」

　葉は月づき未み百ゆ合りがうっとり目を細め、ステーキ肉を幸せそうに頰ほお張ばりながら言った。

[image: ]

「こんなに柔らかいお肉って、わたし初めて食べたわ。こんなにボリューミィなのに噓うそみたいに柔らかい！　歯が抵抗なく滑なめらかにお肉の中に入っていくわ。そうすると美味しい脂あぶらと肉汁がピュッと染み出してきて、香ばしい牛肉の旨うま味みがお口いっぱいに広がって……とろとろ、とろりん、とろりんこ。たまらない気分になるの。ほっぺたの内側が溶けてしまいそう！」

　と、得意のユニークな語ご彙いをここぞとばかりに披ひ露ろうしている。

「ねえ玄人君。今頃だけど、こないだの謎が解けたわ。ステーキのご馳ち走そうの謎。白しろ奈なさんが作った訳じゃないステーキを白奈さんが食べさせてくれた例のあれ。こういう事だったのね」

　その通りだ、と玄人は頷うなずく。

　答えは単純明快。白しろ奈なが未み百ゆ合りにご馳ち走そうする為に持ってきた高級肉を玄人くろとが焼いて、白奈に返したのである。それだけ。

「もう。ほんとに玄人君ってば、ぶっきらぼうなふりして優しいんだから……」

　知ってるけど！　ウフフッ、とご満悦顔の未百合の向かい側では、

「確かにこれは滅茶苦茶柔らかいですね。たまりません！」

　と、赤あか座ざ伊い衣い子こが大きめに切った肉をワイルドに口に放り込んで、もむもむもむ……ごくんっ。唇の周りをはしたないくらい脂あぶらだらけにしながら甘やかな垂れ目を煌きらめかせていた。

「柔らかく、それでいて嚙かむと濃厚なお肉の旨うま味みがジュワッとほとばしります！　わたしの全身の血が燃えてくるようですよ。何だかもう、獣の本能が目覚めちゃいそうです！」

「……や、それはもう勘弁してくれ」玄人はタラッと汗をかいた。

「凄すごく美お味いしい」

　と、静かな声で呟つぶやいたのは各務かがみ麻ま戯ぎ香かである。

　各務は上品に食べているが、その顔は満ち足りた感でいっぱいだ。いつも何を考えているか解らない、我が道を行くタイプの本ほん間ま君がこんなに優しい人だとは思わなかった、と誰にともなく小声で言う。

「こんなにちゃんとしたステーキって生まれて初めて食べたよ、本間君。本当に美味しい物なんだな……。半生っていうか、しっかりお肉を食べている感じがする」

　そんな各務の横で、美味しいですぅ、といかにも天然風の声をあげているのは雪き花ら菜ずユキ会長だ。ふぉふぉふぉふぉ、と得意の腹話術で笑ったりしてご機嫌である。皆はギクッと不気味がるが、全く気にしていない。

「とにかくもう、たまらなく美味しいです。お肉って最高っ！」

　そうですね、と各務と会長は顔を見合わせた。前にもまして仲良くなったようだった。

　一方──。

「フフン、わたしのは……これ、長ネギよね」

　アレルギーで肉が食べられない血ち倉くら知ち里さとの皿にだけは別料理が載せられていた。ポロネギのマリネだと玄人は説明する。感激したように血倉は顎あごを引いて彼を見た。

「いや、もともとはこれも部長のお中元なんだがな。オリーブオイルで表面に少し焦こげ目がつくまで炒いためた熱々のポロネギを、白ワインビネガーを使ったマリネ液で絡めた物だ」

「あれって買うと高いのよね……。いつも本当にありがとう本間君、白奈さん！」

　そして本日の肉料理を最も食べるべき者である空そら野の美み咲さきはというと──

　完全に無言だった。食事に夢中になり過ぎると人は大抵このモードになる。美咲は今までの分を取り返すかのように一心不乱にステーキをぱくついていた。

　軽く咳せき払ばらいして玄人は言う。

「なあ美咲、この肉が何でこんなに旨うまいか解るか？」

「ガツガツガツ、美お味いしいっ！　ん。それはええっと……高級なお肉だから！　と言いたいところだけど、あれだよね。料理の腕が良いからでしょ？　普通に焼いたんじゃ、絶対こんな風にならないもの。どうすればこんなに美味しく肉を焼けるんだい、本ほん間ま玄人くろと君？」

「くふふ！　美み咲さきちゃん、それは口で簡単に説明できる事じゃないんだよ」

　横から白しろ奈なが口を挟はさんできた。

「肉を焼くだけとはいえ、このスキルを身につけるのにどれだけの修練が要る事か。空手の正拳突きみたいな物で、基本技術に料理人の全てが表れる。切る、焼く、揚げる、等々。シンプルな技術こそが深く、そして至高の味を引き出すんだよ。言うなればこれはボス焼き……料理人の究極スキルの一つなのさ！」

「ああ！　成程！　心理スキルを上回る究極至高のスキルというのはそれだったんだね！」

　派手に盛り上がる美咲と白奈に、玄人はジト目を向けて言う。……ちげえよ、と。

「そんな大したもんじゃねえよ。この肉は基本、弱火でゆっくり丁てい寧ねいに焼いただけだ」

「え？　弱火でゆっくり？」美咲は目を瞬しばたたいた。

「意外そうな顔してるな……？　大方、肉は強火で素早く焼いた方が旨うまいと思ってるんだろ？　確かに薄い肉ならそれで良いんだが、この分厚い肉の場合は当てはまらねえんだ。それだと中まで熱が通らないからな。熱が通らないと脂あぶらの旨うま味みってのは出てこないんだよ」

　ここぞとばかりに玄人は蘊うん蓄ちくを語り始めた。

　肉の表面を焼き固め、内側に全ての旨味を閉じ込めるようにする。美味しい脂と肉汁を一滴も逃がさないようにするのだ。コツは余熱を意識する事。それを利用して赤身に入ったサシを温めればいい。サシとはつまり脂身だ。弱火で時間をかけて優しく慎重に焼いたからこそ、この味が出る──。

「とはいえ、火を通しすぎると今度は肉が固くなっちまうから、何だかんだで言葉じゃ説明しきれないんだがな。とにかく肝心なのは美味しくしたいって気持ちだ。肉は丁重に扱え！」

　薔ば薇らは美しく咲く。そして肉は優しさで焼くから旨いのだ──と玄人は尤もつともらしく締めた。

「美咲。お前もアスリートなら自分の体は優しく扱いな。美を求めるのはいいけどよ。バランスが取れるように野菜だけじゃなく肉も食べろ」

「オーケー、解ったよ！　ありがとう、本間玄人君！」

　美咲はグッと力こぶを作った。じゃんじゃん食べて筋肉を取り戻すぞっ、と再び嬉うれしそうにステーキ肉にかぶりつく。もう心配は要らないだろう。

　美咲の食欲旺おう盛せいぶりを見た全員がにこにこと幸せそうな笑みを交わし、良かったね、と仲良く頷うなずき合い──かくしてここに魔術師事件は完全な解決を見たのだった。




　　　　◆　◇　◆




　空そら野の美み咲さき──彼女がビューティフルランナーの異名を返上し、美しきマッスルランナーとして数あま多たの高校陸上部を震え上がらせるのは、これより一年後の夏の事である。





【件名】：魔術師事件　　　　　　　　　　　　

【お客様】：空野美咲、各務かがみ麻ま戯ぎ香か、雪き花ら菜ずユキ

【料理】：サーロインステーキ　　　　　　　　

【達成度】complete　　　　　　　　　　　　　















　　　時間跳躍者事件







　騒がしくそれでいて孤独な空間。あたしはテーブル上の皿に入ったそれを目を凝こらして見ていた。今日もまたあれを試みる。

　獰どう猛もうなまでの湯気を立てるそれは粘性が強く、まるで黒ずんだ溶岩だ。鮮烈な香りがあたしの本能を刺激し、精神的揺さぶりをかける。見ているだけで頰ほおに汗が滲にじむ代しろ物ものだ。

　それを口に含むと多分またあれが始まる。例の如ごとく──始まってしまうだろう。

（だが状況が状況だ。いつまでも座視している訳にはいかない。手を拱こまねいている訳にもいかない。試みない訳にはいかない……）

　手首の計測器にチラリと目をやる。時刻は今のところ正常で、この流れの恒久性が保証されていれば──否、それは言っても詮せん無なき事だろう。

　あたしは手を伸ばし、テーブル上のそれを静かに口に運んだ。

　ドクン！

　その瞬間、口内に広がる得も言われぬ感覚と、脳を鉄てつ槌ついで殴られたような衝撃──一体何が起こったか？　いや、それは言わずもがなだ。例のあれが発動した。

　風景が希薄化する。今ここにある世界は変容する。現実の裏側に隠されたもう一つの現実が現れ、更に一つ、二つ、三つ、四つ……。

　否、そんな尋じん常じような数ではない。重なり合った無限数の世界があたしを取り囲み、高速回転しているのだ。時間のスピンドルのように。

　腕の計測器に目をやると、時計の針が物もの凄すごい速度で逆回転している。時は巻き戻っている。あたしは再び遡そ行こうしている。

　どこに？

　何の為に？

　如い何かなる仕組みで？

　それが解明されるまで、あたしはこのループから逃れられないのか。いつまでこんな事が続くのだろう。目め眩まいが更に激しくなり、やがて意識がスウッと薄れ──
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　七月半ばの蒸し暑い放課後の事である。

　料理事件部のドアをいつものように勢い良く開け放った城じよう之の内うち白しろ奈なは、室内に展開する光景を前にカッと目を見開き、しばらく部室の入口で立ち尽くしていたが、やがて小さく咳せき払ばらいするとこんな風に言った。

「いやはや、これが王者の振るまいか。壮観だな、ボス！」

「その声は部長っ？　壮観って何が……」

「凄すごいよ凄い、流石さすがの一言だ！　いや、そんな風に言っては語ご弊へいがあるか。そう、以前から料理人としては凄いと思っていた。卓越した技術と知識を併あわせ持つ高校生料理人。わたしと同格の達人だとね……。くふふ！　しかし──。しかしだ。君が男としてもここまで圧倒的な支配力を秘めていたとは今の今まで気づかなかったよ。未み百ゆ合りちゃんと血ち倉くらちゃんだけでは飽き足らず、まさに王様状態じゃないか。そう──つまりはあれか。君の体から迸ほとばしる雄おす度どの強いフェロモンが周囲のあらゆる女を骨抜きにしてしまうのか」

「ああ？　一体何を言ってんすか、部長」

「巷ちまたでは何と言うんだっけ。えーと、草食系じゃなくて、粗食系でもなくて、肉食──。そうそう、肉食恐竜！　言うなればこんな時代だからこそ、ティラノサウルスのような男が求められるという訳で……」

「誰がティラノサウルスだ！」

　誤解を招く表現はやめてくれませんかね！

　と、突っ込む本ほん間ま玄人くろと。だがその切れ味は些いささか精彩を欠いており──状況が状況だから仕方無い。玄人くろとは今料理事件部の部室中央で椅い子すに座っているのだが、それを数あま多たの美少女が環状列石のように取り囲み──逃がす気が無いという意思表示だろうか──そしてバサバサと団扇うちわで扇いでいるのだった。

　白しろ奈なでなくても、大抵の者にはこのように見えるだろう。

　侍はべらせまくり。

　一見、夏の暑さを心地良く和やわらげてくれそうな光景だが、近くで見ると意外とそうでもないのは、彼女達の繰り広げている変な会話が原因だ。謎めいた応おう酬しゆうが繰り広げられている。

「わたしのカレーが一番美お味いしいわよね、玄人君っ？」

　葉は月づき未み百ゆ合りが泣き出さんばかりの表情で玄人を扇ぎつつ訴える。

「お願い、わたしの味が一番良いって言って！」

「いえいえ、一番美味しいのはわたしのですよ。なんたって高級ホテルの味ですもん」

　と、赤あか座ざ伊い衣い子こが優美に微笑ほほえみ、巨大な団扇をぶん回しながら言う。

「わたしのカレーだって美味しいわっ」と額に汗して血ち倉くら知ち里さとが主張すれば、

「美味しいだけじゃダメさ。やはりカレーは美しくないと」と空そら野の美み咲さきが言い、

「だからこそグリーンカレーだろう。色彩が美しいし、美味しいし」と各務かがみ麻ま戯ぎ香かが頷うなずき、

「ですよね」と雪き花ら菜ずユキが疲れたような声で締め括くくる。
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　……一体カレーが何だというのか？

　ともあれ、計六人。

　玄人くろとを取り囲んだ美少女達は団扇うちわを一生懸命振って、さながら競うように──

　というか、実際口論しているのだった。何な故ぜか玄人をバサバサと扇ぎつつ。

　経緯はこうだ。

　夏休みを間近に控えた金曜の放課後、例によってやる気なさげに玄人が部室に顔を出すと、まだ未み百ゆ合りや血ち倉くらは来ておらず、代わりに赤あか座ざ伊い衣い子こが待ち受けていた。

「よう、赤座。早いじゃねえか」

「はい。玄人様をお待ちしておりましたもので」

　赤座伊衣子は殊しゆ勝しような顔で両手を前で組み、妙に改まった言葉遣い──彼女が玄人を様付けで呼んでいるのには理由がある。

　先日解決したばかりの『魔術師事件』で赤座は潜せん在ざい意識に暗示を入れられ、玄人にこれでもかと攻撃（比ひ喩ゆ的な意味ではなく文字通りの直接打撃）を加えた。ところが後になって罪悪感に駆られたらしい。罪滅ぼしに当分優しく接したいと宣言し、そんな事はしなくていいと言う玄人に無理矢理つきまとい、何かとご奉仕しているのだった。

　赤座伊衣子は変な性格の女だが、決して悪人ではないし、玄人もその辺は解わかっている。

（こいつは一度言い出したら聞かないからな……）

（とはいえ、反省する事自体は悪くない。何かしなけりゃ気持ちが収まらないなら、突っぱねるのも大人げ無い話だ。こいつが楽になるまで勝手にさせておくさ）

　ボリボリ耳を穿ほじりつつ玄人は椅い子すに腰掛け、それを赤座が嬉うれしげに団扇で扇ぐ。この日はいつにもまして暑く、そして料理事件部の部室にはエアコンが無いからこのサービスは結構気持ち良いのだった。

　やがて部室に未百合と血倉がやってきて──彼女達も事情は知っているから普段なら見逃せないこの状況にもノーリアクション。正確には未百合は文庫本に目を落とし、血倉はノートＰＣのモニターに向かいつつ、赤座の様子を横目で窺うかがっているのだが、（未百合は本を上下逆に持ち、血倉が操作中のワープロソフトには宇宙からのメッセージが打ち出されている）──何はともあれ、表面的には平静を装っていたのだ。

　そう。

　聞き捨てならない、こんなやりとりを聞くまでは。

「ところで玄人様、夏休みは何かご予定があったりするんですか？」

「あ？　別にねえけど」

「それは良かった！　お暇ひまな玄人様に朗報ですよ。わたし、実は割とアウトドア派なんですけどね。いつも夏は自主トレを兼ねてキャンプに行くんです。一緒に行きません？」

　赤座伊衣子は団扇で玄人をぱたぱたしつつ、あっけらかんとそんな風に誘ったのである。

　血倉はＰＣの画面をカッと睨にらみ付け、未百合は本を持ったまま雷に打たれたような顔で固まっていた。

「おいおい、キャンプって……。このクソ暑いのに物好きな奴やつだな」

「自然の中でワークアウトするのって、すっごく気持ち良いんです。一緒に行きましょうよ、玄人くろと様ぁ」

「面めん倒どう臭くせえなあ。せっかくの夏休みだぞ。家でごろごろしてりゃいいだろ」

「またまた、本当は行きたいくせに。遠慮しなくていいんですよ。わたし、ツーリング用の良いテントを持っていてですね。これの寝心地が最高なんです。あと、秘蔵のダッチオーブンで美お味いしい美味しい自慢のカレーを作って差し上げますから」

「何っ？　……お前、ダッチオーブンを持ってるのか？」

　ダッチオーブンとは鋳ちゆう鉄てつ製せいの蓋ふた付つき鍋なべの事だ。蓋に炭火等の熱源を載せて上下から熱する事ができるから、鍋としてだけでなくオーブンとしても使用可能な優すぐれ物である。

「……ふうん。どうすっかな」

　微妙に食指が動いている玄人。料理の事となるとやはり無関心ではいられず、頭の中では早くもダッチオーブンで作れる各種料理が首輪を外された犬のように駆け回り始めていた。

　が、

「あ、あのっ、わたしもカレーは大得意よっ！　未み百ゆ合りカレーは絶品なのっ！」

「うぉう？」

「だから、わたしもキャンプに……！」

　驚異の瞬間移動──いつの間にか葉は月づき未百合が玄人の隣に陣取り、部室に備え付けの団扇うちわを振っていた。大きな瞳を潤うるませて切実な表情だ。いつも反応がワンテンポ遅い葉月未百合、時折こんな風に予想外の速度を見せるから侮あなどれない。

「えーと、未百合さんはカレーが得意なんですか？」赤あか座ざ伊い衣い子こが訊たずねると、

「はいっ、そうなんです！　食べる方が得意ですけど、カレーには自信あるんです。お母さん仕込みのカレーなので最高に美味しいの。だからわたしも一緒に……っ！」

「どんなカレーなんです？」

「凄すごい彼！　あ、いえ、ごめんなさい……。どんなカレーっていうか、そんなに凝こった事はしていない、所謂いわゆるスタンダードなカレーなんですけど」

　未百合は若干決まり悪そうに体を震わせながら、

「でもでも、とっても丁寧に作るんです！　鶏とり肉にくをヨーグルトに浸ひたしてお肉を柔らかくしたり、玉たま葱ねぎを飴あめ色いろになるまでバターで炒いためたり、それからそれから、じゃがいもを背徳感に苛さいなまれそうなくらいたっぷり入れて……。あ、わたし、カレーのじゃがいもって大好きなんですよね。ねえ赤座先輩、あれって凄く美味しくないですか？」

「カレーのおじゃが？　んー、どうでしょう……」赤座が天井を向いて考え始めた時、

「あら、未百合さんはカレーにじゃがいもを入れるというの？」

　それはオススメできないわね、と血ち倉くらがすくっと立ち上がった。団扇うちわを手にして玄人くろとの傍そばに歩み寄ると、ぶんぶんぶんぶん、涼しい顔に似合わない猛もう烈れつな扇ぎぶりを披ひ露ろうして言う。

「じゃがいもは煮崩れしやすいから、わたしは入れないわ。だって、どうしてもドロッとしちゃうもの。うちのレシピを教えてあげるわ。南瓜かぼちや、いんげん、茄な子す、トマト、ピーマン。これだけでも充分良い味が出るのよ」

「そっかあ。血倉さんの家ではじゃがいもを入れないのね」

「ええ、うちの野菜カレーはいつもこれよ。いんげんが色鮮やかで凄すごく食欲を誘うの。未み百ゆ合りさんも一度試してみて」

「ン……。でも血倉さん、じゃがいもが入っていないと食べ応えというか、もっさり感が足りない気がしない？」

「あら、そこが良いんじゃない。カレーはさっぱりしてる方が美お味いしいわ」

「そ、そうかしら。何となく物足りないような……」

「そんな事ないわよ。他の野菜だけでも食べ応えあるわ」

「だけど、あのじゃがいものホクホク感は捨てがたいと思うし」

　そんな事ない、そんな事ある、と未百合と血倉のカレー論争は加熱していく。

（どうでもいいが……何な故ぜ俺を扇ぎながら討論する？）

　未百合、血倉、赤あか座ざのいる三方向から扇がれて髪型が変になっている玄人。この手の厄やつ介かいそうな話には加わりたくないので乱れ髪のまま静観を決め込もうとしていたが、

「ねえ、玄人君っ！」

　話を振られてしまった。

「玄人君はどっちが好きっ？　未百合カレーにはじゃがいもとジューシィなお肉がいっぱい入っていて、ボリューム満点なのよっ。食べたいでしょ。食べてくれるわよねっ……？」

　力いっぱい団扇を振り回し、その勢いで豊かな胸をゆさゆさ揺らしつつ、切迫した表情で訊たずねる未百合さん。妙みような迫力が漂っている。

　だが血倉も負けてはいない。

「フフン、こちらはじゃがいもは入ってないけれど、他の野菜がいっぱいよ。ピリッと刺激的な知ち里さとカレーは凄く良い味なんだから。こちらの方が好きよね？」

「そんな事ないわ。玄人君はこっちの方が好きよっ」

「こちらよねっ？」

「わたしの方が美味しそうでしょうっ？」

「わたしのだって良い味よっ？」

「も、もぉ！　玄人君はわたし達のどっちを食べたいのっ？」

（……何なんだこいつら……。たまにこんな風に変になっちまうんだが）

　ジト目で風に吹かれている玄人──何故か胸がザワザワする。この状況、何をどう答えても火に油を注ぎそうな気配が濃厚だが、しかし、そこはそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐってきた男だ。

「と、ところで赤あか座ざ！　お前はどんなカレーが好きなんだっ？」

「わたし？」

　決して華麗とは言い難がたいものの、どうにかスルーパスを送る事に成功した。未み百ゆ合りと血ち倉くらはぷりっと唇を尖とがらせるが、しかし口論は収束し、玄人くろとは内心胸を撫なで下ろして言う。

「お前さっき言ってただろ。秘蔵のダッチオーブンで自じ慢まんのカレーを作ってくれるってよ。そう言われると気になるじゃねえか。赤座家のカレーはどんな物なんだ？」

「あーはい、それはですね」

　ふふふ、我が家の自慢のカレーは……と勿もつ体たいぶって微笑ほほえむ赤座伊い衣い子こ。誇らしい物について語る時、人はとても魅力的な顔をする。赤座は『垂れ目の柔和令嬢』の二つ名に恥はじない優美さで目を細め、ほっそりした人差し指を立てて──

「レトルトです」

　と、言った。

「……おい！」

　玄人は拳こぶしを握り締めた。

「お前、これだけ煽あおっといてレトルトか！」

「あら？　レトルトと言っても最近のは凄すごいんですよ。基本、売れ線のやつなら何でもあります。百貨店の専門コーナーに行くと、種類があり過ぎていつも迷っちゃうんですよね。高級カレーにご当地カレー。ホテルのカレーなんかは味だけじゃなく、お値段も結構な物ですし」

「や、そりゃ知ってるけどよ……。せっかくのダッチオーブンの意味がねえだろ」

　レトルトなら凝こった道具は不要。お湯を沸かせればそれで良い──のだが、そこは予想外の女、赤座伊衣子である。

「や、玄人さん。早とちりしないでくださいよ。ダッチオーブンではナンを焼くんです」

「ナン？　何……だと？」

　と、言ってしまってから、ちいっと舌打ちする玄人。これが若さというものか。

　だがしかし、玄人のかましてしまったボケに気づく事なく、赤座は意気揚よう々ようと語り続ける。

「本当に美お味いしいカレーを野外で作るのは大変ですからね。それなら割り切ってレトルトにした方が賢かしこいってもんです。んでもって、ダッチオーブンでは熱々のナンを焼く。出来たてホヤホヤの香ばしくて仄ほのかに甘いナン！　あれはほんとに美味しいんです」

　レトルトカレーなら色んなお味が楽しめますし、ナンをちぎってよりどりみどりのそれに付けて食べた方が楽しめます──と言う赤座伊衣子の理屈は存外まともであった。

「ううむ、言われてみれば確かに。野外で手軽に楽しむなら、それが上策かもしれねえ」

　と、玄人が納得しかけた時だ。不意に部室のドアが開いて、

「本当にそうだろうか？　キャンプでレトルトカレー。その行為が果たしてビューティフルと言えるのかい？」

「……めんどくさいヤツ来た！」

「それは美しく咲くのかい？」

　現れたのは陸上部の空そら野の美み咲さきであった。

　美咲は傍そばにあった団扇うちわを手に取り、颯さつ爽そうと歩み寄ってくる。未み百ゆ合り、赤あか座ざ、血ち倉くらの輪に加わると、玄人くろとを扇ぎながら流りゆう暢ちように語り始めた。

「いや、キミ達のおかげでスランプも脱した事だし、お礼を言いにきたんだけどね。それより一言言わせてほしい。キャンプでレトルトカレーは行為として美しくない。本末転倒さ。青空の下で野菜を切ったり焼いたり……そんな風に青春してる僕達の頰ほおを伝う清らかな汗！　輝く太陽！　素敵な筋肉！　そういうのがビューティフルなんじゃないか！」

　この人は基本的に体育会系だが、独自の美意識を持っているのだ。いやいや、清らかな汗とかどうでもいいよ、と玄人があしらおうとした時、再び部室に闖ちん入にゆう者しやがやってきて、

「ふむ、ビューティフルなカレーか。ならばグリーンカレーが一番だな」

「わたしもそう思います」

「……こいつらまで来た！」

　各務かがみ麻ま戯ぎ香かと雪き花ら菜ずユキ──先日仲直りして更に絆きずなを深めた、占い研究会の暗示遣いコンビであった。

「お前ら、一体何の用なんだ？」

「いや別に。たまたま通りかかったものだから」

　そうしたら楽しげな声が聞こえたものだから、と各務はサラリと髪を搔かき上げ、雪花菜ユキと共に室内に入ってくる。近くにあった団扇を持って玄人の傍に陣取った。

「わたしはタイカレーがとても好きなんだぞ。あの独特の風味とココナッツミルクのまろやかさは堪たまらない物がある。汁気多めのカレーソースに、大きな柔らかチキンがごろごろ入っているんだ。凄すごく美お味いしいよな、辛からくて。グリーンカレーあり、レッドカレーありと色彩も綺き麗れいだし、美しいカレーといえば、これはやはり外せないんじゃないのか？」

「イエローカレーもありますけど、わたしは黄色があまり好きじゃないので」

「そんな事は訊きいてねえよ、会長さん……。ていうか、何なんだお前らは、ほんとによ」

　各務と雪花菜も扇ぐメンバーに加わり、玄人は全方位から間断なく風を浴びせられている。

「そんな！　わたしのが……未百合の愛妻カレーが一番美味しいわよね、玄人君っ？」

「いえいえ、わたしのが！」

　そんな他愛ない口論と共に。

　羨うらやましいのかそうでないのか微び妙みような光景だが、玄人は乱れた変髪のまま、ひたすら黙し──選べと言われても選べない。国民食に優劣なんか付けた日には血を見るのは明白だ。

　ともあれ、やがて部室の主である白しろ奈ながやってきて、前述のティラノサウルス発言に繫つながるのだった。

　そして。

「くふふ」

　と、城じよう之の内うち白しろ奈なは不敵に笑んで言った。

「ボスが肉食竜ティラノサウルス。ならば……わたしは差し詰め翼手竜プテラノドンというところかな」

「あああ？　まだその意味不明なネタを膨ふくらませる気ですか、部長」

「くふふ、そうじゃない。これは謎かけだよボス。本ほん間ま玄人くろとがティラノサウルスとかけて、城之内白奈がプテラノドンと解く。その心は？　ボスに対抗できるのはドンしかいない」

　ギャーッス！　今わたし巧うまい事を言ったー。

　と、のたまい両手を広げ、白奈は翼手竜よろしく白衣をばたつかせる。……超残念。容よう貌ぼうがスーパーモデルなだけに、それは心底、掛け値無しに残念な姿であった。玄人を団扇うちわで扇ぐ美女軍団──もとい、美少女軍団もカレーの話を中断して凍こおり付いている。

　が。

　不意に白奈は腹部を押さえ、ピタリとその動きを止めた。

　突然どうしたのだろう？　雰囲気は一転してシリアスだ。何な故ぜか白奈は無言で踵きびすを返し、優雅なモデルウォークで部室を出て行こうとする。

「どうしました、部長？」

「トイレ行ってくる」

　玄人はズルッと椅い子す落ちした。白奈はそのまま足早に部室を出て行った。

　しかし、何故かすぐに引き返してきた。

　モグラ叩たたきのように廊下から顔だけ覗のぞかせ──

　そして言う。

「別にカレーの話題に触発された訳ではないよ？　つまりその……大きい方ではないから」

「どうでもいいよ、そんな事は！」玄人は声を荒らげた。

「わたしがしたいのは、おしっこの方なんだからねっ」

　何故かツンデレ風に言い放ち去っていく城之内白奈──カレーの話に水を差したかもしれないと危き惧ぐしたのだろうか。だとしたら気配り上手だが……否、やはり気配りにも程がある。これぞありがた迷惑の最たる物だ。

　ともあれ、白奈の発言で場の空気は沈静化し、カレー談義を続けようとする者は皆無。玄人を取り囲んでいた美少女達はヨロヨロと力なく定位置に戻っていくのだった。
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　歓楽街の外れの外れ──怪しげな雑居ビルがひしめき合う場末のペンシルビルの屋上に奇妙なペントハウスが建っている。

　物置小屋だろうか？

　こぢんまりとした佇たたずまい故ゆえにそう判断されがちなのは致し方ないが、些いささか早計というものだ。近くで見ると三角屋根から煙突が突き出し、ＴＶアンテナも設置されていると解わかる。エアコンの室外機こそ見当たらないが、れっきとした人の住すみ処かだ。

　季節は七月半ば。蒸し暑い夏の夕暮れ時。

　冷房の無い、そのプレハブのペントハウス内で悶もん々もんとしているのは本ほん間ま玄人くろとだった。

「……暑い」

　彼は過去に起こった、とある料理事件のせいで親元を離れ、ここで何年も一人暮らしをしている。この住居はビルのオーナーからの提供だ。無料に近い家賃で借りられているのは問題ありの物件だからで──というのも、このペントハウスは建築基準法に違反していないか、検査を受けた後で建て増しした物なのだ。よって、知り合いにしか貸す事ができず、だからこうして玄人が居座っている訳だった。

（それにしても暑い……）

　玄人は上半身裸でベッドに腰掛け──隣に未み百ゆ合りが裸身を横たえていたりはしない──団扇うちわで自分を扇ぎながら渋い顔をしている。学校から帰宅後、かれこれずっとだった。

（クソッ。俺とした事が……この暑いのに何てこった）

（カレーが食いたくて食いたくて堪たまらねえ）

　先程学校で繰り返し話を聞かされたせいか、舌がすっかりカレーを欲していた。料理心理学でいうプライミング効果──特定の単語が意識に作用し、その後の行動に影響を与える──なんて蘊うん蓄ちくを呟つぶやいても状況は変わらない。

　玄人は軽くかぶりを振り、上着を着て立ち上がった。

（そう言えば、近くの商店街に新しい洋食屋ができたって聞いた）

（噂うわさじゃあ、そこのカレーがかなり旨うまいらしい）

　一度行ってみたいと思っていたのである。

　経済上の理由から普段はあまり外食しないが、丁度良い機会だ。部屋を出た玄人は素早くビルの階段を下りていった。自他共に認める面めん倒どう臭くさがりだが、食べ物の事となると彼の積極性は七倍にアップする。セブンアップ──が、扱われている自販機の前を通り過ぎ、角を曲がって大通りへ。交差点を渡って雑踏ひしめく商店街へと繰り出した。

　そして。

（確かこの辺だと思ったんだが）

　ネオン看板が眩まぶしい商店街のアーケードの下で、玄人くろとは周囲をきょろきょろ見回していた。

　何となくこの辺だろうと当たりを付けて来たのだが、目当ての洋食屋は見つからない。いや、そもそも目的地を調べてから出発しろよ、と彼がもう一人いたら突っ込んでいるところだ。

「調べるか……」

　玄人が携帯を取り出したその時だった。突然心臓が強く打つ。ある人が目端を横切った気がしたからだ。弾はじかれたように振り返ると、人混みの中に懐かしい女の後ろ姿があって、

（まさか）

（いや！　こんな所にいる筈はずはない。他人の空似に決まってる！）

　と思いながらも、遠ざかる背中から目が離せない。

　都会的なスーツを颯さつ爽そうと着こなした女だった。どこかミステリアスな空気を纏まとっている。髪が少しウェーブしているせいか、周囲の空気をねじ曲げ、ともすれば蜃しん気き楼ろうを発生させているような──いや、勿もち論ろんそんな筈ないのだが、女は地面から数センチ浮いているような足取りで人混みをすり抜け、商店街の奥へ進んでいくのだった。

（……まさかとは思うけどよ）

　玄人は女の後を追った。

　人波を搔かき分け、搔き分けて、見失ってなるものかと急ぎ、それでも女との距離は開いていくばかりだ。やがて横道に入ると既すでにそこに女の姿は無く──

　見失ってしまった。

　玄人は大きく息を吐はくと眉み間けんを揉もみほぐした。

（やれやれ、俺は何をやってるんだ。あの人がこんな所にいる訳は無いってのに──）

「……って、ん？」

　思わず目を瞠みはる。すぐ傍そばに探していた洋食屋があったのだ。
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　そこは洋食店カシミア、という。

　一ヶ月前に開業したばかりながら、既に何十年も前からあったような雰囲気を醸かもし出している温かみのある店だ。九く森もり町ちようには奇抜な飲食店が多いから、むしろ素そ朴ぼくさを武器に激戦区へ切り込むべし──という意図があるか無いかは不明だが、そんなレトロな雰囲気の店を持つのが主人である樫かし宮みやの夢だったらしい。店内の壁に飾られたボードにはその旨むねがオブラートに包まれて書かれている。

　とはいえ。

（ううむ……。これじゃ店主も気が気じゃないだろうよ）

　黒ずんだカレーをスプーンで掬すくい、よく煮込まれた牛肉の旨うま味みを嚙かみ締めつつ、玄人くろとはカウンター席の隅から、店内中央のテーブル席にちらりと目をやった。

　ちょっとした問題が起こっていたのだ。或いは料理事件とも言う。

　店内──カウンター席以外には、四人掛けのテーブル席が適度な空間を挟はさんでバランス良く配置されている。そしてど真ん中の一番良い席に風変わりな客がぽつんと座っていた。

　ベレー帽を被かぶった少女だった。

　ストレートの髪に自己主張の強いデザインの眼鏡。容よう貌ぼう自体は整っているものの、吊つり上がり気味の大きな目は妙に思い込みの強そうな印象を与える。何な故ぜか鼻をヒクつかせ、更に奇妙な事に腕時計に似たごつい何かを手首に巻いていた。

　着ている制服には見覚えがあった。

（あれはうちの学園の中等部の制服だよな。二年……？　いや、三年だったか）

　どちらにせよ、風かぜ乃の森もり学園に通う中学生なのは確実。同じ学園の先輩として声でもかけた方が良いのだろうか？　風変わりなのは彼女の容姿でなく行動なのだ。

　食べない。

　それどころか微動だにしない。

　彼女のテーブルには玄人が食べているのと同じビーフカレーが載せられているのだが、先程からそれを睨にらむように見ているのだった。何の真似だろう……？　周囲の客は見ないふりをしつつも気にしまくり、せっかくの落ち着いた店の雰囲気が完全にぶち壊しになっていた。
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　玄人くろとはカウンターの奥でそわそわしている男に小声で話しかけた。

「あの、店長さん」

「何でございましょう？」

　と、答えてから男がギョッと目を丸くしたので、玄人は素早く先回りして答えた。

「や、従業員の視線を追うと、あなたに向かうものが一番多いですからね。つまり責任あるポジションだ。あと、キャリアの長い料理人独特の身のこなしをしているし」

「ああ、それで店長だと……」男はぽんと手を打ち合わせて、「ていうか、突然話しかけられてびっくりしただけなんですけどね」

「やっぱそうすか」

「店長の樫かし宮みやです」

　根が律儀な玄人も思わず、どうも、と自己紹介したりなんかして──。

「ところで一体何なんです、あれは？」黒目だけを例の少女に向けて玄人は訊きいた。

「実は、そのぉ……」

　樫宮の話によれば、彼女が来たのは一時間程前だ。この店自じ慢まんのビーフカレーを注文し、料理が運ばれてくるや否やその皿に見入った。以後ずっと、今の今まであの状態をキープし続けているという。

「この辺じゃ有名らしいんですよね、あのベレー帽の娘……。何が目的かは知りませんが、カレーを扱う新しい店ができると現れて、嫌いやがらせするそうで。や、青天の霹へき靂れきと言いますか、正直面食らってます。確かに噂うわさにはちらほら聞いてましたよ。でも、念願の店を持って一ヶ月。まさか自分がこんな目に遭あうなんて」

　災難でしたね、と玄人は言う。

「でもそうか。ありゃ嫌がらせなんですね。ふん、飯がまずくなるような真似をする。で、樫宮さん。奴やつと話はしてみましたか？　交こう渉しようというか、何が目的なのか解れば今からでも穏便に解決できるかもしれない」

「ええ、幾度か控えめに声をかけてみたんですけどね……。体調でも悪いのなら大変だと思いまして。ところが話をしてくれないんですよ。あんな調子で料理を見つめたまま、こちらに顔を向けもしない。……カレーもとっくに冷めちゃってるだろうになあ」

　どうしたものか、と玄人は思う。嫌がらせだと確定したなら対応は限られる。ヤのつく稼業人の振る舞いに置き換えて考えれば解り易やすいが、要は店の評判が落ちる事態を招くのが目的だから、強く出ればますます相手の思う壺つぼなのだ。

　が、こうしていても埒らちが明かないのもまた事実で──参ったなあ、本当に参った、と店長樫宮は額に手を当てて困り果てている。

（ったく、仕方ねえ。だったら同じ学園の先輩である俺が……）

　と、玄人くろとが思いかけた時である。

「いや！　もうこうなったら四の五の言っていられない！　お嬢様に頼るしか！」

　そう言って樫かし宮みやはグッと力強く拳こぶしを握るのだった。玄人は思わずぽかんとする。

「はい？　お嬢様……？」

「あっ、いやそのですね。こういう時に頼りになる御方を知っていまして。私の修業先の娘さんなんですが、とにかく無茶苦茶良い人なんですよ！　人徳があるというか、度量が大きいといいますか、食に関する知識も豊富で……。ええ、あの御方なら事態を恙つつがなく収めてくれる筈はず。ありがとうございます。お客さんのおかげで電話する踏ん切りがつきました！」

　ちなみにこの世のものとは思えない、女神様みたいな美人なんですよ──

　と、微妙に事態と関係無い事を付け加えて奥へ引っ込む店主樫宮。余程そのお嬢様とやらに心酔しているらしい。

　電話をかける声が厨ちゆう房ぼうから微かすかに聞こえてくる。

（ふうん、お嬢様ねえ）

　気勢を削そがれた体の玄人だが、樫宮の言葉には興味を覚えた。

（人望があって、食の知識豊富で、おまけにこの世のものとは思えない美人……？　そんな凄すごいお嬢様がこの町にいたのか。どんなヤツなんだ？）

　我が道を行くタイプだが、玄人も高校生男子。そんな女が来るなら一目だけでも見たい。

　カレーを食べる速度を微妙に落とし、さりげなく待つ事しばらく──やがてその女が店のドアを勢い良く開いたのだ。

「イエーイ！　みんな、ノッてるかーい？」

　残念な、あまりに残念過ぎる台詞せりふと共に。

　啞あ然ぜん茫ぼう然ぜん……。夏だというのにシベリア寒気団が襲来したように店内の空気は凍こおり付き（当然であろう）、例のベレー帽の少女もあんぐり口を開けて固まっていた。

「おや、返事が無いな。どうしたのかなー」

　耳に手をあてがい、味のある表情で店内の様子を窺うかがっているその女──やがて皆が無反応なので諦あきらめたのか、制服の上に纏まとった白衣を翻ひるがえして悠然と歩み寄ってきた。カウンターに突っ伏している玄人を一いち瞥べつして、ほっ？　と目を丸くする。

「そこにいるのはボスじゃないか。君も人が悪い。先に言ってくれれば良かったのに」

「……や、そういう訳にも」

　それだけ言うのがやっとの玄人。そう──店主樫宮に助すけっ人ととして呼ばれたのは城じよう之の内うち白しろ奈ななのだった。

「お、お嬢様ぁーっ！」

　慌あわただしく奥から樫宮が駆けてきた。膝ひざ頭がしらに頭が付きそうなくらい深くお辞儀して、

「わざわざご足労頂きまして申し訳ございません！　誠にありがとうございますっ！」

「樫かし宮みや。元気そうで何よりだ」

「わたくし等などにありがたきお言葉、勿もつ体たい無なくて涙が出そうですっ！」

　二人のやりとりを見て玄人くろとは思う。そう言えば白しろ奈なはこの町一番の名士、城じよう之の内うち正しよう太た郎ろうの曾そう孫そん。忘れられがちだが、実は物もの凄すごいお嬢様でもあるのだ。自由過ぎるのが玉に瑕きずだが。

「ところで樫宮」白奈は店内をぐるりと見回すと、「例の子というのは？」

「はっ！　あちらでございますっ」

　先程の残念発言の影響で、未いまだ凍結しているベレー帽の少女を樫宮が指差すと、白奈はこくんと頷うなずいた。優雅なモデルウォークでそのテーブルに近づいていき、

「うり」

「ヒャッ？」

　白奈はベレー帽の少女を前触れも無く抱き上げた。そして──

　ずだだだだだだだだだっ。電光石火の凄すさまじい速度で奥の部屋へ運んでいったのだった。
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「くふふ。城之内家は料亭を複数経営しているんだが、樫宮はその一つで働いていた料理人でね。昔はよく一緒に料理を作って味比べをしたものだよ。彼の好物は日本風西洋料理。つまりは気持ちのほっこりする類たぐいの洋食だ。コロッケとかエビフライとか……うむ、それは決して高級懐かい石せき料理に劣る物ではないんだよ。だから独立して洋食屋をやりたいと言い出した時はお父様も止めなかった。快く送り出し──いや、それどころか豪快に資金援助する始末。いやはや、あの人のお人ひと好よしにも困ったものさ」

　そう言って白奈は肩を竦すくめる。完全に自分の事を棚にあげていた。

　ここは洋食店カシミアのバックヤード──最奥にある殺風景なスタッフルームだ。

　玄人と白奈はチェアに座り、例のベレー帽の少女に話しかけていた。未いまだ呆あつ気けに取られている彼女の硬直をほぐす為だ。まだ営業時間内なので白奈が店長から事態を任されたのである。

　やがてベレー帽の少女はハッと我に返り──そして意外な行動に出た。

「くっ……。しくじっちゃったよ！」

　少女は手首に巻いた腕時計的な何か──最新の電子ガジェットか？　その側面部のボタンを押した。カバーがスライドして数字が並んだ液晶が露出する。マイクと思おぼしき箇か所しよに顔を近づけ、張り詰めた声で少女は言った。

「オレンジゼリー、こちらコードネーム・レモンゼリーだけど、少々まずい事になったよ。どうやら敵に拉ら致ちされてしまったみたい！」

　ボイスメモ機能を使っているらしい。

「彼らが《組織》の者かどうかはまだ解わからない。二人一組ツーマンセルで、一人は城之内家のお嬢様を語っているんだけど、果たして本物かどうか……。いや、でもどうにかしないとね。まずは情報を引き出すのが先決だと思う。やってみる！」

　そして少女はスイッチをオフにしたのだ。が、

　ポカーン。

　流石さすがの玄人くろとも開いた口が塞ふさがらなかった。

（な、何だこいつはああ……？）

（俺は変人への免めん疫えきがそれなりにある方だと思っていた……。だが参ったぞ。こいつは今まで出くわした中でも最高に変な女かもしれねえ）

　そんな玄人のヒキッぷりにも頓とん着ちやくする事なく、少女はベレー帽を被かぶり直す。まるで親の仇かたきでも目にしたような──ちょっと待て、ここは現代日本なんだぞ、と突っ込みを入れたくなる程シリアスな表情でこう言ってのけるのだ。

「あんた達、奴やつらの手先でしょ？　あたしを拉ら致ちして一体どうするつもりっ？　言っておくけど、あたしは何をされたって口は割らないよ。時間跳躍の秘密は絶対に渡さない！」

　と、言い終わった途端スタッフルームに満ちる静せい寂じやく。……気まずかった。ごめんなさい、こういう時どんな顔をすればいいか解らないの、という幻聴が聞こえてきそうな沈黙に、玄人は冷や汗を流しながら言う。

「……あー、時間が何だって？」

　するとベレー帽少女はハッと凄すごい勢いで口を押さえ、青ざめるのだった。しまった……と呟つぶやいているそれが一人芝居なのか天然なのか微妙なところだ。ともあれ、彼女は言う。

「そ、そう……。バレてしまったんじゃ仕方ないかな。あたしの名前は黄き瀬せ真ま菰こも。風かぜ乃の森もり学園中等部の三年生よっ！」

「何だ。三年か」

「何だって何よ？」

「や、てっきり二年かと──って、それはまあいい。制服がうちの学園のやつだもんな。俺達は風乃森の高等部一年だ。俺は本ほん間ま玄人で、こっちは城じよう之の内うち白しろ奈な」

「あ、やっぱりっ？　城之内家のお嬢様っていうのは本当だったのねっ？」

「お嬢様……。その言い回しが微妙にしっくりこないのは、多分俺のイメージがステレオタイプだからなんだろう。とはいえ、事実関係だけを客観的に捉とらえればその通りだ。こいつは言わずと知れたこの町出身の食道楽、城之内正しよう太た郎ろうの曾そう孫そんだよ」

「わああ！」

　真菰は眼鏡のブリッジを指で上げると、憧どう憬けいの眼まな差ざしを白奈に向けた。

「確かに学園の構内で、白衣を着たこの人を幾度か見た事ある気がする。でも、まさか城之内家の人だったなんて……！」

　どうしよう。サインとか貰もらっちゃおっかな？

　瞳を大きくしてそんな事を言う黄き瀬せ真ま菰こも。意外とミーハーな奴やつである。白しろ奈なは部外者にこういう反応をされるのが珍しかったのか、変顔になってギクシャク頭を搔かいていた。

「まあその辺はお前らの好きにしろよ……。それより質問に答えてもらおうか。真菰、お前は何だってあんな真似をしてたんだ？　カレーに手も付けずに、ずっと店に居座りやがって」

　途端、真菰はきゅっと口を噤つぐむのだった。

「なあ、こっちは金を払って旨うまい物を食いに来てんだぞ？　せっかく楽しむ為に来てるのに、あんな嫌いやがらせされたら、気になって食事どころじゃねえだろうが」

　と、言いながらもしっかり味わって食べた玄人くろとだが、他の客はそうではない筈はず。そしてそれ以上に店の従業員は生きた心地がしなかっただろう。店長の樫かし宮みやは特に。

　と、不意に真菰は手首のデバイスを操作した。ぱかっと露ろ出しゆつしたマイク部分に口を近づけ、

「オレンジゼリー、こちらはコードネーム・レモンゼリー。現在十八時三十五分、敵に尋じん問もんを受けているところよ！」

「また始まった!?」

　面倒くさっ、と玄人は思う。

「尋問相手は妙にハードボイルドな感じの男で、頭も回りそう。きっと城じよう之の内うち家の用心棒ってところね！　でも、ウン。こうしていても仕方ないし、今からこちらの情報を少しだけ開示して様子を窺うかがってみる。それでは！」

　プツン。真菰はボイスメモを録音し終えると大きく息を吐はいた。

「じゃあ言うけど」

「おう、言え言え」

　びっくりしても知らないからね、と真菰は不敵な表情で前置きすると、

「あたしね……実は、普通の人間じゃないんだ」

「何だって？」

　能力者なのよ、と重苦しい声で言う。

「何を隠そう、あたしは……『時間跳躍者』なの。手首のこの機械は専用のマルチ端たん末まつよ」

　──あれは嫌がらせをしていた訳ではない。『時間跳躍』していたのだ。自分はある種の限定的条件下でのみ発動するタイムリープ能力者で、記憶だけを過去に『飛ばす』事ができる。外見上は何の変化もないが、思念は時空間を移動しているのだ。あれは未来でカレーを食べ、それがまずかったから、まだ食べていない過去に記憶だけが戻ってきたところなのだ──

　と、そんな風に真菰は語った。

「ふうん」

　玄人は目を眇すがめる。どうしてくれよう。……正直がっかりな噓うそだった。爆ばく弾だん発言をしたつもりらしい真菰は息を詰め、玄人の反応をひたと見守っている。

（クソッ。要はかまってちゃんだったって事だな。参ったぞ。こんな面倒な輩やからだと解ってたら関わるんじゃなかった）

（仕方ねえ。後は白しろ奈なに任せて俺は帰らせてもらうか）

　何だかんだで白奈なら最終的にはどうにかするだろうと思い、だるそうに振り向いた玄人くろとが見たものは意外な光景──クワッと瞠どう目もくし、覚かく醒せいしたようにカタカタ体を震わせている城じよう之の内うち白奈の姿であった。しかして、

「ふひゃああー！」

「……部長っ？」

　いきなり奇声を発したので、白奈の頭がいかれたのかと一瞬ギクッとした玄人だが、

「これは凄すごい事になったぞボス！　時間跳躍だ！　この子は時間跳躍者だったんだよっ！」

　白奈はいたって真剣だった。息を荒らげて捲まくし立てるその勢いに玄人もたじたじである。

「いやー、凄いっ。凄いぞ！　時間跳躍は別名タイムリープとも言うんだがね！　これはほんとに凄い能力なんだ！　何たって、走ってジャンプするだけで過去に戻れるんだから！　わたしはあの映画を観て心底感動したんだよ！　こないだもＴＶの再放送でやっているのを観たんだが、えーと、何て題名だったっけ。えーっと……」

　やがて白奈は頭上にピコンと電球を灯らせた。そして──

「時そば！」

　と、言った。

「そりゃ落語だ！」

　時かけそば──みたいな。

　とはいえ、浮かれまくる白奈の耳に玄人の突っ込みは届かない。ビヨーン、ビヨーンと時をかける白奈のポーズで四方八方ジャンプしまくり、残念ここに極まれりという光景だ。

「ったく……。はいはい、もうおふざけはその辺でいいんで」

「ほっ？」

　白奈の耳元に顔を寄せて玄人は囁ささやいた。

（や、部長だって本当は解わかってるんでしょう？　あれはそういうもんじゃない。時間跳躍とか能力とか、ぶっちゃけ建前は何だって良いんですよ。所謂いわゆる、厨二病ってやつで）

（チュー……。って、何それ？）

（知らねえのかよ！）

　澄んだ目をして頷うなずく白奈。本当に知らないと見える。

「……や、端的に言えば思春期に陥おちいりがちなパターンの一つです。ほら、俺達だって覚えがあるでしょう。突然マイナーな洋楽聴き出したりとか。部長は経験無いすか？」

「無いなあ。だがまあ、もともとわたしは変な女だからね！　えっへん！」

「両手を腰に当てて言う事か……」
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　思春期に人は己の自意識と相対するが、その際に素の自分を許容できないと、外的な何かを過剰に取り入れ、補強しようとする。本質的には自分を確立したいという欲求の発はつ露ろだから、悪いものではない。……白しろ奈なのように明確な自己を生来持っている変人は罹り患かんしないようだ。

「かくいう俺も中学一年の時に発症したんですがね。時間が経たてば自然に消えます。だからあいつは放置しときましょう。放っとけばいいんですよ」

　ふうむ、と白奈は怪け訝げんな顔で首を傾かしげると、

「しかし、彼女は時間跳躍者なんだろう？」

「や！　だからあ……」

「とにかく、興味深い！」

　白奈は玄人くろとの肩を軽く叩たたくと、ワクワク顔で真ま菰こもに歩み寄っていくのだった。

「真菰ちゃん。良かったら時間跳躍の話、もっと詳しく聞かせてくれないか？　くふふ、わたしはそういう面おも白しろい話を聞くのが大好きなんだよ。非常に心躍る！」

（おいおいマジか……。白奈の奴やつ、本気であの与太話を信じたのか？）

　面めん倒どう臭くさい人と残念な人が接触し、より厄やつ介かいな化学反応を起こす気配が濃厚になってきた。玄人は眉み間けんを揉もみほぐしつつ事態を静観する──。




「で、真菰ちゃん。君のタイムリープ能力は生来の物なのかい？」

「そうじゃないけど……」

「ひゃあ！　となると凄すごいぞ。後天的に身につけられる訳だ。いやー、わたしも使えるようになりたいなあ。そんな能力があったら美お味いしい物を何度でも好きなだけ味わえる！」

　二人の話は長時間続いた。最初は警戒心を剝むき出しにしていた真ま菰こもも、面おも白しろいように法ほ螺ら話を信じる白しろ奈な──つい先程前までは憧あこがれの城じよう之の内うち家の令嬢という認識だった──を前に、少しずつ口が滑なめらかになってくる。さながら内緒の目配せをするような表情で、

「でもさ。実際こんな能力があると意外と大変なんだよ……？」

「そうなのかい？」

「うん、結構大変」

　なんて言いながらも、真菰は口元を綻ほころばせて何だか嬉うれしそうに見える。

「よくよく考えればそうかもしれないな。わたしは根が楽観的だから、大変な事すら楽しんでしまいそうだが。さておき真菰ちゃん、君が能力を身につけたきっかけは？」

「えっと、あれは三年前だね。あたしが小学六年生だった時の事なんだけど。学校から帰ると家に見知らぬ人がいて……うちは電器店だから、お得意様とかお客さんがしょっちゅう出入りしてるんだよ。で、その謎の人が、お腹なかを空すかせてたあたしにカレーを作ってくれたんだ。それが衝撃体験！　すっごく美味しいカレーで、脳に新たな回路が開かれちゃったの。あたしが能力に目覚めたのは、それが始まり」

　カレーをトリガーとしたタイムリープ──

　まずいカレーを食べた時、記憶だけが強制的に過去へ転移するのだと真菰は言う。

「ああ？　見知らぬ人がカレーを作ってくれて？　それで力が目覚めただって？」

　怪あやしい話にも程があるだろう。

「ていうか、そもそも何でカレーなんだよ？」玄人くろとが訊きくと、

「あたしはライスで食べる派」

「何でって、そのナンじゃねえんだよ……」

「え？　どういう意味？」

「お前、今絶対解わかってて言っただろ！」

　どうでもいい噓うそ吐つきやがって、と玄人は思う。とにかくああ言えばこう言うヤツなのだ。

「冗じよう談だんはさておき──どんな事にでも引き金ってあるじゃない？　それがあたしにはカレーだったって事だよ。『ある種の特別なカレー以外は受け付けないという願望がタイムリープ能力として発現した』……と、いえば聞こえはいいけど、うーん、実際は意識の中に感覚を暴走させるスイッチみたいな物ができちゃったんじゃないかな？　ホラ、食べ物の味を感じるのは舌だけど、美味しいと思うのは意識だから」

「……物は言い様だな」

　玄人は仏ぶつ頂ちよう面づらで与太話に付き合う。

　真菰曰いわく、彼女が世界を認識している意識に、未知なるカレーの美味しさの刺激が新しい心的機構を作り出した。それは真ま菰こもの意識に形成されたシステムだから、当然真菰の意識にだけ作用する。

　意識だけのタイムトラベル──。

　真菰の思念は分ぶん岐き前にタグの打たれた四次元時空間座標（ｘ、ｙ、ｚ、ｔ）に戻ろうとするのだが、世界とはリアルタイムで組織化され続ける永遠無限の分岐構造。タグを時空間検索するだけでも相当な処理時間を要し、その際のタイムラグが硬直──カレーを見つめたまま微動だにしない時間を作る。だから決して店に嫌いやがらせをしていた訳ではない。

　とはいえ、こんな突拍子も無い話を誰も信じてくれず、概して噓うそ吐つき少女扱いされるので自分でも不本意なのだという。

「……なあ、その設定ほんとに必要かっ？」

　と、玄人くろとは突っ込んだが、真菰は華麗にスルーして語り続けた。

「もう一度あのカレーを食べる事ができれば──そうすれば材料とレシピが解わかるでしょ？　成分を分析して、体に慣れさせる事で、この症状を治せるかもしれない。だけど、肝心のカレーを作ってくれたその人は名前も告げずに去って行ったんだ……。仕方ないから新しいカレーショップを見かける度たびに試食して、あのカレーを探し続けてるって訳」

　今日この店に来たのは割引券が家の郵便受けに入っていたからだよ、と真菰は言う。

「うちは割引券が配られる地区じゃなかったんだけど……。何な故ぜか入ってたの。変だよね？」

「いやいや、全然変じゃないさ。それはきっと伏線だ！　わたしが思うに、それは未来の真菰ちゃんが投とう函かんした物だろう。多分これから真菰ちゃんは何かの理由で過去に戻り、自宅の郵便受けにそれを入れるんじゃないのかな？　時間跳躍とくれば、それが定番のネタだからね」

「や、あたしの時間跳躍は記憶を飛ばすだけだから、券とかは持っていけないし」

（クソッ。……二人とも飛ばしまくってやがる。これは厳然たる料理の話だってのに、空想科学しやがって！）

　真菰と白しろ奈なによる迫真のなりきりトークに玄人は入っていけずにいた。というより、リアリストの彼としてはついていけない展開なのだ。いや、正直なところ、

（もしかしたら白奈のあの振る舞いはフェイクで──真菰のトンデモ話を信じまくっている風を装い、カウンセリングしてるんじゃねえのか？）

　なんて最初のうちは深読み等していたのだ。だが、やがてそうではない事に気づいた。

（俺の認識が甘かった。お人好しだとは思っていたが、ヤツは馬ば鹿かがつくお人ひと好よしだ！）

　そして真菰が、もう一度あのカレーを食べる事ができれば……的な悩みを打ち明け始めた時には頭を抱えてしまった。遺い憾かんながら白奈の行動パターンは熟知しているのだ。

「うんうん、真菰ちゃんは時間跳躍者だって事を誰にも信じてもらえず苦しんでいるんだね。解る。解るよっ！　噓吐き呼ばわりされるのは誰だって辛つらい事だ。これを座視するようでは料理事件部の名がすたる。我々が助けてやろう！」

　今我々って言った、と玄人くろとは思う。

「料理……事件部？」しぱしぱと真ま菰こもが目を瞬しばたたいていると、

「料理事件部！　それはだねえ。読んで字の如ごとく料理事件──飲食絡みのトラブルで困っている人を軽妙洒しや脱だつに助けてあげる、風かぜ乃の森もり学園のイカしたカリスマ集団なのさ！　お洒落しやれなアンチクショウどもが料理で人の心を癒いやすんだよ！」

　そう言って玄人にこれ見よがしの目配せをする白しろ奈な。……好き放題ぬかしやがって、と玄人は額に青筋を立てる。何がアンチクショウだこんちくしょう──

　彼と裏腹に、真菰は頰ほおを押さえてぼんやり恍こう惚こつの表情である。

「そっかあ、お洒落カリスマ集団……！　何か納得っ。だって滅茶苦茶スタイル良いし！」

「お褒めに与あずかり恐悦至極。という訳で、真菰ちゃん。君の悩みはわたしと彼が解決してあげよう。思い出の、すっごく美お味いしいカレーとやらを何としても食べさせてあげるさ！」

　くっふっふっ！　と、白衣を翻ひるがえして笑う白奈。この流れ、どうやら玄人（カリスマ集団の一員）も無関係ではいられないらしい。後に時間跳躍者事件と呼ばれる珍事の始まりである。

　とはいえ、それが平穏な日々に風雲急を告げる事態の引き金になるとは、この時の玄人は夢にも思わなかった。




　　　　　　４




「うわ！　何か凄すごいもん作りましたね、部長」

「美味しそうだろう？　最近のお気に入りメニューなんだよ」

「な、何これーっ？」

　真菰が目を瞠みはって言う。

「くふふ、食べてみれば解るよ。絶対に美味しいから、どうぞ召し上がれ！」

　スタッフルームのテーブルには出来たて熱々のカレーが載せられていた。

　先程の助けてあげる宣言の後、早さつ速そく部屋を飛び出していった城じよう之の内うち白奈は十五分程待たせてから、これを手に意気揚々と戻ってきたのである。店長樫かし宮みやの仕込みがハイレベルだった為、ゼロから作る必要が無かったらしい。

　──真菰の求める思い出のカレー、それがどんな物かはともかく、わたしの作ったカレーの方が美味しいんじゃないかな？　という、ある意味非常に白奈らしい楽観的な──ともすれば自信過剰と言えなくもないやり口だったが、とりあえずカレーは斬ざん新しん奇き抜ばつだ。食欲を誘う香ばしい匂においと、植物性の甘酸っぱい香りのハーモニー。艶つややかに輝く黒みがかったカレーがご飯にトロリとかけられ、その上に果物が沢たく山さん盛りつけられている。

　バナナ、メロン、西瓜すいか、オレンジ、キウイフルーツ……。

　それら極彩色のトッピングのおかげでこのカレー、フルーツパフェも顔負けの豪華さなのだ。見ているだけで胸が高鳴り、舌がワクワクしてくる。……美お味いしいかどうかは別にして。

「さあ真ま菰こもちゃん、冷めないうちに食べてくれ！」

「や、でも」真菰は鼻をヒクヒクさせている。

「遠慮しないで早く早く！　見た目と同様、味も最高なんだから！」

「んー……」

　ほくほく顔の白しろ奈なに急せかされ、若干気乗りしない様子で真菰はカレーと相対したが、

「そ、それじゃ、ありがたく食べさせてもらうよ」

　いただきまーす！

　そう言ってスプーンを握ると、カレーに向かい身を乗り出した。

　が、突とつ如じよぴたりと硬直。カレーを掬すくうような格好で動きを止める。

　その小さな口は半開きのままで──まるで時が止まったようだ。玄人くろとと白奈はキョトン。意味不明に感じながらもそんな真菰を見ているしかない。

　十秒経過。二十秒経過、三十秒経過。

　そして約一分が経たった頃、

「……ふうっ！」

　真菰は大きく息を吐はくと、カタンとスプーンを置き、ベレー帽を被かぶり直すのだった。

「ご馳ち走そう様さまっ。食べてみたけど、うーん……ごめんなさい。これはあたしの思い出のカレーとは別物みたいだよ」

　何言ってんだこいつは、と玄人は思う。

「や、食べてみたってお前……。どう見ても食ってねえだろ」

「もう。だから言ってるじゃない。あたしは時間跳躍者なの。これは記憶遡そ行こうで……要するに未来でこのカレーを食べたあたしの意識だけが、またここに戻ってきたんだよ」

　要はたった今タイムリープしてきたところなの、と真菰は言う。もしもここにバナナの皮があったら玄人は滑すべって転んでいただろう。

「フルーツがいっぱい盛られてるから、あのカレーと別物だってのは最初から解ってたんだけどね……。うん、それにしても今回の時間跳躍は凄すごくスムーズだったよ。多分この辺は分ぶん岐き線が絡まり合う事のない、シンプルな時空構造体なんだと思う。すぐに帰還用のタグが見つかったし、おかげで硬直時間も短くて済んだし」

　このかまってちゃん、予想以上に厄やつ介かいだ、と玄人は思った。

「なあ真菰、そんなシュールな噓うそ芝しば居いに付き合う趣味は俺達にはねえの。いいから食え。せっかく白奈が自慢のカレーを作ってくれたんじゃねえか」

「シ、シュールな噓芝居って何よぉっ？」

　図らずも、真ま菰こもは玄人くろとの台詞せりふの些さ細さいな部分に反応するのだった。

「あんたもあたしの事を噓うそ吐つき呼ばわりするわけっ？」

「や、俺はそういう事を言ってる訳じゃなくてだな」

　食ってかかる真菰に玄人は鼻白む。

　迫真の芝居を論破するのは容易たやすいが、別に彼女を傷つけたい訳ではないし──というか、こんなところに食い付かれても困惑だ。人のご機嫌取りをするのが不得手な玄人が苦い顔で頭を搔かいていると、不意に真菰は手首のデバイスを操作した。マイク部分をぱかっと露ろ出しゆつさせて、

「オレンジゼリー、こちらはコードネーム・レモンゼリーだけど、今、敵からかなりの侮ぶ辱じよくを受けたところよ。精神的にあたしを追い詰めようって作戦なのかな。うん、多分そうねっ」

「またそれ!?」

「でも相手は解ってないみたい。あたしがこれくらいで傷つく女じゃないって事をね。うん、大丈夫。あたし負けないし！　頑張るよ。それではっ！」

　そしてスイッチを切る真菰。……俺はすっかり悪者にされているようだ、と玄人は思う。勝手にしろよという感じだが。

（まあ、一見突拍子もないカレーだからな。食うまでもなく、見た目で解ったって事だろう。この果物てんこ盛りの珍妙フルーツカレーは、自分の探してるカレーとは別物だと）

　要は下へ手た物を食べたくなく、先程の芝居はそれ用のエクスキューズであるに違いない。

　だが真菰の方はそれで良いとして、せっかく作ったカレーを食べさせずに済ますのは料理人としてどうなのか？　白しろ奈なが意気消沈してないかと思い、玄人がチラッと目をやると、やはりワナワナと微弱に体を震わせていた。

　ああ、白奈……と玄人は思わず眉まゆを寄せたが、

「な、何という事だろう……！　わたしは真菰ちゃんの時間遡そ行こうを目まの当たりにしてしまったんだな！　かーっ、ブラボー！　ありがとうっ。わたしは歴史の生き証人だ！」

　ワナワナしていたのは感激のせいだったらしい。無言でこめかみを押さえる玄人を傍はた目めに、白奈と真菰はやんやと盛り上がる。

「なあ真菰ちゃん、時間を超えるのってどんな感じがするんだ？　やっぱりこう、ビューンって感じかい？」

「ううん、そういうんじゃないかな。どっちかって言うと、ブウーンって感じで」

「ブウーンかあ！　成程、確かにそっちの方が雰囲気が出る！」

　白奈は真菰の与太話をまるごと信じ、受け入れているようだ。何かもう、とても残念な人としか言い様がなく、そして真菰はというと、玄人に対する態度とは対照的に、白奈には友好的な笑顔を向けている。世の中持ちつ持たれつという言葉が頭に浮かばなくもなかった。

（ったく、あんな出で鱈たら目めを信じやがって）

（白奈のアホたれ……）

　と、思いながらも微かすかに頰ほほが緩ゆるむのが自分でも不思議な玄人くろとだ。

　ある意味この結果は白しろ奈ならしいのかもしれない。よくよく考えれば、白奈が冷静に真ま菰こもの噓うそを暴き立てたりなんかしたら、そちらの方がドン引きだ。

　一言だけ白奈の肩を持たせてもらうなら、記憶のみのタイムリープは外部から真偽を判定するのが難しいという事。全ては本人の自己申告によるもので、時間跳躍していない証拠を出せと言われても出せないのだから──つまりは悪魔の証明だ。無い物が無いと立証する事は基本的にできない。

「まあいいや。とりあえず部長、勿もつ体たい無ないからこのカレーは俺が食いますよ？」

「ブウーンっていうより、ギューンかも！」「くふふ、ギューンか。とても速そうだ！」

　盛り上がるあまり、白奈の耳には届かなかったようだから、勝手にさせてもらう。玄人はカレーと果物をスプーンで掬すくい、ひょいと口に放り込んだ。

「んぐんぐんぐ……。うっ！　何だこりゃあ。すげえ旨うまいぞ？」

　予想外の美お味いしさが口中に広がって目を瞠みはる玄人。ここまでの物だとは思っていなかった。果物とカレーという普通に考えれば相反する要素が見事に互いを引き立て合っている。辛からいのに甘く、爽さわやかなのにコクがあるという、くせになる味だ。

（そうか、この果物は生じゃない。バターで表面を軽く炒いためてある。巧うまく高温でサッとやるとこうなるんだろう。その辺のタイミングを見計らうのは白奈の十八番だからな）

（お、干し葡萄ぶどうとかも入ってるぞ。粋いきな小技を……。ほんのり甘みが利いていて悪くねえ。やっぱ白奈のヤツ、料理に関しては相当なセンスがありやがる）

　そんな面おも白しろトークを心中で繰り広げつつ、玄人は一人黙々とフルーツカレーを食べ続ける。見た目も中身も独特だが、これは紛まごう事なき傑けつ作さくカレーだった。

　とはいえ、どちらかと言えば女の子の方が好みそうな味だな、と玄人は思う。

（これで未み百ゆ合りがこの場にいてくれたら言う事無しなんだが……）

（ふん、俺は食べながら感想をごちゃごちゃ言う柄じゃない。だが無言っていうのも寂しいものがある。未百合が自由奔ほん放ぽうに喋しやべりまくってくれたら、更に美味しくなるってのによ）

　普段はそんな事を考えもしないのだが、今は少しだけ感じていた。食べる係こと未百合の重要性──店に来る前に一声かけても良かったか、なんて今更ながらに思ったりして。

（いや、俺はあくまでも食べる係としての未百合を欲しているだけであってだな。別に美味しい物を食わせて、喜ばせてやりたいなんて思ってる訳じゃない……）

　色んな事を考えながら黙々とカレーを食べている玄人。

　面白い男である。
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　黄き瀬せラボラトリー。

　九く森もり町ちよう電気街の入口から国道沿いに歩き、電気街が見えなくなってからもまだ歩き、辺りの風景が住宅街に様変わりした頃、民家の間に密ひそやかに建っているのが見える、くすんだ色の建物だ。

　そこでは何が研究されているのか？

　否、ラボラトリーというのは只ただの俗称で、口さがない近隣住民からそう呼ばれているだけなのだが、それも宜むべなるかなというもので、建物正面には古いＴＶがバリケードのように堆うずたかく積み上げられ、近くにおかれた大量のボックスには用途不明のがらくたが闇やみ鍋なべさながら雑然と詰め込まれており、とりあえず怪しいのだ。

　そんな怪しげな黄瀬ラボラトリーの正式名称は『黄瀬電器店』──今では珍しくなった個人経営の家電小売店である。要は町の電器屋さんだ。

　一階が店で二階が居住フロア。その二階へと続く直通階段の前に玄人くろと達はいた。

　玄人と白しろ奈なと血ち倉くら知ち里さとである。

　今日は土曜──。

　ここで四人は待ち合わせをしているのだった。もう一人はまだ来ていない。

「ったく、遅えなあいつ……」

　日差しの眩まぶしさに目を細めて玄人が言うと、気の利く血倉が素早く時刻を確認した。

「待ち合わせの時間は十二時だったでしょう。まだあと五分あるわ」

「や、普段の未み百ゆ合りなら、二十分前には来てるところなんだが」

　正確には三十分前から待とうと企くわだて、少し遅れて二十分になるのだ。自分がワンテンポ遅い事を自覚しての時間的クッションを予あらかじめ入れておく。

「今日は凄すごく暑いから、そのせいじゃないかしら？」

　と、レースの日傘を構え直して血倉が言う。ぱっちりした吊つり目が夏の日差しの下キラキラと輝き──普段はツンと澄ましているが、玄人を見る時だけは瞳が微妙に潤うるみがちなのだ。

　そんな彼女は今日は土曜という事で私服姿。涼しげなゴス風の半はん袖そでと、シフォンフリルの黒いスカートを穿はいている。すらりと伸びた美脚に薄色のニーソックスがよく映えていた。
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「暑いから？　って、何だよそれ。どういう意味なんだ？」玄人は訊きいた。

「あ、紫外線対策よ。ＵＶカットスプレーとか、スキンケア関係みたいな」

「いやいや血倉、お前と違って未百合はそんなマメな女じゃねえよ。おっとり屋というか、のんびり屋っていうかさ。基本、いつもすっぴんの筈はずだし……。その点、お前はちゃんとやってそうだよな。つるっとこう、色白だし。服とかも何気に趣味が良いしよ」

「……っ！」

　途端、血ち倉くらの白い頰ほおがカアッと赤く染まっていった。

「何だよ、どうしたんだ？」

「も、もぅ……。本ほん間ま君ったら……もぉっ！」

　血倉は素早く玄人くろとに背を向けると口元を押さえ、やだ……色白だって、服の趣味が良いだって……と嬉うれしげに呟つぶやき続けている。らしくない反応に玄人は少し汗をかいた。

「くふふ、何にしても良い事だよ。我々だけではやはりクール系にバランスが傾きがちだからね。ここにぷりぷりの未み百ゆ合りちゃんが加わる事で、真のお洒落しやれカリスマ集団となる訳さ！」

「その言い方やめて!?」

　途端に現実に引き戻される血倉。

　……ていうか、そのネタ引っ張り過ぎだろ、と玄人は思う。

　とはいえ、そんな風に自分達を持ち上げておきながらも、白しろ奈なは制服の上に白衣という普段通りの姿なのだった。街を歩けば色んな意味で誰もが振り返る残念なモデル風美少女は、細い腰に手を当てて無意味に呵か々か大たい笑しようしている。

「あ、そうだ！　未み百ゆ合りちゃんの携帯にメールしてみるかい？」

「そこまでしなくてもいいだろ。待ってりゃそのうち来るさ」

　ちなみに、知る人ぞ知る未百合のメールアドレスは結構恥はずかしい代しろ物もので、

　lovely_kuroto@xxx.ne.jp──

　携帯購入以来変更した事はなく、これに関しては誰もがノーコメントを貫つらぬいているという。

　そんな些さ末まつな豆知識はさておき、黄き瀬せラボラトリー──略して黄瀬ラボ前で彼らが何な故ぜ待ち合わせをしているかと言えば、それは当然乗り込む為だ。

　討ち入り……

　ではなく、美お味いしいカレーをご馳ち走そうする為。そう、ここ黄瀬ラボは真ま菰こもの家なのである。

　昨日洋食店カシミアで遭遇した自称時間跳躍者、黄瀬真菰は小学生時代に食べた謎のカレーのせいでタイムリープ体質になった。それを治すには同じ物を食べさせ、レシピから成分を分析しなければならない。

　いや、時間跳躍云うん々ぬんは法ほ螺ら話ばなしなのだろうが、白しろ奈なが助けてあげたいと言ってきかないのだ。

　奇き矯きような行動の裏には素直に言い表せない悩みがあるのかもしれず、否、そこまで深読みしなくても、色んな店を悩ませている料理事件なのは確かだし、何より部長命令だ。玄人くろととしてはやるしかない。

　妙に真菰と親しくなった白奈はとんとん拍子に住所を聞き出し、土曜の昼食時、黄瀬家にカレーをご馳走しに行く約束を取り付けた。そして玄人の助手であるところの血ち倉くらと未み百ゆ合りにも声をかけ、今回のミッションと相成る訳だった。

（真菰がそのカレーにどれだけ深い思い入れがあるのかは知らねえが……食いたい物は食わせてやればいい）

（準備は万全。自信はある）

　玄人は買い物袋を握った手に力を込める。自前の調理器具と食材が入っているのだ。

（昨日真菰に聞いた限りじゃあ、特に目を引くようなギミックの無い、標準的なカレーだったらしい。だとしたら……俺が思うにこれだ）

　昨日白奈が作ったフルーツカレーは食べるまでもなく駄目出しされた（という事だと玄人は認識している）。真菰が言うには、そのカレーにトッピング等は皆無で、あくまでも本質で勝負する類の物だという。ならば上等。料理人としてそのオーダーには些いささかの不足もなく──

「玄人君ーっ！」

　と、そうこうしているうちに葉は月づき未百合が遠くから走ってきた。

　全力疾走したようだ。玄人達の傍そばに辿たどり着くと、膝ひざ頭がしらに掌てのひらをついて前まえ屈かがみになる。玄人は思わず青空を眺めたりするが、未百合はひたすら激しく息を切らせていた。

「ったく、この暑いのにそんなに走んなよ。時間は一応ぴったりだぞ？」

「ごめんなさいっ。本当はもっと早い時間に着いて待ってるつもりだったんだけど……ハア、ハア、わたし、待つの好きだし……ハア、ハア……。でも今日は気合いを入れて頑張り過ぎちゃったみたいで……」

「何を頑張ったんだ？」

　未み百ゆ合りは呼吸を整えるのに一生懸命で答えられない。

　そんな彼女は本日、大胆に白い肩を出したキャミワンピースを着用。玄人くろとが知らない服だから、これは買ったばかりなのだろう。未百合は新しい服で外に出るまで、鏡の前で延々と頭を悩ませるタイプ。そのせいで遅くなったに違いない。

「いやー、今日は悩ましい格好してるねえ、未百合ちゃん！　屈かがんでると谷間が凄すごいよ！」

　悩みとは生しよう涯がい無縁そうな、あっけらかんとした声を出したのは白しろ奈なだった。

「大好きな彼の為に悩殺ファッションで決めてきたんだろう？　解わかる解る！　効果はてきめんに違いない。だって走ってる時に揺れまくって、今にもはみ出しちゃいそうだったもの！　健けな気げな未百合乳、また少し育ったようだね。罪作りな果実はどこまでたわわに実るのだろう。これで高校一年生とは正直信じられないよ！」

「……ああっ──」

　苛か烈れつなセクハラ発言にクラッとする未百合。足元が一瞬危あやうくなったが何とか堪こらえた。

　とはいえ、白奈のフリーダムな喋しやべりは留まるところを知らず、

「くふふ。見れば見るほど美お味いしそうだよね」

「お、おいし……そう……？」

「その乳、ちょっと齧かじってみてもいいかい？」

「はい……。って、エエエエッ？」

　一いつ旦たん素直に返事をしてから、未百合の顔は青ざめた。

「な、何て事を言うんですか、白奈さんっ。……冗じよう談だんですよね？」

「いやいや、わたしは気になった物は何でも食べてみる主義なんだ。人間の感覚器官で最も敏感なのは口なんだよ。正確には唇と舌な訳だが、少しだけカプッとやらせてほしい。そうすれば今どれだけの大きさなのか、正確に把握できると思うんだ」

　未百合は完全に凍こおり付いていた。自分の身を抱くような格好でガクガク震え始め、

「ダ、ダメ……。食べちゃダメッ！」

　半泣きで言う。

「わ、わたしの胸は玄人君だけの……。お願い白奈さん、後生だから食べないで！」

「くふふ、一度は良いって言ったもんね……」

　白奈は未百合の懇願に頓とん着ちやくする事なく、

　かぷり！

　ふくよかな胸に荒々しくかぶりつき、ああああぁーっ……

　──というのは玄人の脳裏を駆け抜けた幻想だ。現実には起こっていない。

「くふふふふ！」

「あああぁ……！」

　実際には含み笑いしながら手をワキワキする白奈を見て、未百合が痙けい攣れんしているだけである。

　何をやってるんだこいつらは、と玄人くろとは滝のような汗をかいて思う。面おも白しろ過ぎるだろう。真っ昼間から往来で愉快な事この上ない。

「……あのー、全員揃そろった事だし、そろそろ行った方がいいんじゃない……？」

　ジト目の血ち倉くらが突っ込んでくれなければ、延々と茶番を繰り広げていたかもしれなかった。
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「さっきから通りでギャーギャー騒いでたけどさ、あれ、家の中まで聞こえてたよ？　暑いんだからさっさと入ってくれば良かったのに」

「こっちにも色々あるんだ。察してくれ」

　真ま菰こもの案内で玄人達は黄き瀬せラボ二階の広いリビングにいた。

　玄人達四名と真菰の他、家には誰もおらず──というより、一階店舗フロアも実は無人だ。ルームライトは点ついているが、店の主人である真菰の父も客の姿もなく、経営は大丈夫なのかと玄人は心配になるが、実のところ町の電器屋は家電量販店とは異なり、店頭販売以外から得る収益が頗すこぶる大きいらしい。地元コミュニティーの力が強い九く森もり町ちようにおいては特にそうで、地域密着型の互恵関係──つまり、電気工事や修理等から得ている報ほう酬しゆうは馬ば鹿かにできず、真菰の両親は今日もどこかへ出張サービスに出かけているのだそうだ。

「うちは昔からそうなんだ。家族みんなでご飯食べた事なんか数える程しかないよ」

「そうなのか？」

　人の性格というのは基本的に生活環境が作り出す物である。

（成程。こいつがかまってちゃんなのは要するに……）

　玄人が顎あごに手を当てて、少し気遣わしげに真菰の横顔を見ていると、

「何さ。……何か文句あるっ？」

「ねえよ。ていうか、家の中なんだから帽子くらい取れよ」

「やだ。だってこれ、いつでも被かぶってるし。お風呂に入る時も取らないし」

「あ？　そんなどうでもいい噓うそ吐つくなよ」

「ふんだ」

　口を尖とがらせて言う真菰。とはいえ、どこかソワソワした態度なのは、血倉を始めとする豪華来客陣のせいなのか。それに反応した未み百ゆ合りが早くもモジモジしているが、

「まあいいや。とにかく今日は大人数で思う存分カレーを食べろ。俺は台所で料理してるからお前らは自己紹介がてら、しばらく遊んでればいい。この人数分作るのはそれなりに時間がかかるからな」

「あ、ウン。だったらあたしの部屋を見せてあげようかな……。皆さん来て！」

　はーい、と自室へと移動していく女の子達。ドア越しに聞こえてくる声を適当に聞き流しながら、玄人くろとは一人黙々とカレーを作るのだった。

　角切りにした肉をヨーグルトに漬つけてぱらりと各種スパイスを振り、その間にじゃがいもと人にん参じんを乱切りに。並行して隠し味の準備をする。潰つぶした大蒜にんにくとバターを鍋なべに入れて炒いためる用意をしていると、そこに抜き足差し足、ソロソロと近づいてくる者がいて──

「だあ！」

　ビクン！

　と、仰のけ反ったのは玄人ではなく城じよう之の内うち白しろ奈なだ。目を丸くしているのは意外な光景を見たせい。背後から忍び寄る気配を察知して振り向いた玄人の瞳が、涙で派手に潤うるんでいたからだ。

「な、泣いているのか、ボス？」

　白奈は眉まゆを寄せて言う。

「そうか……。やはり一人でカレーを作るのが寂しかったんだな。確かに男の方からそれは言い出しにくいかもしれない。本当はわたしと一緒に料理がしたかったんだね？」

「いや、全然……。玉たま葱ねぎ切ってるだけっす」

　なーんだ、はっはっはっ、と腰に手を当てて笑う白奈。気になって様子を見に来たらしい。

「手伝おうか？」

「や、俺一人で充分ですよ。部長は昨日作ったでしょう。今日は俺の見せ場ですから」

「うん、君の事だからそう言うと思っていた。頑張ってくれ」

　と、白奈はキョロリ。そこかしこに展開している様々な材料を見ると顔を輝かせて、

「ほほう、やはりこれか！　君ならこのカレーを選ぶ気がした」

「ふっ、今日は土曜日なんですがね」

「ああ……確かに。金曜なら最適だったんだろうけど」

　不思議な台詞せりふを交わしてニヤッと目配せする玄人と白奈。料理人にしか解らない何かがそこにはあるらしい。

「ってな訳で、料理の邪魔はしないでくださいよ。部長は適当に遊んでていいっすから」

「そう？」

　とんとんとんとん、と恐るべき速度と正確さ──プラス、涙目で玉葱を切っていく玄人。

「仕方ないなあ。どれ！　わたしが涙を拭ぬぐってやろう」

「手元が狂うっ。よせ部長！」

「泣かないでー。ほら、いい子でちゅねー」

「来るな！」

　目め尻じりに無理矢理ハンカチを当てようとする白奈を玄人は必死に振り解く。手に包丁が握られていなければ和わ気き藹あい々あいとした光景だ。そんな心温まるシーンをドアから半分だけ顔を出した葉は月づき未み百ゆ合りがガタガタと震えながら見ている。

　ともあれ、それから五十分後──奮ふん闘とうの甲か斐いあって無事に玄人のカレーは完成したのだ。

（よし、巧うまく出来たっ）

　鍋なべから立ちのぼる香ばしい匂においに思わず拳こぶしを握ったりなんかして。

　きらきらと白く輝くライスにカレーをたっぷりとかけ、その脇わきに福ふく神じん漬づけをちょこん。バランス良く盛りつけた皿をテーブルに並べ、玄人くろとは全員に招集をかけた。




　　　　～真ま菰こも～




　あたしはダイニングテーブルの上に置かれたカレーを眺めていた──。

　わざわざ家まで出張ってきて玄人さんが作ったのは、奇を衒てらったところがまるで無い、普通も普通のカレーだった。スタンダード・エディション。とはいえ、香りは凄すごく良い。どこか懐かしさを含んだ独特の香ばしい匂いが食卓にぷうんと漂っている。

　あたしが思わず皿に顔を近づけ、鼻をヒクヒク動かしていると、

「……あん？」

　玄人さんに不思議そうな顔をされた。

「な、何よ。何か問題っ？」

「別に。こっちの事だ」

　何はともあれ、普通のカレーなのである。

　さて、そんな何の変哲も無い料理を同じくテーブルについた白しろ奈なさんと、学校の友達だという未み百ゆ合りさんは背筋を伸ばし、瞳キラキラ状態で見ている。余程お腹が空すいている……或あるいは料理人の腕を信頼しているのか。確かに美お味いしそうなカレーではあるけれども。

　ちなみにもう一人の血ち倉くらさんという人はアレルギー体質らしく、あたし達とは別のカレーを割り当てられている。野菜が沢たく山さん入っていて、これはこれで美味しそう。しかし、ここまで特別扱いされるなんて、この血倉さんと玄人さんは恋人同士なのだろうか？　否、ひょっとしたら全員とデキているとか？　こいつはジゴロか？　なんて観察と分析を重ねていると、

「……いいから見てないで早く食えよ」

　玄人さんが無愛想に言い、それを契機に皆がスプーンを握った。

「いっただきまーす！」

　もむもむもむもむ……！

　ぱくぱくぱくぱく……！

　皆さんびっくりするくらい食欲旺おう盛せいである。思わず呆あつ気けに取られるあたしの隣では未百合さんが幸せオーラを全身から醸かもし出しつつ、夢中でカレーを食べていた。顔を綻ほころばせ、うっとり黒目がちの目を細めて、女のあたしから見ても可愛い。食べ姿がとても様になる人だ。

　と、そんな未百合さんに不意にウインクし、こつこつと指でテーブルを叩たたく人がいて──

「さあ、未百合ちゃん！　この辺で例のやつを頼むよ。食べる係こと君のアレが無いと気分が出ないんだ」

　何の事だろう？

　海外セレブも顔負けの美び貌ぼうと、ちょっと──いや、かなり残念な性格を併あわせ持つギャップの人、白しろ奈なさんが何かを仄ほのめかした。未み百ゆ合りさんは弾はじかれたようにハッと顔を上げ、

「い、いけない！　わたしったら、あんまり美お味いしいから食べるのに夢中だったわっ。今すぐ盛り上げますから！」

　胸に手を当てると大きく深呼吸して、

「美味しいぃ！　このカレー、とっても美味しいわぁ！」

　……何なの？

　未百合さんは今初めて口にしたように、ワンテンポ遅いカレーの感想を言い始めた。

「カレーには色んな種類があるけど、これは王道中の王道ねっ。こんがり食欲を誘う良い香りと、まろやかなトロみ！　とってもコクのあるカレーソースだわ。それを吸い込んだ柔らかなお肉を奥歯で嚙かみ締めると、じゅわっと得体の知れない快感が弾けるの。堪たまらない味だわ。時代がいくら変わっても決して変わらない物がある……。そうよ、これこそ日本のカレーよ。日本の夏、カレーの夏──。わたし、この味が好き。大好きっ！」

　幸せ気分を放出しまくっている未百合さん。先程言っていた『食べる係』とはこの事だったのか、とあたしは今頃得心する。要は皆の気分の盛り上げ役らしい。

「それにしても味が深いわ。一体どうやって作ったんだろう？　ソースを舌でねぶっていると、しょっぱみと酸すっぱみとコクのある旨うま味みがどこまでも広がるの。そのせいでご飯がいくらでも食べれちゃうんだわ。ねえ玄人くろと君。できればご飯、もう少しだけよそってもらえない？　食べきってもいないうちにお行儀悪いんだけど、もっとアグレッシブに白米を攻めてみたいの」

「……何だか知らねえが、攻めろ攻めろ」

　玄人さんは未百合さんの皿を受け取り、白いご飯をグワッグワッと豪快によそった。凄すさまじい盛り具合──それを見て未百合さんはヒッと体を震わせたが、顔を赤らめて皿を受け取り、恥はじらうような顔で食事を再開する。……見ていて飽きない人だ。

「これは所謂いわゆる、海軍カレーと呼ばれる物でな。小麦粉を炒いためてとろみと香ばしさを出すのがポイントだ」

　玄人さんが解説を始めた。

「どこか懐かしい感じの味だろ？」

「ご飯にとってもよく合うぅ」嬉うれしそうに頰ほお張ばりながらこくんと頷うなずく未百合さん。

「これは日本風カレーのルーツなんだ。もともとは明治時代、日本海軍がイギリス海軍の糧食を参考に作った物だと言われている。というのもカレーパウダーで味付けしたビーフシチューとパン……その英国風のメニューが当時の日本人の口には合わなかったらしいんだな。だから小麦粉でとろみを付け、ご飯にかけてみたら、意外にもこれが好評だ。海軍の町である横よこ須す賀かから、あっという間に全国に広まったって訳だ」

「成程」血ち倉くらさんが感心したように頷うなずき、「料理人って何でも知ってるのね！」

「や、知ってるのは料理の事だけだって……。何にせよ、とろみたっぷりで船上でも零こぼれにくいから重宝されたらしいぞ。海上自衛隊では今でも金曜日にカレーを食べる風習がある」

「え？　それは何な故ぜ？」

「くふふ、船上だと曜日感覚が無くなりがちだからね！」

　血倉さんの問いに、白しろ奈なさんが横から得意げに答えた。

「特定の曜日に特定のメニューが出る事で感覚を取り戻すんだよ。いつも船上で頑張っている海上自衛隊の皆さんも土日は休み。要は休日前にカレーを食べてその週を締め括くくる……」

「とまあ、そういう事だ」

　玄人くろとさんが言った。

「今の海上自衛隊ではその海軍カレーを元に、各かく艦かんが工夫を凝こらしたカレーを作っていてな。レシピは軍事機密！　ってのは冗談だが、隠し味にインスタントコーヒーを入れたりタバスコを入れたり、どの部署どの艦隊も独自の創意工夫をしているらしい。基本、このカレーもそれに近い物だ。とろみのあるカレーをベースに、隠し味のチョコやケチャップを……って、喋しやべっちまったら隠し味じゃねえよな。後は自分の舌で確かめてくれ。ほら真ま菰こも、お前も呆ほうけてないで早く食べろ」

　玄人さんに言われてあたしは我に返った。

　皆の食べっぷりとユニークな反応に気を取られ、まだ一口も食べずにいたあたしだけれど、今の解説で俄が然ぜん興味が搔かき立てられた。これは食べない訳にいくまい。

「ん……。じゃあ、食べるよ」

　あたしは玄人さんのカレーを徐おもむろに口に運んだ。

　と、その時である。

　ドクン。

　突とつ如じよ強い動どう悸きに襲われた。景色がぐにゃりと歪ゆがんで構成密度を変容させる。

（やはり）

（やはり始まってしまった）

（いつものやつが──始まってしまったんだ）

　あ？　どうしたんだよ真菰っ？　と玄人さんが目を丸くしているが、これが発動したらどうしようもない。だって始まってしまったんだから。

　皆の姿がレイヤーの透明度を操作されたように希薄化し、虚こ空くうに電気パルスを放出しつつ融解していく。否、融解というより世界自体が薄らいでいるのだ。数え切れない無数の光景が透明な層のように重なり合っているのが見えて──

　それは有り得ない、有り得なかった、有り得うべき、無限の可能世界だ。あたしの周囲をくるくると回転している。

　激しい目め眩まい。腕の計測器に目をやると、画面に表示された時計アプリの針が物もの凄すごい速度で逆回転している。やはりいつもの通りだ。タイムリープ発動。あたしの時間はまたしても巻き戻っている。世界のスピンは更に速度を増していき、やがて意識がスウッと薄れ──




　　　　◆　◇　◆




「おい、どうしたんだよっ？　真ま菰こもっ！」

　玄人くろとは真菰の肩を揺さぶった。

　だが動かない。瞬まばたき一つしない。握られていたスプーンが落ちて耳みみ障ざわりな音を立てる。一体何だというのか？　白しろ奈なと未み百ゆ合りと血ち倉くらも仰天して目を瞠みはっている。──真菰は突然硬直してしまったのだ。

　事態は約一分前に遡さかのぼる。

「ほら真菰、お前も呆ほうけてないで早く食べろ」

「ん……。じゃあ、食べるよ」

　そう言ってスプーンでカレーを掬すくった真菰だが、それを口に入れようとした途端、まるで時間が凍こおったように動きを止めてしまったのである。

　食中毒？　それとも急性胃腸炎か？　いや、まだ食べていないのにそんな事ある筈はずないのだが、ともあれ、和わ気き藹あい々あいとしたムードは一変、非日常的に様変わりした。

「……ハッ？」

　やがて開いていた真菰の瞳どう孔こうが元に戻った。

　一同ホッと息を吐はき、真菰は頭を左右に振って深呼吸──それから弾はじかれたように手首の計測器を操作すると、マイクに口を近づけるのだった。

「オレンジゼリー、現在十三時九分、こちらはレモンゼリー。今タイムリープから戻ってきたところよ。タイミングが良かったらしくて、カレントの時間軸近辺に着地できたみたい」

「何、またそれ!?」

　転びそうになる玄人。黄き瀬せ家二階の床はフローリングだからよく滑すべる。

　録音を終えると真菰は一仕事終えたように手首で頰ほおを拭ぬぐい、ニヤッと笑んで玄人を見た。

「カレー、ご馳ち走そう様さま！　未来で食べて、今記憶だけが戻ってきたところなんだけどね。ウン、なかなか美お味いしかったよ。でもゴメン。あたしの思い出のカレーとは別物だったみたい」

「……ああ、そう」玄人は頰を搔かいた。

　無論、テーブルに置かれた真菰のカレーは盛り沢たく山さんのままで、一口も食べられていない。

　だが、それなのに食べてきたって、美味しかったって、一体どういう事なのかしら……？　と経緯を知らない未百合と血倉は首を傾かしげて目をぱちくりしている。

「あの、玄人くろと君。これって……？」と未み百ゆ合り。

「何かしら、込み入った事情があるようね？」と血ち倉くら。

　玄人はどう伝えるべきか少し迷ったが、正直に伝えた方が最終的な面倒は少なくて済むと考えた。これは思春期特有の……と苦い顔で説明しようとすると、

「真ま菰こもちゃんはねえ！　何と、タイムリーパーなんだよ！　時をかける少女なのさ！」

　横から白しろ奈ながそう言い放つのだった。しかも物もの凄すごく得意そうに、決まったぞ、と言いたげな抜群のグッドスマイルを浮かべて。

　……本当に空気を読まない女である。

「ト、トキを、追いかける処女？　それって恋の神話みたいな」

「未百合さん、違う違う！　少女って言ってたから！」

「キャッ！　やだぁ。わたし……恥はずかしい！」

　ほうれ見ろ、と玄人は思う。案あんの定じよう、血倉も未百合もあたふた大混乱の様子。そこに白奈が時間跳躍者やタイムリープの話をするから更にカオスに拍車がかかる。

（ったく、面めん倒どう臭くせえな！）

　ずかずかと白奈の間近へ歩み寄って玄人は言った。

「いい加減にしてくださいよ、部長。タイムリープとか時間跳躍とか、そんな子供騙だましの噓うそにいつまでも……」

「噓？　でも本人はほんとの事だって言ってるよ？」

　白奈は澄んだ瞳で言った。この女、本気で残念である。

「いや、だから……」

「あのねえボス。君は確かに切れ者だ。頭が回る料理人だよ。しかしながら、そうやって何でもかんでも疑ってかかるのは正直どうかと思うんだ」

「何でもかんでもは疑っていないでしょう？　これがずば抜けてがっかりな噓だからで」

「いずれにせよ、わたしは常々思っているんだよ。人が人を信頼するのは素晴らしい事だとね。それこそが人生を輝かせる黒海の宝石キャビアのような物なのさ！　ねえボス、真菰ちゃんが噓うそ吐つき呼ばわりされて苦しんでいるなら、我々だけでも信じてあげようよ。ほんとに記憶だけが時間遡そ行こうしてるのかもしれないじゃないか。わたしは信じてあげたい。そもそも料理人が食べる人を信頼しないでどうするんだ。そんな事で美お味いしい料理が作れると思うのか？」

「いや、だからですねぇ……」

　微妙に正論臭くさいのが厄やつ介かいだ。ああもう、と思いながら玄人は頭を搔かき毟むしる。

　白奈のこういう点は嫌いではない。人を無条件に信じるのは本来良い事だ。実際かつての自分もそれで救われた訳だし──未百合が不良に拉ら致ちされた『卵事件』の事である。

　とはいえ、玄人は根っからの現実主義者なのだ。

（や、俺は噓吐きだから良いとか悪いとか、そういう事を言いたい訳じゃない）

（どうすれば真ま菰こもの抱えた問題を解きほぐせるのか……噓うそとか本当以前に、もっと根本の部分を解決した方がどう考えても建設的だ。妄もう言げんに惑わされてたら、それができねえんだよ）

　玄人くろとは白しろ奈なに顔を近づけて耳打ちした。

「いいですか部長。あいつは要するに寂しがり屋のかまってちゃんなんです。だからきっと噓を吐つくのが癖くせみたいになっちまってて……」

「そうなのかい？」

「ちょっとぉ！　誰がかまってちゃんだって言うのよっ？」

　タイミングの悪い事に、その台詞せりふが背後から忍び寄っていた真菰の耳に入った。途端に態度をハリセンボンのように尖とがらせる真菰。自分は寂しがり屋でも噓吐きでもないと喚わめき立てて、厄やつ介かい千万な口論になり、やがて──

「そ、そうだ！　インド行こう！」

　白奈が唐とう突とつにそう言った。

「インド……？」

「おっと、少々言葉足らずだった。次はわたしがインドカレーを作ろう。そんな風に言いたかったのさ」

　あまりに突然の提案である。真菰は仏ぶつ頂ちよう面づらで、何でインド……？　と呟つぶやいた。

「それは勿もち論ろん、推理したからだよ」

　白奈はバサバサと妖しげに白衣を翻ひるがえす。

「真菰ちゃんが食べた思い出のカレーは何なのか？　それを一発で当てるのは至難の業わざだが、幾度か篩ふるいに掛けていけば決して不可能な事ではない。まずは見た目。カレーには膨ぼう大だいな種類があるが、真菰ちゃんが欲するそれは極めてスタンダードな見た目だという。トッピングはしていないし、奇き矯きような仕掛けもない。その前提からボスは日本風カレーの王道を作ってみせたんだ。可能性が一番高いと考えてね」

（何だよ。ちゃんと解わかってんじゃねえか）

　玄人は鼻をぽりっと搔かく。

　実は白奈は頭そのものは悪くない。閃ひらめき頼りで論理的に考える事は殆ほとんど無いが（それはそれで大問題だが）、幼少期から城じよう之の内うち家のエリート教育を受けてきた才さい媛えんなのだ。学校の成績は玄人より良かったりする。

「真菰ちゃん。さっきのカレー、見た目は合格だったんだろう？」

「あ、うん……。見た目はあんな感じだったと思うけど」

「ほっ！　ならば話は早い。日本風カレーじゃなければ答えはインドカレーだ。カレーのスタンダードといえば、そっちの可能性の方がむしろ高いとわたしは考える！」

　インドカレーといえば色鮮やかなカレーをナンに付けて食べるイメージがあるが、必ずしもそうではなく、ぱっと見、日本風の物もあるし、ライスと一緒に食べるのも当然ありなのだと白しろ奈なは長髪を搔かき上げて語った。

「確かにそうだな」

　同意した玄人くろとが助手の様子に目をやれば──案あんの定じよう、未み百ゆ合りと血ち倉くらは首を傾かしげていた。

「インド風と日本風？」と未百合。

「それってどう違うのかしら……」と血倉。

「別に難しい事じゃねえよ。さっきも言った通り、日本のカレーってのはイギリスから伝わった物だが、そのイギリスのカレーはインドから来た物だ。元は植民地だったからな。で、そのインドでは日本の海軍カレーみたいに船上で零こぼれないよう、小麦粉でとろみを付ける必要は無い。更にはカレー粉自体も使わないんだよ」

「エッ？　カレー粉を使わないですって？」

　血倉が目を丸くした。

「それじゃ、どうやってカレーを作るというの？」

「おう、そこが勘違いの元でな。カレー粉ってのはもともとイギリス人が発明した物だ。インドには無いんだよ」

「そ、そうなのーっ？」未百合は両手で自分の頰ほおを挟はさんでムギュッと寄せた。

「カレーというのは煎せんじ詰めれば、多種多彩なスパイスがせめぎ合う重層的なフィールドだ。インドでは各家庭の好みでスパイスを調合して食べるんだが、それがインドカレーの本質なんだよ。で、そのスパイスの調合が素人しろうとには難しいから、誰にでも作れるようにイギリス人がカレー粉を発明したんだ」

　だから業務用のカレー粉は万人受けする味になっている。それをアレンジする事で飲食店では独自の味を出す──出しているところもあるという話だ。

「とはいえ、そんな物が発明されるのは難易度がそれだけ高い事を意味する。正直、ゼロからカレースパイスの調合をするのは意外と難しいんだ。いや勿もち論ろん、部長は素人ではないんでしょうが、それでもこれは……」

「じゃ！　行ってくる！」

　玄人の話を最後まで聞く事なく、そそくさと出かけようとしている城じよう之の内うち白奈だった。

「ちょっと部長っ！　行ってくるってどこへっ？」

「いやだなボス、スパイスを買いに行くに決まってるじゃないか。城之内家御ご用よう達たしの専門店が近くにあるんだよ。近くと言っても往復すれば小一時間程かかると思うが、とにかく超特急で行ってくる。お腹を空すかして待っていてほしい！」

　小こ咄ばなしでも披ひ露ろうして場をもたせてくれ、と言い放って白奈は外へ駆けていく。

　こうしてカレー大戦争（ちとオーバー）の前線には小休止がもたらされた。
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　白しろ奈ながその場から消えると場の空気は驚く程に鎮しずまった。

「……じゃ、あたし、ちょっとメールチェックとかしてるから」

　真ま菰こもは一人部屋に引き上げていく。先程玄人くろとに突っかかったせいで顔を合わせているのが気まずくなったのか、ドアをばたんと閉め、入ってくるなオーラを漂ただよわせた。

　玄人と未み百ゆ合りと血ち倉くらは残された食器を洗うと、テーブルを拭ふいて後片付けをした。

　ダイニングテーブルについて、所在なく時が過ぎるのを待つ。

「ねえ、ちょっと良いかしら」

　やがて血倉が声を潜ひそめて言った。

「実はわたし、あの真菰さんって女の子の事、前もって少し調べてきたのだけれど」

「何、マジか？」

　昨日の今日だというのに調査済みとは、流石さすがフットワークの軽い血倉知ち里さと。持つべきものは有能な助手である。

　血倉曰いわく、昨夜白奈から招集があった後、知人に電話をかけてそれとなく情報を集めた。クラスの人気者だから人脈豊富なのだ──その中に中等部に弟がいる者がいて、色々と真菰について聞かせてくれたという。

「教えてくれよ、その話」

「あ、でも、あまり良い類たぐいの話じゃないかも……」

「解わかってる」

　想像はつく、と玄人は言う。

「俺は白しろ奈なと考え方が違う。事実を事実として認めるところから真の解決が始まるんだ。なあ血倉、これは事件の捜査であって陰口なんかじゃねえから、知ってる事は全部教えてくれ」

　それじゃ又聞きになるけれど、と前置きして血倉は語り始めた。

「あの子……噓うそ吐つきという事で、中等部でもちょっと有名みたいね」

「やっぱそうか」

「どう言えばいいんだろう……微妙に浮いてるっていうのかしら。イジメとかそういうのとは違うようだけれど、変な目で見られているそうよ」

　虚きよ言げん癖へきという程ではないが、何な故ぜそんなどうでもいい噓を吐くんだろう？　と、首を傾かしげたくなるような噓を吐くのが習慣化しているという。例えばこういったものだ。

「黄き瀬せさん、数学の宿題やってきた？」

「やってきた」

「あっ！　だったら写させて！」

「噓うそ。実はやってきてない」

「……何それ？」

「噓。やっぱりやってきてる」

　というような他愛も無い噓なのだが、それが日常会話に満まん遍べんなく鏤ちりばめられれば誰だってイラッとするだろう。

「そういう子って……たまにいたりするわよね」未み百ゆ合りが眉まゆを寄せて呟つぶやく。「決して悪い子じゃなかったりするんだけど……」

　血ち倉くらの話では、真ま菰こもが正否を曖あい昧まいにしたままでも平気なのがまた厄やつ介かいらしく、例えばそれはこんな風だ。天気予報は晴れなのに雨が降ると言ってみたり、車に酔わないのに酔い止めの薬を飲んでみたり、タクアンは沢たく庵あん和尚おしようが考案した物ではないと言ってみたり。

　つまり、目的が判断し難いから、人間関係にも支障をきたしがちなのである。

　その中には例の思い出のカレーの話もあって──

『小学生の頃に食べた幻のカレー。それを食べるとあまりに美お味いしくて脳に新たな回路が開かれ、人生観が変わるんだ。何か情報を知ってたら教えて。もう一度食べてみたいから』

　真菰さんの吐つく噓で一番有名なのがそれなんですって、と血倉は締め括くくった。

（ふん、なーるほど）

　と、玄人くろとは自分の顎あごを摘つまんで考える。

（何な故ぜかは知らないが、やっぱその件には拘こだわりがあるんだな。木を隠すには森って言うが、真菰にとってはその噓が相当重要な事なんだろう。だから誤ご魔ま化かす訳だ。どうでもいい噓の中に大事な噓をまぶすのは、精神ダメージを軽減する為のシンプルな心理メカニズムだ）

　玄人は推察を進める。

（で、突き詰めるとどうなる？　真菰の動機……）

（小さな噓は大きな噓の迷彩で──そして大きな噓はカレーとタイムリープに関する事で）

（その心理は、要するに）

（注目を集めたい……か？　普通に考えればそういう事になる。時間跳躍云うん々ぬんは引き起こされている結果から鑑かんがみれば話が早い。色んな店で騒ぎを連続で起こしている以上、真菰は自分の振る舞いを誰かに向けて発信し続けている事にもなる。要は……その思い出のカレーをご馳ち走そうしてくれた謎の人とやらに、もう一度会いたいってのが真の動機なんじゃないのか？）

（そう。店で暴れたりすれば警察沙ざ汰ただが、食べないだけなら強行策を取りにくい。その上、タイムリープ云々みたいな話をすれば、頭の螺ね子じが外れた子だと思われ、お咎とがめ無しの確率も高まる。大体カレーと時間跳躍なんてミスマッチな要素をくっつける辺りが巧妙だ。料理心理学でいう認知的不協和理論──セオリーに無い物事の組み合わせは人の注目を呼ぶってこった。ちょっと変な子？　と思われた方が印象に残る。勿もち論ろん真菰がその理論を知っているとは思わないが、無意識の内に効果が高いと解わかっているんだろう）

　つまり。

　真ま菰こもはタイムリープという噓うそで騒ぎを引き起こす事により、誰かにメッセージを発し続けているのでは──？

　という推論を買い物から戻ってきた城じよう之の内うち白しろ奈なに話してきかせた玄人くろとだが、意外にもあっさり一笑に付ふされた。

「くふふ、相変わらず君はやるなあ。凄すごい男さ。だがその前に冷たい物が欲しい。って、水道水っ？　まあいいけど。ごくっごくっごくっ……プハーッ。生中もう一杯！」

「はい、水」

「何てスピードだ……」

　ごくごく水を飲む白しろ奈な。無意味に麗しい美び貌ぼうが汗で輝いている。

　ここまで相当重かったのだろう、床には色んな物が詰め込まれたビニール袋が無造作に置かれていた。中には香こう辛しん料りようの瓶びんが目白押しで──クミンシードぎっしりのキャニスター、透明袋に入った唐とう辛がら子しなど、とにかく盛り沢だく山さんだ。

　白奈はコップの水を飲み干すと、玄人の胸にこつんと拳こぶしを当てた。

「人の行為から深層にある動機を読み取る……プロファイラーも顔負けだね、ボス。場合によってはそれも必要な事なんだろう。だが今回は素直に信じてあげないか？　だって悪い子には見えないよ。わたしは真菰ちゃんを信じてあげたい。それにタイムリープなんて考えただけで心躍るじゃないか。ほんとの事だと思ってた方が楽しいだろう？」

「いや、だからですねぇ。俺は信じるとか楽しいとか、それ以前に」

　グシャグシャと髪を搔かき毟むしる玄人。真菰をどうにかしてあげたいのは共通しているが、アプローチの方法が相あい容いれず──料理事件部発起人城じよう之の内うち白奈と一般部員本ほん間ま玄人。二人とも結構強情なのだった。

　とはいえ、そんな白奈の言葉を聞いているとイラッとする反面、微妙に気分がほっこりしてくるのもまた事実で──俺の心って実は汚れてんのかな、なんて考えたりする玄人である。

「さあ真菰ちゃん、今度はわたしがカレーを作ろう。見てくれ、この絢けん爛らんたるスパイスを！」

「わ！」

　台所に様子を見に来た真菰がぴょこんと飛び跳ねる。白奈の買ってきたスパイスが今まさにテーブルに並べられているところなのだ。

「何これ、凄すごぉーい！」

「はっはっはっ！　これはクミンに赤唐辛子にナツメグにターメリックに黒くろ胡こ椒しように、その他色々さっ。君の思い出のカレーは絶対にわたしが食べさせてあげるよ！」

　わたしは君の事を信じてるからね、と白奈はにっこり笑んで言う。

「……白奈さん」

　真菰は唇の端を嚙かんだ。

「まだまだスパイスは沢たく山さんあるんだ。ジンジャーにカルダモンに──」

「あ、この緑のやつは？」

「粉ジュース」

「何に使うんだ!?」

　玄人くろとは思わず突っ込んだ。

「そんなの飲むに決まってるだろう」白しろ奈なは不思議そうに言う。

「……やっぱそうっすよね。隠し味とかじゃなくて」

「とりあえず一杯やるといい。マスター、皆の分を作ってくれ」

「マスター？　あたし？　……別にいいけど」

　白奈にだけは意外と従順な真ま菰こも──信じる者は好かれるという事か。ジュースなのに粉だなんて面おも白しろいね、なんて言いながら真菰はコップに水と粉末を入れてグリグリ搔かき混ぜている。

「さて、その間にわたしはカレーを作らせてもらうかな」

　バチンと玄人に目配せすると、白奈は波打つ長髪を艶つややかに搔き上げた。……無駄にゴージャスなその仕草を見て、とても微妙な気分になる玄人である。




　　　　～真菰～




　──あたしは戻ってきた。

　テーブルに突っ伏したくなるのを堪こらえ、あたしは鼻をヒクヒクさせる。

　目の前の深皿に入っているのは白奈さんの力作だ。大量のスパイスを買い込み、全てをゼロから作ったという鶏とりもも肉のインドカレー。サラッとした明るい色のカレーソースに大きめの鶏肉がごろごろ浸つかっている。香りはぴりっと鮮烈で、その辺のカレーとは全く違うシャープな旋せん律りつを奏でていた。

「さあ真菰ちゃん、遠慮せずに食べてくれ！」

「うん……」

「あ、手で食べてもいいんだよ？　くふふ、本場インドでは手で食べるのが流儀なんだ。何なら裸で体中にカレーを浴びながら食べてもいい。泥レスならぬカレーレスリングさ！」

　……白奈さんのこの残念な台詞せりふを一体何度聞いた事だろう。

　四回だ。

　あたしは既すでにこのカレーを食べている。繰り返しこの時間内をループしているのだ。

　最初はほんとに期待した。見た目も香りも似ていたし──とうとう思い出のカレーと再会できたんだと気が逸はやり、ライスにかけるのも忘れてスプーンでひょいと口に放り込んだ。

　だが。

（う）

（これは……何というか）

（味が──？）

　白しろ奈なさんの作ったインドカレー、多彩なスパイスを炒いためて香ばしく仕上げているのは良いのだが、微妙に首を傾かしげたくなる味なのだ。決してまずい訳ではなく、むしろその辺の店の物より余程美お味いしい。それは確かなのだけれど──どう表現したらいいのだろう？　個性的というか尖とがっているというか……よく解わからない。色んなスパイスを使っているせいで具体的にどこがおかしいとは指摘し難がたいのだ。とにかく舌の上で響き合うオーケストラのような、あの思い出のカレーとは違う。食べる事が凄すごく好きそうな未み百ゆ合りさんも釈然としない顔をしているから、きっとあたしと同じ事を感じているのだろう。

　そして再び、あれが始まる。

（あ！）

　ドクンと強い動どう悸きと共に、あたしの世界は歪ゆがみ始めるのだ。

　目め眩まいと共に世界もくるくる回転する。腕の計測器の時間が巻き戻り始める。タイムリープが発動して、あたしの意識は重なり合う複数の世界を突き抜けて転移する。一体どこへ向かうのか？　勿もち論ろん、始まりの場所へ向かうのだ。

　つまりそれはタイムリープ開始前の時間座標であり、ループのスタート地点であり──




　──そして、あたしは戻ってきた。

　テーブルに突っ伏したくなるのを堪こらえ、あたしは鼻をヒクヒクさせる。目の前の深皿に入っているのは白奈さんの作ったインドカレーだ。

　それは今まさに作ったばかりの熱々ホヤホヤで、スパイシーな香ばしい湯気を立てている。

「さあ真ま菰こもちゃん、遠慮せずに食べてくれ！」

「うん……」

「あ、手で食べてもいいんだよ？　くふふ、本場インドでは手で食べるのが流儀なんだ。何なら裸で体中にカレーを浴びながら食べてもいい。泥レスならぬカレーレスリングさ！」

　……白奈さんのこの残念な台詞せりふを一体何度耳にした事だろう。

　思い返して数えれば、もう七回目だ。

　だんだんイヤになってきた。いい加減このループから抜け出したい。

　脱出する方法は簡単だ──このカレーを食べなければ良い。あたしのタイムリープは食べなければ発動しないのだから。

　でも。

　それをする事に躊躇ためらいがある。……また人を傷つけてしまうからだ。

『このカレーはもう未来で何度も食べた。だからもう要らない。ご馳ち走そう様さま！』

　いつものこの台詞せりふが何な故ぜか今は言えない。

　白しろ奈なさんを傷つけたくないのだ。

　だって……こんなに良い人に会ったのは初めてだから。

　言動は少し、いや、相当残念な人だと思うけれど、表面的な虚きよ飾しよくに惑わされずに行為のみを取り出して考えれば真価が解わかる。

　善意の人だ。

　それも物もの凄すごく一生懸命だ。

　一見楽しげだからそうは見えないが、見ず知らずの人を助ける為にこんなに骨を折ってくれる人が他にいるだろうか？　報ほう酬しゆうもなければ見返りもないのに形なり振ふり構わず全力で取り組む。そうそうできる事じゃない。この暑い中わざわざ料理しに来てくれて、その味が違うと解ればすぐさま他の材料を買いに出かけ、汗だくになって帰ってきて──

　第一、白奈さんはあたしの言う事を信じてくれたのだ。

　あたしは噓うそを吐ついてない。

　あたしは凄く嬉うれしかったのだ。

　そんな白奈さんが作ってくれたカレーを食べずに済ませる訳には絶対いかない！

　……まあ、実際は食べているのだけれど。

　いや、自分でも解ってはいる。記憶だけのタイムリープなんて話は、客観的に考えれば明らかに法ほ螺ら話ばなしだ。ソースはあたしの頭の中にある経験だけで、客観的証拠が一切存在しないのだから、どうしたって噓に聞こえてしまう。

　そう、白奈さんといつもやりあっている玄人くろとさんの反応の方がどう考えても正常なのだ。あたしが噓吐きのかまってちゃんで、大した理由もなく噓の為の噓を吐いているのだと。

　玄人さんはポーカーフェイスだが、内心煮えくり返っているに違いない。

　もっと厳しく糾きゆう弾だんしてきても良さそうなものだが……何な故ぜそうしないのか？　女だからといって容よう赦しやするタイプには見えないけれど。

　いや……ここまで来たら認めよう。あの人は性格的に大人なのだ。無愛想だが、バランスの取れた懐ふところの深い精神を持っている。それ故ゆえの振る舞いだろう。

　或いは玄人さんは遠慮しているのかもしれない。思えばその可能性はある。勿もち論ろんあたしにではなく、意見を違える白奈さんにだ。

　だってあの人、何故か白奈さんにだけは敬語を使っているし、何だかんだで顔を立ててやっているし……実は密ひそかに好きだったりするのだろうか？　え、まさかそうなのか？

　確かに白奈さんのルックスは抜群だ。性格も表層部分はともかく、本質は限りない人類愛に満ちている。あたしが男だったら絶対好きに──

　……いや、どうだろう。それは正直どうかな？

　一緒にいたら相当うるさそう。普通の人では神経が三日と持たない気がする。言い過ぎか？　否、あのノリがずっと続くと考えれば決して過言ではないだろう。だとしたらやはりあの心臓が鉄で出来ていそうな玄人くろとさん以外に相手はいないのではなかろうか。

　そんな事を考えながら現実逃避していると、

「真ま菰こもちゃん、早く早く！　冷めないうちに召し上がれ！」

　ホクホク顔の白しろ奈なさんに急せかされてしまった。

　ああ、食べないと。

　これで八回目。あたしが求めているカレーと違うって事は解っているのだが。

　でも、やっぱり……。




　　　　　　７




「さあ真菰ちゃん、遠慮せずに食べてくれ！」

「うん……」

「あ、手で食べてもいいんだよ？　くふふ、本場インドでは手で食べるのが流儀なんだ。何なら裸で体中にカレーを浴びながら食べてもいい。泥レスならぬカレーレスリングさ！」

　白奈と真菰がそんなやりとりをしてから既に数十秒経過。玄人達は固唾かたずを吞のんで状況を見守っていた──

　というのも例によって、真菰がスプーンを口に運ぶような格好のまま、ピタリと動きを止めてしまったからだ。瞬まばたき一つしない時間凍結。それは迫真の演技といってもいい。

（白奈がわざわざスパイスを買ってきて作った特製インドカレー）

（食うのか食わないのか……一体どっちなんだっ？）

　充満する緊迫感と、かぐわしい芳香。玄人の頰ほおを汗が伝い、未み百ゆ合りも血ち倉くらも拳を握って真菰を見つめていた。白奈だけが確信的な笑みを浮かべている。

　が、やがて真菰がとうとう限界を迎えたのだった。

「……うううぅっ！」

　魂たましいを絞しぼり出すような声をあげ、真菰はばたんとテーブルに突っ伏した。

「真菰ちゃん！」

「大丈夫っ？」

「ハアーッ……ハアーッ……ハアーッ！」

　座っていただけだというのに恐ろしく息を切らし、真菰は汗だくだ。やがて最後の力を振り絞るかのように手を伸ばして、

「……オレンジゼリー、現在十五時四分、こちらはレモンゼリー……。たった今タイムリープから帰還……」

　ガクッとして玄人は思う。何なんだこいつは、と。

（筋金入りだな。ていうか、もしかして──いや、まさかのまさかで、ひょっとしたらひょっとして、ほんとに本当だったりするんじゃねえだろうな……？）

　いや、そんな事は有り得ないと玄人くろとは首を横に振った。真ま菰こもは途切れ途切れに語る。

「これはあたしの思い出のカレーじゃなかったけど、美お味いしいカレーだったよ……。それは確かなんだけど……。ううう、今回は流石さすがに無茶し過ぎたみたい。ループした回数は今までの最多で、何と五十三回……。あ、五十四回だったかな……？　とにかくもう限界！　頭がぼうっとしちゃって、完全なタイムトラベル酔いだよ……」

　明日は二日酔いで学校行けないかも、と色んな意味で芯の通った女、真菰はいつものようにボイスメモの録音を終えると、ガクンと精根尽き果てるのだった。

「ち、ちょっと！　真菰さんっ？」と血ち倉くら。

「イヤァ！　真菰ちゃん、死なないでぇーっ！」と未み百ゆ合り。

「……別に死んじゃいないけど」

　テーブルに突っ伏したままボソリと呻うめく真菰。突っ込む元気があるなら命に別状はない。

　それよりも、と玄人は目の端でチラッと白奈を見る。──眉まゆ尻じりを下げ、無念そうに肩を落としていた。流石の白しろ奈なも落胆を隠せないらしく、やがてしょんぼり俯うつむいてしまう。

　とはいえ、それは当然だろう。客観的に見ても白奈は凄すごく頑張っていたからだ。スパイスを溢あふれんばかりに買い込み、炎天下を汗だくになりながら……しかしそれでもウキウキ、美味しい美味しいと喜んでもらうのを想像して、鼻歌交じりにここまで歩いてきたに違いない。真菰に食べてもらうのを心底楽しみにしていたのだ。

（クソッ！　真菰のヤツ、なんで食わねえんだよ）

（このカレー、白奈は悪あく戦せん苦く闘とうして作っていたが、相当いい線いってるぞ。香りなんか最高だ。これを嗅かいだだけで味が判別できるとしたら……真菰は俺と同等の嗅きゆう覚かくを持っているか、本物のカレー中毒者って事になる）

　いや、そんな事はこの際もうどっちでもいい、と思いつつ玄人は徐おもむろにカレーを食べ、むぐむぐ……旨うまい、と低い声で呟つぶやく。そして真菰の耳元へ顔をぬっと近づけるのだった。

「おい、真菰」

「ヒャッ！　何っ？　脅おどかさないでよ」

「お前が勝手に驚いただけだ。次は俺に挑戦させろ。せっかく白奈が調達してくれた材料を無駄にするのは、料理人として看過できねえ」

　今度は俺の番だ、と玄人は言う。

「こういうのは柄じゃねえんだが、まだるっこしいんだよ。うだうだしてるのはもうやめだ。この料理事件は俺がケリをつけてやる！」

　と、珍しくやる気を漲みなぎらせて宣言する。それより珍しい事が起きたのは直後だった。

　きゃーっ、と横から黄色い声があがり、

「本ほん間ま君が本気になったわ！　本気モードの本間君はやっぱり良い！」と血倉。

「ほんとねっ。最高！　クラクラしちゃう！」と未み百ゆ合り。

「……何それっ？」

　そんな妙みような反応するなよ、と玄人くろとは汗をかく。盛り上がった気分が早くも元に戻ってしまった。未百合と血ち倉くらは顔を赤らめてモジモジしている。

「まあいいや。とにかく後の事は俺が何とかする。この大量のスパイスを無駄にはしない。だから部長、そんなに落ち込まないでください。気を落とさないで」

「へ？」

　顔を上げた白しろ奈なは意外にもキョトンとしていた。その反応に玄人もキョトンだ。

「気を落とさないで……って、何を言ってるんだボス？　どうしてわたしが落ち込まなきゃならない？　わたしはただ真ま菰こもちゃんが今のタイムリープで大変な思いをしたらしいから、それを不ふ憫びんに思っていただけだよ。五十四回だっけ。可哀想になあ。わたしのカレーが正解じゃないと解わかっても、それだけの回数、時間跳躍を繰り返してくれたんだ。彼女の思い遣やりは心から嬉うれしいよ。本当にありがたい！」

　玄人は腰が抜けそうになった。

　事ここに至っても白奈の真菰を信じる気持ちには些いささかの揺らぎもないらしい。この城じよう之の内うち白奈という女、どこまで並外れたお人ひと好よしなのか？　お人好しを通り越して超残念。いや、それすら通り越して──凄すごい女である。

（いいさ。白奈が何を信じていようが、それはこいつの勝手だ。こいつはこいつ、俺は俺。好きにしてればいい）

（とはいえ、俺はそんな白奈本人の事は意外と信じていたり……。ふん、矛む盾じゆんしてるかな。だが残念極まりない事に、それが俺の本音だったりするんだ）

　何にせよ宣言してしまった以上、この料理事件を解決しない訳にはいかないだろう。

「お前ら、《振しん幅ぷく》という言葉を聞いた事があるか？」

　玄人は唐とう突とつに言った。

「ん……？　何だって、ボス？」

　白奈も聞き覚えがないらしく不思議そうに訊きき返す。当然他の者が知るよしも無く。

「もともとこれについて教えてくれたのは俺の……。いや、何でもねえ。それは今回の事件とは無関係だった。とにかく、全てを解決するキーになるのはこの振幅って概がい念ねんなんだ。その真しん髄ずいを理解した料理人はあらゆる食材を自在に操り、無限の新料理を創り出す事ができる！　と、一部では唱えている者もいる。解決できない料理事件は無い、ともな」

　お前らにその一端を見せてやるよ、と玄人は言う。

　他の者は完全に呆あつ気けに取られ──耳慣れない言葉を聞いたせいか、狐きつねにつままれたような表情だ。この我が道を行くハードボイルドな人は何を意味ありげにのたまっているんだろう、と真菰だけが微妙に口を尖とがらせている。

　とはいえ、その真ま菰こもは後にこう語る事になる。

　──玄人くろとがとった行動はおよそ自分の予想だにしないものだった、と。




　　　　～真菰～




　厨二病だとたまに言われる事がある。遺い憾かんながらその指摘は的外れだ。何な故ぜならあたしは中学に入る前……小学生時代から、少し変わった子だと言われ続けてきたからである。

　あの頃は結構苦労した。

　クラスの子によくからかわれ──陰口を言われる程度なら構わないのだが、直接行動に出られるとやはり困る。特に男子の中には遊び半分にちょっかいを出してくる者もいて……。それは真菰ちゃんが可愛いからだよ、と慰なぐさめてくれる女子もいたが、可愛いならそれなりの接し方をする筈はずだ。あたしの苦手な昆虫図鑑を見開きにして、ずんずん迫ってきたりはしない。

　で、その日の放課後も。

　昆虫図鑑で責め立てられ、あたしは鬱うつ々うつとしながら小学校から帰宅したのだった。

　と、我が家の軒のき先さきで──

　日陰に佇たたずんでいる不思議な人に遭遇する。それが運命の出会いだった。

　うちの一階は電器店だから、よく見知らぬ人が出入りしている。実は殆ほとんどが顔見知りなのだけれど、それは完全に初対面の人だった。

　女の人だ。顔立ちの整った美人だが、どこか謎めいたオーラを纏まとっている。凄すごく年上にも見えれば少女のような雰囲気でもある。

（私服姿だし、大学生だろうか）

　あたしが目を瞬しばたたいていると、

「ねえ、どうして泣いているの？」

　突然その人に優しく言われ、カッと頭に血が上った。──恥はずかしかったのだ。

「……関係ないっ！」

　袖そでで目元を拭ぬぐい、衝動的に悪態をついたあたしにその人はくすっと微笑ほほえんだ。とても不思議な種類の笑みだ。人差し指を立てて、出し抜けに変な事を言う。

「君、お腹が空すいているんだよね？　解わかってる。そういう時は気分が落ち込んでしまうよね。私が良い物を作ってあげるわ」

　一いつ瞬しゆんぽかんとした。何を言っているんだろうと思ったのだ。不思議な女性はここが我が家であるかのように悠々と二階へ進んでいく。

「ち、ちょっと……っ？　何なのあなたっ、警察呼ぶよっ？」

「防衛的にならないで。防衛とはイコール攻撃的な物の見方で、それは心の内側に恐れがある事を意味する。怯おびえずに心を開き、美お味いしい物を食べると幸せになれるわ」

　ほんとに何なんだろうこの人は……？

　理解不能な事を言いながら、その女性は台所で手て提さげ袋から料理道具を取り出し始める。いつも持ち歩いているのだろうか。強引というか変人というか、とにかく超マイペース人間なのは確かだ。後ろで罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ続けるあたしを気にも留めず、悠ゆう然ぜんと料理を続ける。

　カレーを作っているんだよ、とその人は言った。

「最近スパイスと生薬の共通点を研究していてね。生薬って解わかる？　漢方薬なんかで使われる天然の医薬原料の事よ。例えば、鬱う金こんはターメリック、クミンは馬うま芹ぜり、フェンネルは茴うい香きよう、クローブは丁字とも言い換えられる。医食同源という言葉があるように食べる事は人を癒いやす事にも繫つながる訳だね。要するに……ふふ、私が何を言いたいか解るでしょう？」

「全然っ！　何が何だか、ちんぷんかんぷん！」

　声を張り上げても、その人は静かに微笑ほほえむばかりだ。多分本当に少し変な人なんだろう。

　だが、出来上がったカレーの味は凄すさまじかったのだ。

「……っ」

　こ、これは一体。

　何たる味か！

　形容し難がたい前代未聞の味わい。今まで食べた事のあるカレーとはパラダイムが違っていた。圧倒的口こう福ふくっ！　本当は文句をつけてやる気まんまんだったのに声が出せない。あまりに美お味いしくて、つい頰ほお張ばり過ぎたからだ。そんなあたしを謎の女性はにこにこしながら見ている。

「どう？　美味しい？」

　澄んだ声で言う。

「どんなにへこんだ時でもね、ご飯を食べれば元気が湧わいてくるんだよ」

　沢たく山さん食べて、また頑張りなさい──。

　そんな風に優しく諭さとす女性と裏腹に、あたしは食べる事しかできず、はぐっはぐっはぐっはぐっはぐっ！　ひたすらカレーを貪むさぼるのだった。

　学校であった嫌いやな事は根こそぎ頭から吹っ飛び、周囲の風景はいつしかインドに早変わり。巨大なゾウが我が物顔で辺りを闊かつ歩ぽし、マハラジャが腹はら鼓つづみを打ち、ガネーシャが雲に乗って虚こ空くうを飛びまくる──

「……はっ？」

　気がつけば。

　あたしが居たのは自宅二階のリビングで。

　他には誰もいなかった。

　そう、あたしがカレーを食べ終わると同時に謎の女性は霞かすみの如ごとく姿を消していたのだ。

（……何だったんだ？）

（あの謎の女の人は本当に誰だったんだろう？）

　それ以後、あたしは何かにつけてその女性を捜した。両親もそんな人は知らないと言うのだ。

　誰に訊たずねても、どこを徘はい徊かいしても手がかりは摑つかめず、それどころか噓うそ吐つき呼ばわりされる始末。見知らぬ人が留守宅にあがってカレーを作ってくれるなんて有り得ないと──まあ冷静に考えればそうなのだけれど、あたしは断じて噓なんか吐いていないのだ。

　一体どこに消えたのだろう？

　もしかしたらもともと九く森もり町ちようの住民ではなかったのかもしれない。どこかに向かう途中でたまたま立ち寄っただけなのかもしれない。

　だとしても。

　また会いたい──。

　あたしはいつもそう思っている。

（会って、あの時言えなかったお礼を言いたい）

　そう、今のあたしは巧うまくカレーを食べる事ができないが、この状態を治してまたあの時みたいなあたしに戻りたいのだ。

　あの人の気持ちを受け入れる事ができた、素直な自分に。

　そしてあたしは元気でやっていると伝えたい。

　その為にも今は頑張らなければ！　玄人くろとさんの言う通りにしながら。

「いいか真ま菰こも、この数値を暗記しろ」

「了解っ！」

「ＣＨが四分の一から二分の一、ＧＩが二分の一から四分の一、ＭＵが二分の一、ＰＥが二分の一から四分の一、ＡＬが二分の一から四分の一……」

「えっと……ＣＨが二分の一から二分の一」

「や、初しよっ端ぱなから違ってんだろ。四分の一から二分の一だ。紙に書いて覚えればいい」

「ＣＨが四分の一から二分の一、ＧＩが二分の一から四分の一……」

　今あたしが何をやっているかと言うと、時間軸を股またに掛けたスパイス配合比率の調整──暗号を用いた最適化プロジェクトだ。リビングのテーブルでメッセージを暗記している。

　傍そばには玄人さん作成のインドカレーが入った深皿があり、異国的な良い香りを発していた。

　今回の作戦を発案したのはその玄人さんだ。

「なあ真菰、お前の意識だけが時間遡そ行こう……？　タイムリープしていると仮定してだな。それを活いかすちょっとしたアイデアがあるんだが」

　アイデア。

「いや、ちょっとした遊び心っていうか……暗号メッセージのやりとりだ。俺が俺だけに解わかる暗号を使えば、過去と未来を行き来した経験を蓄積させる事ができる」

「どういう意味？」

　訝いぶかしむあたしに玄人さんはこう言った。

「インドカレーの本質はスパイスの配合比率だ。インドでは各家庭の好みでスパイスを調合するって前に説明しただろ？　今回の場合は真ま菰こも、お前が一番美お味いしいと感じる比率に調整するのが一番いい。で、それを実現する方法は単純だ。何度も試せばいいんだよ」

「いや、だからいくら繰り返そうが、記憶を持ち越しできるのはあたしだけで……。過去に戻っても、玄人くろとさんはあたしの言葉を信じてくれないでしょ？」

「当然だ」

「……あなたねー……」

「や、だからこそ過去の俺に暗号メッセージを運んでもらいたいんだ。俺にしか解わからない暗号を見れば、俺はそれを書いたのが自分だと信じざるを得ない。自分自身に読心術を試みる筈はずだからだ。自分の行動から自分の真の心を読み取る……料理心理学における自己知覚理論だ。お前は未来の俺からのメッセージだと言い、過去の俺にこれを伝えろ」

　玄人さんは遊び半分のアイデアだと言ったけれど、あたしは藁わらにもすがる気持ちで、そのアルファベットと数字の組み合わせを覚える事にしたのである。

　先程暗記するのに必死になっていた、謎の呪じゆ文もんがそうだ。

　──ＣＨが四分の一から二分の一、ＧＩが二分の一から四分の一、ＭＵが二分の一……。

　正直あたしは紙に書きながらでも覚えるのに四苦八苦する代しろ物ものなのだが、玄人さんには一瞬で解るらしい。

　反省しよう。今まであたしは料理人を侮あなどっていた。まさかここまでの知力を備えた凄すさまじい存在だったなんて──。

「や、そんなぽうっとした目で見んなよ。調子が狂う。俺は別に暗記が得意な訳じゃない。生物学者が長ったらしい学名を苦も無く覚えているのと同様、料理人も専門分野の事には長たけてるってだけの話だ。実体がある物を略してるだけだよ」

　要は簡略化だ、と玄人さんは言い、チラシの裏にペンを走らせて暗号の内容を説明する。

「まずは最初のＣＨだが、これはチリペッパーを意味する。ＧＩはジンジャーで、ＭＵはマスタード、ＰＥはペッパー……。要はスパイスを英語読みした時の先頭二文字だな。カレーのスパイスには系統が大まかに四つあって、『辛み』『芳香』『ガラムマサラ』『着色』とカテゴリー分けされるんだが、この暗号も基本そのルールで分類して並べてある。だから俺にとっては、この並びがカレーのスパイスだと一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだよ」

　例えばＣＡ、ＣＬ、ＣＩ、ＢＡという塊かたまりで並んでいるのは、それが同一カテゴリーである『ガラムマサラ』作成の材料だから。上からカルダモン、クローブ、シナモン、ベイリーフの先頭文字だという。

　ちなみにガラムマサラとはインドの各家庭に伝わる複合香こう辛しん料りようの事だ。カレー粉と混同されがちだから間違うなよ、と玄人さんにニヤつかれてしまった。別にいいけど。

「二分の一とか四分の一とかの数字は、小さじ……つまり分量の変へん遷せんだ。どのスパイスの量をどのように変えたのか？　俺なら頭の中にスパイスの配列を作り、順番に確かめていく。数なら小さい数から、アルファベットなら若い文字から。そんな俺的ルールで作った独自のテーブルを一つずつ順に潰つぶしていけば、いずれはスパイスの理想比率に行き当たるだろう」

「な、成程っ！　大体解わかった！　何となくだけど、微妙に理解できた気がする！」

「簡単だろ」

「……」ちょっとムスッとしてみたり。

　ともあれ、このような経緯であたしは暗号メッセージを暗記し、玄人くろとさんの作ったインドカレーを食べた。口に入れるとタイムリープが発動し、未食の過去に帰還するのだが──

　あたしはその過去の時間軸で、何も知らない昔の玄人さんに例の暗号を伝えてみたのだ。

　するとどうだろう。流石さすがに自分で言っただけの事はある。

「おっ、おいおいおいおい……！」

　玄人さんは突然凄すごい表情でガバッと頭を抱えた。

「マジかよ!?　これは俺が独自に作ったスパイス用の料理暗号じゃねえか！　まさか本当に時間跳躍者だっていうのか？　黄き瀬せ真ま菰こもっ、お前はマジで未来の俺に会いやがったのかっ？」

「……え、えへへ……」

「クソッ！　こんなの俺は認めねえっ。断じて認めないが……うーむ、このスパイスの比率で駄目な場合、次の比率はこうなるな。ＣＨは二分の一のままで、ＧＩが四分の一からゼロで、ＭＵが──って、おい真菰。紙とペンを持ってきてこれを覚えろ。善後策として暗号を頭に叩たたき込んでおけ」

「う、うんっ！」

「まあ何だ。とりあえず俺は次の……新しい比率のカレーを作ってみる」

　そして玄人さんは台所に行き、スパイスの配合比率を変えたカレーを作るのだった。それをあたしは食べ、またしてもタイムリープが発動して過去に時間遡そ行こうし──

　と、こんな風にあたしは理想比率を求めて幾度も時間跳躍を繰り返した。食べては戻り、食べては戻り、でも着実にスパイスの比率変化の履歴は玄人さんの頭に蓄積していって、

　やがて。

「そうか。そういう事か……」

　と、未来の玄人さんからの暗号メッセージを聞いた玄人さんが静かに頷うなずいた。遂に探り当てたらしい。

「今日はここまでにしておこう。明日もう一度ここに集まって、改めて全員でカレーを食おうじゃねえか。そこで全ての謎を解明してやる。この料理事件はそれでお終しまいだ！」

　さっすがボスー、と白しろ奈なさんは軽やかに笑い、未み百ゆ合りさんと血ち倉くらさんは掌てのひらを合わせて飛び跳ねる。

　かくして全ての解決は翌日の日曜へ持ち越しとなった。




　　　　　　８




「こ、これが……」

　真ま菰こもは震える声で呟つぶやいた。小犬のように鼻をヒクヒクと蠢うごめかせ、玄人くろとの顔を見上げる。

「これがあの時のカレーなのっ？」

「ああ、それで絶対に間違いはない。さあ真菰、思いっきり食べろ。食べまくれ！」

　日曜正午を少し回って──再び黄き瀬せ家に集結した玄人、白しろ奈な、未み百ゆ合り、血ち倉くら、真菰。

　五人の視線はテーブル上のカレーに注がれていた。

　出来たてのそのカレーは一見、昨日の玄人が作った物と変わらないが、今日は最初からご飯にかけてある。白いライスの砂浜にカレーソースの黄色い波がとろとろと打ち寄せ、鶏とり肉にくの塊が漂着した流木のように浮かんでいた。エキゾチックな香りはツーンと刺激的で、空腹美少女達の鼻び腔こうを可愛らしく広げさせる。

　真菰の鼻のヒクヒクは次第に大きくなっていき、ヒクヒク、ヒクヒクヒクヒクッ。

「この香り……。もう──堪たまらないよっ！」

　そして。

　黄瀬真菰はもぎ取るようにスプーンを取ると、かあーっ──裂れつ帛ぱくの気合いと共にカレーを口に放り込んだのだった。

「……食べた！」「食べたわっ！」「真菰さん、カレー食べた！」

　はぐっはぐっ、はぐはぐはぐはぐはぐはぐ！

　白奈と未百合と血倉が呆ぼう然ぜんと見つめる中、真菰は一心不乱にカレーを口に運ぶ。勿もち論ろんタイムリープの気配など微み塵じんもなく、彼女はご飯粒を飛ばして叫んだ。

「これだよ、これ！　はぐっはぐっはぐっ、熱っ？　確かにこのカレーだよぉぉっ！」

（うむ、結局はそういう事だったんだ）

　玄人は静かに頷うなずいた。

（食うか食わないかは最終的に匂においで判別していたんだ。スパイスの香りを確かめていただけで、未来になんか行ってない）

（考えてみれば当然の結論だ。真菰はそれ程カレーに詳しい訳じゃない。正解はこの通りインドカレーだった訳だが、インドカレーだという絶対的な確信があれば色んな店に出没する必要はないからな。この配合比率のスパイスの香りだけが記憶に染み付いていたんだろう。匂いが過去の記憶を呼び起こす心理現象『プルースト効果』だ。ていうか、あれだよな。しょっちゅう鼻ヒクヒクしてたしな……）

　無論、色んな店で騒ぎを起こす狙ねらいもあったんだろうが、と玄人は思う。

「何だかよく解らないけど……。玄人君、わたし達も食べていいの？」

「おう、遠慮せずに食べろ」

　禁じられた事でもするように怖々スプーンを持つ未み百ゆ合り。はもっとそれを口に入れ、

「──きゅああっ!?」

　瞬間、釣つり上げたばかりの魚のようにピクンとその身を跳ねさせた。黒目がちの瞳を大きく見開き、それがやがてじわじわと潤うるみ出す。

「あ、ああぁ」スプーンを持つ手が小刻みに震えていた。「何て……何て凄すごい味なのっ！　美お味いしいぃ。これ、あまりにも美味し過ぎるわ！　ねえ玄人くろと君、わたし、泣いていい？」

「何で!?　……駄目だ」

「も、もぉ、玄人君の意地悪っ。せっかく嬉うれし泣きならぬ、美味し泣きをしたかったのに」

「や、美味しいなら笑ってくれよ」

　どうせなら笑顔が見たいじゃないか。すると未百合は涙目から一転、それもそうね、と呟つぶやいてうっとりと目を細め、大輪の花のように表情を輝かせるのだった。

「ねっ。わたしは玄人君の言う事なら何でもきく女の子よ。ちゃんと解わかってくれてるといいんだけど。それはそうとしてこのカレー、とにかく凄いわ！　どう表現したらいいんだろう。複雑にして鮮烈、それでいてまろやかな味。まるで万華鏡よ！　ぴりっとした刺激が色んな方向から攻めてくるんだけど、それが最終的にはふんわり溶け合うの。嚥えん下げした時は柔らかく一つになっている。お肉もたっぷり！　プルプルしてて凄くジューシィだし、最高だわっ！」

「た、確かに……。しかしボス、これはどういう事なんだ？」

　未百合と同様にカレーを食べた白しろ奈なが訝いぶかしげな顔をする。

「ベースは昨日わたしが作ったカレーに似ている……。なのにどうだ。全体としてはまるで違う！　総合的な味の完成度が別物だ。一体どんな魔法を使えばこんな事が──？」

「ていうか、部長。そこまで大げさに目を剝むいて驚かんでも。単に何度も繰り返して、ベストの比率を探り当てただけですよ」

　昨日、試行錯誤した成果である。

　玄人は真菰のタイムリープごっこに暗号メッセージのやりとりという形で付き合い、この比率を探り当てたのだった。

「だが、比率だけでこんなに変わるものか？」白奈が訝しげに言う。

　すると玄人はニヤッと笑んで答えた。

　振しん幅ぷく、と。

「その概がい念ねんを念頭に置いて、何度も繰り返しましたからね。闇やみ雲くもにやってもこの味にはならないでしょう。言うなれば、これは振幅の大きいカレーソースなんですが」

　不意に血ち倉くらがバッと挙手した。

「それ、昨日も言っていたわよね本ほん間ま君。わたし、家に帰ってから調べたのだけれど、意味が解らなかったのよ。一体どういう概念なの？」

「プロのテイスターが使う専門用語だから、一般的には知られちゃいないだろう。手っ取り早く説明すると、調和の度合いだ。人間が感じる味は大まかに五種類──甘味、塩味、苦味、酸味、旨うま味み。その五つを組み合わせるバランスで味というのは成り立っているんだが」

　玄人くろとは言う。

「多くの構成要素を用いて料理する場合、それが調和しているかどうかが、最終的な味の評価を大きく左右する。刺激的な味を作るのは難しくねえが、調和を作り出すのは簡単じゃないんだよ。そして要素が増えれば増える程、調和の難度は高くなる。料理心理学でいうゲシュタルト──多くの要素を一つのまとまりとしてバランス良く調和させる事が即すなわち、完成度なんだ。プロのテイスターはその味を振しん幅ぷくが高いと表現するんだよ」

「え、えっと……つまり？」

「つまりだな。インドカレーの本質はスパイスを混ぜ合わせる事だって言ったろ？　だが単に沢たく山さんのスパイスを使えば成し遂げられるかって言ったらそういうもんでもねえ。多くの要素を扱いつつ、調和するようにバランスを整える。甘味、塩味、苦味、酸味、旨味という五つの視座に立ち、振幅の高い調和のハーモニーを奏でるよう、配合比率を探っていくのが肝要って事だ。……それもこれも部長が大量にスパイスを買い込んできたからこそ、試す気になった訳ですがね」

　白しろ奈なは意表を突かれたように瞬まばたきした。

「ボス……」

「ふん、ありがとさんでした」

　そう──これが玄人の探り当てた理想比率。

　昨日真ま菰こものタイムリープごっこに付き合ってやったのはこれを探るためだ。らしくもない小芝居をしながら。

　チリペッパー、ジンジャー、マスタード、ペッパー、オールスパイス、コリアンダー、クミン、フェンネル、スターアニス、カルダモン、クローブ、シナモン、ベイリーフ。

　その他諸々のスパイスを混ぜ合わせてカレーソースを作る。真菰に違うと言われたら比率を変えてまた作り、それを繰り返す事で好みのカレーソースを突き止める。

　玄人がやったのは基本的にそういったシンプルな事である。

　暗号メッセージを暗記させたのは真菰をその気にさせる為の方便だった。何度も試さなければならない以上、ある程度は協力の姿勢が必要だったからだ。

「結局、真菰さんはどうしてタイムリープなんて噓うそを吐ついていたのかしら……」

　血ち倉くらがボソッと呟つぶやいた。

　直後失言だと気づいたのだろう、ハッと口を押さえ、ごめんなさいっと真菰を気遣う。

　だが聞こえてしまったらしい。真菰はカレーを口いっぱいに頰ほお張ばったまま、ジロッと血倉を見た。ここでまた一戦始まってしまうのか？

　否、それを玄人くろとが手で制した。

「真ま菰こもは噓うそを吐ついちゃいない」

「……エッ？」

　ここにきて更に意外な台詞せりふだった。

「噓吐きはもう一人の真菰の方だ。ここにいる真菰はそいつの言う事を真に受けていただけでだな。別に噓を吐いてた訳じゃねえんだよ。正直で良いヤツだ」

「も、もう一人の真菰さん？」

「一体何を言っているの？」

　玄人の発言内容に全員ポカーン。当の真菰までもが啞あ然ぜんとしている。

　この男、普段はあれ程リアリストなのに突然何を言うのだろう？　まさかカレーの食べ過ぎで頭が……否、そんなナイーブな奴やつではない。玄人は確信ありげに語る。

「イマジナリーフレンドって言葉がある。それは自分であって自分じゃない、所謂いわゆる、想像上の友達というもので──要はエア友達なんだが、実は欧米じゃあ割とメジャーな概がい念ねんで、結構な割合の子供がこれを見るんだよ。で、成長するとその事自体を忘れちまうんだが」

　これは料理心理学ではなく、主に発達心理学で扱われる用語である。

「そのイマジナリーフレンドって概念を踏まえて考えれば事は簡単だ。なあ真菰、お前は手首のメカで、よく誰か宛てにボイスメモを録ってたけどよ。あー、何だっけ……オレンジゼリーだったか？　あれは妄もう想そうのごっこ遊びじゃねえ。頭の中のもう一人のお前に送るメッセージだったんだ。そうだよな？」

　全員呆ぼう然ぜん。

　語りの内容があまりに意外過ぎたのか、あの白しろ奈なが茶化す余裕もなく、

「な、何とまあ……！　そうだったのか、真菰ちゃん？」

　戦々恐々とした様子で訊きくが、真菰は絶句したままで何も答えられない。

（そう、噓は全て真菰のイマジナリーフレンドが言った事だ）

（だから真菰は噓吐きじゃない──）

（って……んな訳ねえだろ！）

　心の中でノリツッコミする玄人。とても器用だ。

（こんなのは今でっちあげた口八丁。もっともらしく聞こえる適当なエクスキューズだ。だがそんな風にでも言っておくしかないだろ。この場を無難に収めるためには……）

　玄人はこめかみに手を当てる。白奈も未み百ゆ合りも血ち倉くらもこぞって今の言葉を信じてしまった風なのだ。

「真菰ちゃんは噓吐きじゃなかったのね！」

「わたし、信じてたわ！」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる彼女達。何な故ぜこんな荒こう唐とう無む稽けいな話を真に受けるのか？　それは勿論、心の優しい人揃ぞろいだからで、結果的にその方が良いと薄々解わかっているからだ。

　或いは騙だまされたふりをしてあげているのか……その真偽は窺うかがい知れない。

（ちっ、こうやって真ま菰こもに逃げ道を与えてやるのは料理人としてのサービスだからな）

（俺達は真菰を追い詰めたり、傷つけたりしたい訳じゃない。せっかく美お味いしい物を作ったんだ。料理は食べた人を幸せにする為の物であって、それ以上でも以下でもねえ。こんなところで得意げに噓うそを暴けば、カレーがまずくなるだけだ）

　仏ぶつ頂ちよう面づらで腕組みしながらそんな事を考えている玄人くろと──何だかんだで性格が良い。これが美少女ならツンデレ呼ばわりされている。

「それより真菰、お前の会いたかった人に会わせてやるよ」

「え？」真菰は目を瞠みはった。「何の話？」

「三年前、小学生時分のお前にカレーを食わせた謎の人だよ。お前、ほんとはそいつに会うのが目的だったんだろ？　だから色々と巷ちまたを騒がせていたんだろうが、もう七しち面めん倒どう臭くさい事をする必要はねえ……。いや、つべこべ言わなくていい。当事者から聞いたんだ。こっちには全部解ってる。料理のアフターサービスって事で特別に対面させてやるよ」

（そう、根本的な解決は噓を暴く事じゃなく、こっちだからな──）

　先生、来てください！　と玄人は携帯で合図をする。

　やがて二階のリビングに姿を現した人物を見て、真菰は度肝を抜かれたらしい。座った格好のままで椅い子すから飛び上がった。

「久しぶり」

　その人物はさらりと言った。

「元気でやっていたみたいだね。良かったわ」

　真菰は目を見開いて口をぱくぱく。捜していた人物にようやく巡り会えたのだ。

　謎めいた微笑を浮かべているのは都会的なスーツを颯さつ爽そうと着こなした女だ。優しく穏やかな目をした美人で、若干ウェーブした髪がどこか捉とらえどころの無い雰囲気によく合っている。

　年齢不肖だ。十代後半にも、二十代前半にも、或いは三十代にも見える。

「な、何で……？」

　玄人を振り返り、真菰はようやくそれだけ言う。

「古い知り合いでな。この人は霧きりヶが窪くぼ純じゆん。普段はＮＹで官能分析の研究をしている。そして俺に料理心理学を教えてくれた先生でもあるんだ」

「霧ヶ窪……？　ＮＹで、官能……？」

　目を白黒させている真菰に、その女──霧ヶ窪は柔らかく笑んで言う。

「官能っていうのは人間の備えた感覚の事よ。味覚、視覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、触覚。つまり精神物理学で扱われるインターフェイス全般だよね。食べ物と感覚についてが私の研究テーマなんだけれど、その辺のしがらみで学会に招待されたものだから、久しぶりに来日したのよ。そうしたら、びっくり。昔の教え子から連絡が来るじゃない？　とても嬉うれしいサプライズだったわ」

「……」

　玄人くろとはボリボリ頭を搔かいて言った。

「昨日、カレースパイスの理想比率を散々探ったせいで、魔が差したっていうか……。官能分析、味覚、振しん幅ぷく、その他もろもろを教えてくれた先生に確認の電話をしてみたんだ。そしたらどうだ。あれよあれよと言う間にオフィスから携帯に転送されて、何と、今日本に滞在中だって言うじゃねえか。俺ともあろう者が床に尻しり餅もちついちまったよ」

　玄人が電話で事情を話すと、霧きりヶが窪くぼ純じゆんは喜んで黄き瀬せ家に同行すると申し出た。

　合流した霧ヶ窪は真ま菰こもがカレーを食べ終わるまで外で待っていると提案し──生来の演出好きなのだ。こうして今の結果に繫つながったのである。

「まさか、玄人さんの先生だったなんて……。そうだったんだあ！」

　運命の悪戯いたずらってあるんだね、これってホントに奇跡だよ！　と真菰は心底感動したように言う。勇気を振り絞るように深呼吸し、霧ヶ窪へ走った。

　二人は間近で目を合わせる。

　真菰は瞳を潤うるませて、

「ありがとうっ！」

　と、しっかり言った。

「あの時は美お味いしい物を食べさせてくれて、本当にどうもありがとうっ！」

　霧ヶ窪は微笑ほほえむと真菰を静かに抱き締めた。彼女の背中を優しく叩たたき、

「どういたしまして」

「……ぐっ……ひぐっ……」

　緊張の糸が解けたのか、やがて肩を震わせる真菰──後に彼女はこう語る。

　──最初は軽い噓うそを吐ついただけだった。誰も自分の言う事を信じてくれないから、ちょっとした腹いせに。その結果は順当だ。噓吐きと言われ、それに抗する為にまた噓を吐き、ネガティブなスパイラルになる。いつしかそれが癖くせになってしまい、噓の上に重ねた噓を自分でも真実だと思い込むようになって、本当にカレーが食べられなくなってしまったのだ、と。

　そう、全ては罪悪感混じりの思い込みによる物だったのだ──

　タイムリープ云うん々ぬんはあくまでも真菰の主観内での出来事であり、つまりは妄もう想そう。ここまでの大ごとになったのは真菰が執しつ拗ように行動を繰り返したからである。度を超した執着、要は強迫観念となっていたのだ。

　霧ヶ窪曰いわく──行動を繰り返せば根幹にある動機は強められる。心理学の基礎知識だ。タイムリープというのは同じ行為をぐるぐる繰り返し、どこにも行けないという事だから、真菰の心的状態をある意味比ひ喩ゆ的てきに表していたのかもしれない、と。

　やがて真菰は泣き止やんで笑った。

「……玄人くろとさんも皆さんも今日は本当にありがとう。凄すごいカレーを食べさせてもらって、おまけに会いたかった人にも会えて……あたし、今最高に嬉うれしいよ。最高に幸せだよっ！」

　ほんとにほんとに、ありがとうございました！

　そう言って真ま菰こもは深々とお辞儀するのだった。

「くふふ、万事解決だね。これで何も問題はない！」白しろ奈ながこくんと頷うなずく。

「今後はどんなカレーでも美お味いしく食べられるでしょうね」感かん慨がい深ぶかい口調の血ち倉くら。

「良かったわ。ほんとに良かったぁ……」何な故ぜか涙ぐんでいる未み百ゆ合り。

　これ以後、黄き瀬せ真菰が噓うそを吐つく事は二度となかった──

　……という事はなく、人間だからたまには噓を吐く事もあるだろう──しかし、それを拗こじらせて思い悩む事だけは確かになくなって、かくして事件は解決したのだ。

（そう、この料理事件は解決した）

（文句無しだ。奇跡の巡り会い付きの円満解決。……表面的にはな）

　玄人は和わ気き藹あい々あいとはしゃぐ皆を傍はた目めに、チラリと霧きりヶが窪くぼを見る。彼女はいつもの不思議な微笑を浮かべており、内面は濃のう霧むに包まれているように窺うかがい知れない。

（先生は決して悪い人じゃねえ。俺の恩人だし、優しい人ではあるんだが）

（微妙に天然なんだよな……。心理学者だから仕方ないのかもしれねえが、なまじ人の心を読めるからだろう。どうも意図せず、操作する癖くせがある。今回の件もどこからどこまでが計算だったのか）

　霧ヶ窪は、この解決シーンにもっていくところまでを計算していたという。

　学会で来日した霧ヶ窪は、ふとした事からカレー屋で騒ぎを起こす少女の噂うわさを耳にし、玄人なら解決できるだろうと考えた。二人が洋食店カシミアで遭遇するよう、多忙を縫ぬってさりげなく誘導していたのだ……。

（真菰の奴やつも言ってたしな。郵便受けに洋食店カシミアの割引券が入ってたってよ）

　玄人は真菰の発言を思い出す。

　──今日この店に来たのは割引券が家の郵便受けに入っていたからだよ。うちは割引券が配られる地区じゃなかったけど、何故か入ってたの。

（あの時点で気づいていれば……って、いくら俺でもそりゃ無理だ。だが気になる事がある。わざわざ俺に解決させた理由は何だ？）

（また渡米前の、あの話を蒸し返すつもりじゃあ──）

（いや……そもそも三年前のあの時、先生が呆あつ気けなく引き下がったのが今思えば妙なんだ。あの時、俺はまだ中坊だったから先生も無理だと踏んでたのかもしれねえ。だから時限爆ばく弾だん式しきに再び接触する機会のタネを仕込んだ。真菰の件はそんな風に撒まき散らした布石の一つで──）

（って、おいおい）

　玄人は息を吐はいた。

　深読みし過ぎだろう。いくら俺の先生でもそこまで先を想定するのは不可能だ、と玄人くろとが自らに突っ込みを入れた時、不意に霧きりヶが窪くぼが口を開いた。

「それにしても相変わらずだね、玄人は。抜群の腕とセンスをしている。素直に凄すごいわ」

「あ、そうすか？　先生に褒ほめられると何かこそばゆいな……」

「やはり欲しい」

　霧ヶ窪は迷いの無い口調でこう言った。

　玄人、ＮＹに来て。

「悪いようにしないわ。貴方あなたはもっと然しかるべきところで大きく羽ばたく人間よ。それだけの素質と度量がある。私と一緒にＮＹに行きましょう」

（ほうら、やっぱり──）
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　長かった一日。西の空に日が沈み、辺りに夜の帳とばりが下りる。明日の月曜に備え、九く森もり町ちようが微妙にメランコリックな眠りにつく頃──

　しかし、そんな空気を読まずに小こ競ぜり合いをしている男女がいた。電気街の外れ、取り壊し寸前の廃ビルの屋上で、ぎゃあぎゃあ騒いでいる。

「ったく、何考えてんですかっ？　あの人は俺の先生なんですよ？　その辺の料理人が束になっても敵かなわない、卓越した味覚を持っていてですね」

「そんなの問題じゃないんだよ、ボス。大事なのはもっと別の事さ。大体わたしだって食通、城じよう之の内うち正しよう太た郎ろうの曾そう孫そんだぞ？　味覚ならご先祖様のエンブレム付きだ！」

　やりあっているのは本ほん間ま玄人と城之内白しろ奈なだった。

　最初は路上で口論していたのだが──一見モデル風の、しかし何な故ぜか白衣を着た美少女と、妙に動じない無愛想男子が一歩も譲らない様子は誰がどう見ても興味深い。

　痴ち話わ喧げん嘩か？　変人対決？　と、見物されているのに気づいた玄人が場所の変更を促うながすと、白奈は玄人を引っ張ってズカズカとこんな所へ。……そして今の今まで言い争っているのである。

　発ほつ端たんは霧ヶ窪純じゆんの、例の誘いだった。

「玄人、私と一緒にＮＹへ来て。お願い」

　突然のその勧誘に全員騒然。

　霧ヶ窪曰いわく、今回の来日は学会の出席の他に玄人のスカウトも兼ねていた。研究が忙しくなり、テイスターとしての活動も多た岐きにわたり、支えてくれる有能な助手が必要なのだという。

「あ、あああ……」

　未み百ゆ合りの顔色は離婚を告げられた妻のように真っ青だ。血ち倉くらは吸血鬼も顔負けの凄い目つきで霧ヶ窪を睨にらみ付け、真ま菰こもは何が何だか解わからないという風に狼ろう狽ばいしている。

　しかし白しろ奈なだけが沈着冷静だった。というより、むしろ脳天気な口調で、

「くふふ、ＮＹってねえ。先生だか師し匠しようだか知らないが、いくら何でも突然過ぎるだろう。ボスにだって都合がある。現実問題、彼の英語の成績は思わしくなく……。あ、夏休みは補習もあるんじゃなかったか？　ＮＹに行く気なんかサラサラないだろう？」

「英語くらい、死ぬ気で覚えれば何とかなる」

「……ボス？」

「恩師にここまで言われたんだ。俺はこれでも義理堅い男だぞ」

「う、うむ？　義理堅いのは知っているが……」

　意外にも霧きりヶが窪くぼの誘いを断ろうとしない玄人くろとに白奈は眉まゆを寄せてたじろぐ。こうなるのが解わかっていたという風に未み百ゆ合りが首を横に振った。いきなり猛もう然ぜんとダッシュする。

「ダメよっ！　行かないで、玄人君！」

　既すでに半泣きなのは、玄人と霧ヶ窪の関係を知っている幼おさな馴な染じみならではの反応だ。必死に抱きつこうと両手を伸ばすが、しかし、あまりに気持ちが先走り過ぎたのだろう。ツルッと足を滑すべらせて前のめりにバランスを崩す。

「キャアアアッ？」

「……おごぉ！」

　玄人の下腹部に顔面から突っ込む未百合だった。

　鬼気迫る体勢──そして玄人はそれ以上に鬼気迫る表情だが、未百合は両足にしがみついて離さない。まさに執念の成せる業だ。一方の玄人は言語を絶する痛みで動けないが、そこに後ろから血ち倉くらも抱きついてきて、

「本ほん間ま君……っ！」

　胸に手を回して華きや奢しやな体を密着させる。

「冗談でしょう？　外国になんか行ったりしないわよね……？」

「血倉、俺が冗談言うタイプに見えるか？」

「たまに言ってるじゃない……！」

　玄人の胸に爪を立てる血倉。その体は微かすかに震え──彼女もまた切せつ羽ぱ詰つまっている。

　だが何な故ぜこんな展開に？　美お味いしいカレーを作って真ま菰こもを救い、見事に料理事件を解決したハッピーエンドから急転直下だ。霧ヶ窪は静かな迫力を湛たたえて笑んでいる。

「くふ。くふふふ」

　不意に白奈が笑った。

「面おも白しろい！　実に面白いよこのやり口！　行き当たりばったりのようでいて、意外とそうでもないようで……わたしの直感は非常に巧妙だと告げている。ねえ霧ヶ窪さん。貴女あなた、実は狙ねらっていたんじゃないのか？」

「ウフフフ。もし、そうだとしたら？」

「だとしたら、わたしがこれから言わんとする事も解わかる筈はずだ」

「解るわよ、城じよう之の内うち家のお嬢さん。あなたは今からこんな風に言う……」人差し指を立てて、

　勝負を申し込みたい！

　と、言ったタイミングは二人同時だった。うぐっ？　と僅わずかに狼狽うろたえる白しろ奈な。思考は完全に読まれていたらしい──。が、そこで萎縮する程、物分かりの良い女ではないのだった。

「……今、城之内家のお嬢さんって言ったけど」白奈はぎこちなく髪を搔かき上げ、「わたしの事を知ってるのかい？」

「どうかしら」

　霧きりヶが窪くぼはさりげなく話を逸そらした。

「ねえ、そんな事より勝負を申し込むんでしょう？　どんな内容なのか教えて頂ちよう戴だい」

「状況が状況だから内容は決まっているさ。……勝負はカレーだっ！　ボスのこのカレーは師し匠しようである貴女あなたの教えを基もとに作った物らしい。ならばわたしはこれを超える味のカレーを作ってみせようじゃないか！　それができたらボスを連れていくのは諦あきらめてくれ。彼は料理事件部のメンバーで、わたしの大事な相棒なんだ。連れてはいかせないっ！」

　と、口角泡を飛ばさんばかりの勢いで宣言するのだった。それに対して霧ヶ窪は、

「いいわよ」

　意外にあっさりしたものである。

「私は料理人というよりは心理学者であり、官能分析者であり、味覚鑑かん定てい人にんでありたいと思っているからね。実のところ忙しくて最近はろくに包丁も握れていないし……料理の腕は玄人くろとの方がずっと上だわ。オールライト、良いでしょう。玄人の作ったこのカレーより美お味いしい物を作れたら、それは即すなわち私に勝てるという事よ。今回はおとなしく引っ込みましょう」

「よし！　約束だぞっ」

「勝負成立ね」

　と、とんとん拍子に……さながら最初からシナリオがあったかのようにお膳ぜん立だてが整っていき、突然のカレー勝負が行われる事になったのだ。

　場所は風かぜ乃の森もり学園第一調理室、決行は二日後──霧ヶ窪が日本に滞在している期間がその翌日までなのである。

　とはいえ、玄人は勝負の取り消しを白奈に要求し──自分の師匠に勝てる筈がないと踏んでいるのだ──それが気にくわない白奈は白奈で強情に突っぱね続けている。

「絶対勝負はする！　わたしは決めたんだっ！」

「ああもう、墓穴を掘るってのはまさしく部長の事を言うんですよ。そもそもこんなの、しなくてもいい勝負じゃないですか。まんまと先生の思惑通りに動かされて！」

「口から飛び出しちゃったものは仕方ないだろうっ？　今回の料理事件、あまりにも君の独どく壇だん場じようだったから、わたしも見せ場が欲しくなったんだ。ていうか、今更引っ込みつかないし！」

　とまあ、そんな訳で二人は長らく無益な口論を重ねていたのである。

「……そもそもだね」

　ハアハアと息を切らして白しろ奈なは言う。

「あの女と君の間に何があった？　あの霧きりヶが窪くぼというのはどういう人なんだ？」

「だから先生が自分で言ってたでしょうが。心理学者であり、テイスターだって」

「……」

　夜の屋上に沈黙が落ちる。口を閉ざし、少し恨みがましげな瞳でこちらを見ている白奈に、玄人くろとはクソッと呻うめいて頭を搔かいた。こういうのをスルーするのは性しように合わない。

「……今から数年前、九く森もり町ちようで大規模な料理事件がありましてね。俺はそれに巻き込まれたんですよ。広域組織絡みっていうか……本ほん間ま組って聞いた事ないですか？」

「何？」ギョッと目を瞠みはる白奈。「それって──」

「大人の事情で詳しくは話せませんが、俺が一人暮らししてるのもその関係です。だから当時は微妙に荒れてたんですが、そんな時っすね。霧ヶ窪先生と出会ったのは」

　前触れもなく突然訪ねてきた。そして俺を助けてくれたのだ、と玄人は言う。

「何でも俺の親父の幼おさな馴な染じみだそうで、当時は九森大学の心理学研究室で助手をしていたらしい。ヘッドハンティングされて、今じゃかなりの大物になっちまいましたが──穏やかで優しい人ですよ。俺の知識の大半はあの人が教えてくれたもので……微妙に操作主義的なところはありますが、天然です。とにかく俺にとっては恩人なんですよ。先生が困ってるなら俺は力になりたいし、助けてやりたいと思ってる」

「……そうか」

　成程な、と白奈は息を吐はいて言う。

「そういう事なら得心だ。要は更生させてくれた訳だな。ていうか、んん？　当時大学の助手って事は──あの人は一体何歳なんだ？」

「さあ。面と向かって訊きいた事はないですが。なかなか訊けないでしょ、女の人に」

「それもそうだな」白奈はにこっと笑って、「とはいえ、あれだね。君の資質の一端──どんな事にも動じない精神力と、それでいて義理堅い理由が解った気がする。うむ、前々からその喋しやべり口調、ハードボイルドというよりは任にん俠きようっぽいと思ってたんだ」

「は？」

　何か勘違いしてんじゃねえのかこいつ、と玄人は思う。いつも敬語で喋ってるだろ、と。

「さておき」白奈は真剣な顔になった。「正直なところを訊かせてくれないか？　勿論、義理堅いのは良い事だと思うし、それは君の素敵な美点だ。でもね、わたしは君がどうしたいのかを聞きたい。他ならぬ君自身の意思というやつさ。なあボス、君は本当にＮＹに行きたいのかい？　それとも──」

「行きたい訳ないっしょ」

　と、玄人くろとは言下に答えた。

「……そ、そんなあっさり」

　白しろ奈なは目をぱちくり。気まずそうに頰ほおに手を当てて、「や、ここはもっと溜ために溜めて、盛り上げてから答えるシーンではなかろうか……」

「あ？　ベタなＴＶドラマじゃあるまいし、馬ば鹿か言ってんじゃないですよ部長。俺はあくまでも先生を助けたいだけで、外国に行きたい訳じゃありません。未み百ゆ合りを残して行く訳にはいかないし、血ち倉くらだって……。いや、何を言ってるんだ俺は。とにかく、俺はこの町が好きなのっ。理由はそれだけあれば充分でしょう」

　らしくない事を色々言ってしまい、眉み間けんに皺しわを寄せている玄人と、若干キョトンとしている白奈。二人はしばらく無言で顔を見合わせ──

「ぷっ！」

　と、同時に吹き出したのだった。

「くぷぷ、くーっぷぷぷぷっ！」

　変わった笑い方をしている白奈。器用な人だ。

「面おも白しろい──。ああ、面白い！　やはり君とやりあうのは楽しいな。この楽しい時間を終わりにする訳には絶対いかないぞ。ＮＹ行きなんて断じて許さない。カレー勝負は必ず勝ってみせるよ！　もっとも、勝つ方法は現状見当もつかない訳だが……とにかく何とかするさ。確信をもって、わたしはそれを断言しよう！」

「はあああ？　何ですかそりゃあ」

　論理性を欠く盛り上がりに眉まゆを顰ひそめる玄人と、更にメラメラ燃え上がっていく白奈──背後で不可視のプロミネンスが高々と吹き上がる。何はともあれ、意欲だけは満々だ。こうなってしまった以上、白奈に全てを預けるしかなさそうである。

「わたしはやると言ったら必ずやる女だ。ボス、後の事は任せてくれ！」

「や、その言い方だと何か俺がお払い箱みたいな……」

　でも程々に信じてますよ、と玄人はさりげなく言う。そして二人はニヤッと笑み、拳こぶしと拳を付き合わせるのだった。
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　城じよう之の内うち白奈と霧きりヶが窪くぼ純じゆんの手合わせ。それは後にカレーケミストリーと呼ばれる世紀の一戦であり（もっとも、そう呼んでいるのは白奈だけだが）──世にも奇想天外な、それでいて論理的発想にのっとった料理の披ひ露ろうに繫つながるのだが、流石さすがの白奈も今回ばかりはいつものように飄ひよう々ひようと勝負に挑む訳にはいかなかった。

　翌日月曜、彼女は学校を休み──案じた玄人が電話をかけると、試作中だから邪じや魔ましないでくれええええええと相当やばい調子で喚わめき立てた──また、その翌日も登校しないという異例の事態。対決は今日の放課後だというのにまさかまさか？

　──そう、怖いもの知らずの城じよう之の内うち白しろ奈なも今回ばかりは相手が悪い。プレッシャーで体調を崩してしまったのでは……？

　と、まことしやかに今回の事を知る一部の者は囁ささやいたが、しかし、そこは自称・嵐を呼ぶヒロイン城之内白奈。やがて終業のチャイムが鳴り響く頃、彼女はヨロヨロと足を引き摺ずり、満身創そう痍いの体で登校してきたのだ。

「く、くふふふ……」

　目だけを妖しくギラつかせ、ばかでかい保温鍋なべを背負っている。纏まとった白衣はボロボロで、まるで大型トラックにでも轢ひかれた後のようだ。一体どれ程の努力をすればこんな風に……？
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　否、実際はテンパりすぎて転んだり、階段から落ちたりしたのが理由なのだが──

　ともあれ。

　時刻は夜八時。

　止める者も邪魔する者もいない、夜の風かぜ乃の森もり学園第一調理室で。

「目に物見せてやろう！　霧きりヶが窪くぼ純じゆんさん、いざ尋じん常じように勝負だっ！」

「望むところよ」

　城之内白奈ＶＳ霧ヶ窪純の対決の火ひ蓋ぶたがここに切って落とされたのである！

「ウフフフ、とても楽しみ。早く食べさせて頂ちよう戴だい」

　調理台と食事用のテーブルを兼ねる長い卓につき、霧きりヶが窪くぼ純じゆんは涼すずやかに笑んでいる。

　彼女の対面に座っているのは立会人である葉は月づき未み百ゆ合りと血ち倉くら知ち里さとだ。両者共に顔は青ざめ、体は微かすかに震えているけれど、それでも白しろ奈なが勝ってくれると思っているらしく、燐りん光こうじみた期待の色が瞳の奥で煌きらめいていた。

　彼女達と白奈と玄人くろと以外ここには誰もおらず──そう、静まり返った夜の調理室は緊迫の勝負をするには打ってつけなのだ。

「えーと、皿はどこだどこだー？」

「って、部長。手つきが恐ろしく危なっかしいな。丸二日寝てないんでしょう？　盛りつけくらい俺が手伝いますよ」

（ったく、こんなにフラフラになって……。白奈の奴、どんなカレーを作りやがったんだ？）

　皿を片手に、玄人が恐る恐るカレーの入った巨大鍋なべの蓋ふたをぱかりと開けると──

「な……っ！」

　思わず瞠どう目もく。

「なんじゃこりゃあああああ!?」

「ほっ！　これがわたしの閃ひらめいた究極カレー！　理想比率の──『寝かせたカレー』さ！」

　玄人はしばらく絶句していた。

「って、いやいやいや！」首をぶんぶん横に振り、「寝かせたって……これ、俺が作ったカレーじゃねえかよ！」

「そうだけど？」

　ぱっと見、同じなのである。

　ケロリとした顔の白奈曰いわく──

　あの日、玄人が作った理想比率のインドカレー。それより美お味いしいとはどういう事なのか、トイレにこもって延々と考えた。便座の上で逆立ちしたりしつつ──美味しさとは本来多様な空間的時間的広がりを持ったものであり、そこにおいて優劣とは何ぞや……？　頭に血が上って失神する寸前、稲妻のような閃きを得たという。

　もともと玄人のカレーは自分が大量購入したスパイスを用いた物で、和歌に例えれば返歌だ。ならば自分はそのカレーの味を更にアップさせればいい。そう、さながら返歌の返歌の如ごとく、二人の信頼の力が相互作用して美味しさを高め合う──これぞカレーケミストリー也なり！

「くふふ、寝かせたカレーの美味しさが増すのは周知の事実だからね！　試行錯誤を重ね、絶妙の寝かせ具合にしてある。今この瞬間に食べるのが、このカレーにとってベストなのさっ」

「って、アホかあああー!?」

　凄すごい勢いで玄人は突っ込んだ。

「何が閃きだっ。考えが安易過ぎるんですよ部長！　寝かせたカレーが旨うまいのは、味が具に染み込んで馴な染じむからであって……や、確かに日本風カレーや洋風カレーには当てはまるかもしれませんがっ！」

　インドカレーの場合その限りではない。というのも、肝である香辛料の刺激的な香りが飛んでしまうからだ。インドカレーの本質がスパイスにある以上、その醍だい醐ご味みである芳香をスポイルしてしまうのは愚の骨頂というもので。

「あれ？　もしかしてわたし……やらかしちゃった？」

「やらかした……。部長はとんでもない事をやらかしちゃいました！」

　それも俺の進退をかけて──と、鬼の貌かおで泣いている玄人。気持ちはよく解わかる。

「あ、あらまあ……。食べるまでもなく勝負がついてしまったみたいだね。残念だわ。城じよう之の内うち家の跡取り娘だけに内心期待していたんだけれど」

　と、霧きりヶが窪くぼが肩を竦すくめたその時である。不意に廊下から誰かが駆けてくる音がして、調理室の扉がシャッと開け放たれた。

　姿を現したのは、いつも一緒のあの二人。

「勝ち誇るのはまだ早いぞっ！」

　一人は各務かがみ麻ま戯ぎ香かだった。オッドアイが燦さん然ぜんと輝いている。

「勝負は食べてみるまで解らないですっ！」

　と、横にいる雪き花ら菜ずユキが藪やぶ睨にらみの顔で言う。

　見知らぬ二人の唐とう突とつな出現に霧ヶ窪は何が起こったのかと戸惑い顔だ。間かん髪はつ入いれず、各務と雪花菜の背後から次々と闖ちん入にゆう者しやが現れる。

　怒ど濤とうの如く。

「ホピ族の予言によればっ！」

　と、言ったのは新しん宿じゆく貴たか志しだ。占い研究会の男子生徒である。

「立派な人は助けた方がいい！　城之内さんはいつも一生懸命皆を助けている。誰がどう見ても立派な人だ！　ホピ族じゃなくてもそれくらい解るぞ。だからぼく達は応援に来た！」

「し、白奈さんの料理が美お味いしくない筈はずありませんっ……ビクビク！　この人はいつだって気持ちのこもった、素敵な物を食べさせてくれるんですっ……ビクビクビクッ！」

　と、血倉のクラスメイト──気弱な円えん藤どう佐さ耶やが勇気を振り絞って叫ぶ。

「ビューティフル。彼女は不可能を可能にする。このカレーにはきっと何か美しい仕掛けがあるに違いない！」

　と、陸上部のエース空そら野の美み咲さきが力強く頷うなずき、

「いやー、思った以上に手間取っちゃいました」と赤あか座ざ伊い衣い子こが後頭部を搔かく。「玄人様の指示通り、全員に招集をかけたら遅くなってしまって……。ていうか、わたしが黄き瀬せさんを迎えに行く途中で道に迷っちゃったからなんですけどね！　大事な時にスミマセン。だけど、何とか間に合ったようです」

　よくやった、と玄人くろとは赤あか座ざに親指を立てる。土ど壇たん場ばの滑すべり込みセーフだ。

「白しろ奈なさぁん……っ！」

　黄き瀬せ真ま菰こもが声を張り上げた。

「そのカレー、絶対美お味いしいよねっ？　美味しいって信じてる！　あたしは白奈さんの事を心から信じてるよっ！」

　そして真菰の背後からも更に大勢の生徒達が──白奈に助けてもらった経験者だ──ゾロゾロと顔を出し、口々に激げき励れいの言葉を投げかけるのだった。十人、二十人、まだまだ来る。

　彼らはドアから調理室の壁伝いに広がり、熱烈な応援団状態だ。思いもよらぬ展開に霧きりヶが窪くぼは眉まゆを寄せておののいた様子だが──

「……ふわあぁ！　美味しいぃ！」

　その辺りの空気を全く読まず、突然幸せいっぱいの声が響き渡るのだった。

　葉は月づき未み百ゆ合りである。

「やっぱり寝かせたせいかしら？　カレーの味に深みがあるわ。とってもコクまろぉ……！」

　うっとりと目を細め、恍こう惚こつの表情でぱくぱくカレーを頰ほお張ばっている未百合さん。宜むべなるかな。料理対決という緊迫の状況下、誰も口にはしなかったが──この時間帯、実は誰もが空腹なのだ。カレーを盛りつけた皿を玄人に配られ、芳かぐわしいカレーの香りを嗅かいでいるうちに我慢が限界に達し、彼女は思わずぱくっとやってしまったのである。

「最初の口あたりは優しくて、ちょっぴり甘め。でもお口の中で広がって、酸味と塩味が滑なめらかに溶け合うの。それから熱い辛味がカーッと押し寄せてきて……美味しいわぁ！　お肉も柔らかくて、ソースがたっぷり染み込んでいて、嚙かむとジュワッと旨味が滲にじみ出す。緊張していたところにこれは嬉うれしい恵みよ。おなかがジワジワ温かくなって、どんどんほっこりしてきて……ううん、それだけじゃないわ。むしろ毛穴から汗が噴き出すくらい、気分が楽しくなってくるの！　まるでマハラジャの宮殿にいるみたい！」

　わたし、何だか踊りたくなってきちゃったわ！　と、嬉しげに体を震わせる未百合をジト目で見ている霧ヶ窪。……何を言っているんだろうこのマイペース美少女は、という顔だが、不意に銀光一いつ閃せん──

　スプーンを短剣のように握り締め、血ち倉くら知ち里さともまた勢い良くカレーを搔かき込むのだった。

「もぐっ！　一口くらいならアレルギーも大丈夫……！　って、んんんん！　このカレー、ほんとに美味しいじゃない！　味のバランスが凄すごいわ。カレーに具を入れたというより、具がカレーから生まれたみたいに一体感がある！」

　血倉の勇気ある食べぶりに感化されたのか、応援に来た生徒達が鍋なべを預かる玄人のもとへ殺到し、ぼくにも一口、わたしにも一口、とカレーの試食をねだる。そして未百合や血倉と同様の感想を調理室に溢あふれさせ、美味しい！　美味しい！　の大連呼が響き渡るのだった。

「美味しいよぉっ……！」

　真ま菰こもがカレーをぱくつきながら叫んだ。

「こっちのカレーの方が美お味いしいっ。絶対……絶対っ！　白しろ奈なさんの作ったこっちのカレーの方が美味しいっ……！　あたしはこっちの方がずっといい！　ずっと好きだよぉぉっ！」

　そして。

「──そうかもしれないね」

　霧きりヶが窪くぼが白奈のカレーを食べながら、存外静かにそう言った。

「この……何だっけ。ケミストリーカレー？　最初に話を聞いた時は呆あつ気けに取られたけれど、うん、こうして実際食べてみると美味しいわ。有りね。これは有り！　香りの強さと引き替えに、味の調和度は途方もなく上がっているもの。カレーソースから具へ、具からカレーソースへ味が浸透し──しかも香りの鮮烈さが皆無という訳でもない。つまりこれは」

「くふふ。そう、貴女あなたの予想通りだよ。寝かせつつ、新しく作った物も混ぜているのさ。スパイスの調和、カレーソースと具の調和、寝かせたカレーと作りたてのカレーの調和、その全てを狙ねらった。絶妙の寝かせ具合とは即すなわち、そういう事だよ！」

　霧ヶ窪は静かに溜ため息いきを吐ついた。

「一本取られたみたいね」

「先生……？」玄人は目を瞬しばたたいた。

「確かにインドカレーはスパイスの香りが醍だい醐ご味みよ。でも、これくらい香りを抑えて、味を高めたカレーの方が好きという人もいるかもしれない。いえ、ここにいる人はどうも皆そうらしいわ。かくいう私もこれくらいマイルドな方が好きだったりして。ああ、年は取りたくないものだよね。……オールライト、良いでしょう。玄人のスカウトは今回は諦あきらめる事にする」

　霧ヶ窪はアメリカ風に肩を竦すくめ、案外さばさばした様子で引き下がるのだった。

「いいんですか先生？」玄人くろとが訊きくと、

「もともと玄人の優しさに付け込むようで悪いような気もしてたんだよね。いいよ。今までやってこれたんだから、もうしばらく一人で頑張る事にするわ。尤もつとも、完全に諦めた訳じゃないから、またそのうちスカウトしに来るかもしれないけれど」

　とりあえず白奈さん、今回はあなたの勝ちで良いわ、と穏やかに言う霧ヶ窪。その途端、うわあああああああああああああああっと調理室を揺るがすような大歓声があがった。

　閃ひらめきの料理人、白奈の執念が奇跡を呼んだ形である。

（まさか俺の恩師に勝っちまうなんて……）

（クソッ、凄すげえ。凄えぞ！　ＫＹにも程がある！　やっぱ白奈はミラクルな女だ）

　皆の熱に浮かされて流石さすがの玄人もテンションが上昇し、仏ぶつ頂ちよう面づらを取り繕つくろう事ができない。どうしても綻ほころんでしまう顔をポーカーフェイスにしようと表情筋をピクピクさせている。

「……そんな顔するなよ、ボス」白奈は照れ臭くさそうに顔を紅潮させている。「わたしが勝てたのは君のカレーがあったからじゃないか。言い方を変えれば、君のおかげで勝てたんだ」

「部長」

「君という相棒がいる事──それがわたしの誇りであり、幸せなのさ」

　そして。

　ばんざーい、ばんざーい、と大盛り上がりの観衆があれをリクエストした。

「あれ……？」玄人くろとは目を瞬しばたたき、「あれって何の事だよ……って、ええええっ？　まさかアレの事か！　な、なあ、ちょっと待ってくれよ！　何な故ぜここでそれをリクエストする？」

「格好良いからに決まっているだろう。皆の期待には応えないとねっ！」

　白しろ奈なは真っ赤な顔で恥はずかしがる玄人の手を引っ張って調理室中央へ。ノリノリポーズを求める歓声が止やまない以上、収めるには行うしかない。

（え、ええい！　もうヤケだっ！）

　そして二人は人差し指を天に向けると、お尻しりとお尻をプニッとくっつけてＸの字を描き、

「「わたし達は料理事件部っ！　人を幸せな笑顔にするのが何より好きなのさ！」」

　と、声を合わせて勝利の喜びを表したのだった。




　さて、それを最初に言い出したのは誰だったろう。

「……そうだわ、せっかくだから！」

　多分、葉は月づき未み百ゆ合りか血ち倉くら知ち里さとだった筈はずだが、その後の行動は圧巻だった。どさくさ紛まぎれに一人が突然玄人に抱きつき、プニッ！

「アーッ、ずるいわ、わたしもっ……」プニッ！

「こうなったら僕も！」「城じよう之の内うちさんにも抱きついちゃえ！」「あたしも抱かれたい！」

　と、その場の全員が玄人と白奈に飛びかかっていき、押しくらまんじゅうのように纏まとわり付いた。押し合いへし合い揉もみ合いながら、風かぜ乃の森もり学園の生徒達はテンションに任せて大騒ぎ。中心の白奈が酸欠で失神するまでそれを続けたのだった。




　　　　◆　◇　◆




　それからしばらく月日が流れ──後日談。

　無事日本での学会を終え、ＮＹに帰った霧きりヶが窪くぼ純じゆんから、玄人宛てに葉書が届いた。

　こちらは忙しくも元気にやっている旨むねのそれを読み、ホッとする玄人。とはいえ、末尾に見過ごせない文章があるのを発見し、大いに戸惑う事となる。

『そういえば対決した日の最後のあれ、面おも白しろかったね！　何とかポーズ？　部屋に飾って楽しみたいから、今度写真を送ってほしい』

　……玄人の性格からして、その一文を見なかった事にはどうしてもできない。

　と、踏んでの催さい促そくである事は想像に難かたくないのだが、何はともあれ玄人は義理堅い。それを要請したらまた厄やつ介かいなトラブルを引き起こしそうな城じよう之の内うち白しろ奈なに、いつ言い出そうかと根気強く機会を窺うかがっているという。





【件名】：時間跳躍者事件　　　　

【お客様】：黄き瀬せ真ま菰こも、霧きりヶが窪くぼ純じゆん

【料理】：カレー　　　　　　　　

【達成度】complete　　　　　　　












　　　あとがき




　こんにちは、似に鳥とり航こう一いちです。『白しろ奈なさん』の２巻、美お味いしくいただけましたでしょうか。

　今回は白奈が良い場面で活躍し、美味しいところをいただいていくというまさにタイトル通りの内容になったのではないかと自分では思っております。色んな物を食べたり調べたりしつつ楽しんで書いたものなので、少しでもそれが伝わりましたら嬉うれしいです。

　さて、今回も前巻同様に二つの話で構成されているので、各エピソードの制作裏話でも。




・『魔術師事件』

　ステーキに関する話です。１巻では肉料理が出なかったので、最も肉らしい料理を素材に選んだのですが、何な故ぜそこに魔術師が絡んでくるのかと言いますと……

　プロット作成前の段階ではアラン・パッサールさんという料理人が念頭にありまして、この方は野菜料理のスペシャリストとして有名なのですが、卓越した肉の調理技術も持っています。昔は『肉の魔術師』と呼ばれていたそうです。だから肉と魔術師という言葉がぱっと結びつき、それでは魔術とは何か？　現実社会においてそれは……と考えていった結果、このような話となりました。登場する様々な蘊うん蓄ちくも含めて楽しんでいただければ幸いです。




・『時間跳躍者事件』

　カレーに関する話です。何な故ぜカレーに時間跳躍が絡んでくるのかと言いますと……

　それはシンプルにカレーの種類が様々だからで、種類が多い＝何度も食べる＝何度も繰り返す＝タイムリープ……と、自分の中で繫つながりました。

　今回色々と食べて改めて思ったのですが、カレーはどれも美お味いしいですね。まずいカレーというのはあまり食べた事がない気がします。そして一番美味しいカレーを挙げろと言われたら、個人的にはやはり子供の頃に食べたカレーでしょうか。当時のカレーの好きっぷりは異常だったと思います。家のカレーも給食のカレーもやたらと美味しかった。あの頃の舌がカレーを最も美味しく味わえる感度を持っていたのかもしれません。




　以下より謝辞になります。

　いつも的確な助言をくれる担当様、ありがとうございます。色々と気を遣っていただき、今回も気持ち良く書けました。面おも白しろい物を書く事で恩返しをしていきたいと思っております。

　美麗なイラストを描いてくれた瑠る奈な璃り亜あ様、感謝しております。カラーもモノクロもクオリティが高く、見とれてしまいます。心からお礼を申し上げます。

　そして心優しい読者の皆様、ここまで読んでいただきありがとうございました。

　１巻の内容はおかげ様で温かい反応をいただけたようで、韓国のソウル文化社様から翻訳出版のオファーもいただけました。世の中、世せ知ち辛がらい事も間々ありますが、この本を読んで少しでもほっこりしてもらえたら、書き手としてこの上なく幸せです。

　それではまたお会いしましょう。





似に鳥とり航こう一いち
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似に鳥とり航こう一いち

東京在住。趣味はグルメ漫画を読む事で、基本ほのぼの系、まったり系が好きです。対決系も嫌いではありません。むしろ好き。特技はゲームを作る事。別名で色々作ってます。ジャンルはばらばら、主にＤＳ関係。
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イラスト／瑠る奈な璃り亜あ

１９８５年生まれ。ゲーム原画、小説の挿絵などを主に手がけるみそっかすイラストレーター。頭皮の後退が気になりサクセスに手を出すも、すでに手遅れ感が漂っている。
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白しろ奈なさん、おいしくいただいちゃいます2








似に鳥とり航こう一いち
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